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　　　　プロローグ



「──ここに戻ってくることは、もう二度とないと思う」

　エルニのその声は、風が吹けばかき消えてしまうほど、小さなものだった。

　校門前でオレのことを待ってくれていたエルニ。彼女と肩を並べて歩く、ありふれたいつもの帰り道。そんな中きっかけを作ったのは、一陣の風だったのかも知れない。

　冬の冷たい風を受け、エルニはツインテールに纏まとめた銀の髪を緩やかに揺らし……寒いのは苦手だから、そろそろ暖かい場所に行くつもりだと口にした。不安もなくなったし、安心して旅に出ることができると。

　……エルニの不安。それはオレとマキナのことだったのだろう。

　半人半魔の悪魔ということで、母親のときと同じように、自分のせいで大切な人をまた失うと考え、魔界に戻ろうとしていたマキナ。そんな彼女も、傍そばで見守ってくれていた人たちの想おもいを受け、いまは人間界で人として生きようとしている。

　また、劣等感ばかりを抱え、ずっと弱かったオレも、少しは成長できたんだと思う。そして口にこそ出さなかったけれど、もしかしたらエルニの不安は、オレやマキナのことだけじゃなかったのかも知れない。たとえば我が家の頼れるお姉さんであるルナ。それにオレの大切な友人、五ご行ぎよう聖ひじり。それから五行家のメイド、かおるんこと薫かおる。

　みんなそれぞれ、不安や迷いを抱えていた。それでも懸命に前へと進んで来た。いま思えば、ルナたちと出会って、みんなと一緒に過ごす日々の中で、小さいながらも変化はあったんだと思う。きっとオレも含め、みんな少しずついい方向に変わってきたに違いない。

　けれど、そんな自分の友人たちの姿を見て、エルニはなにを思ったのだろうか。もう自分が傍そばにいなくても、オレたちが普段通りに笑って過ごせるだなんて、そう考えたのか？

　……お前がいないのに、いつも通りに過ごせるはずがないだろう、エルニ。

　覚えずオレが唇を噛かんで立ち止まる中、エルニは紅の瞳ひとみをやんわりと細め、どこか寂しそうにこちらを見つめて……淡く微笑ほほえむ。

「忍しのぶ、そんな顔はしないでくれ。悲しむ必要なんてない。きっとみんなも、すぐにわたしのことを忘れてくれるはずだ」

「忘れられるわけが、ないだろう」

　神を名乗る少し変わった少女。我が家の居候のひとり。いつもバカなことをやってみんなを笑わせてくれるエルニ。この先、もし彼女と二度と会えなくなるのなら……そう考えると堪こらえ切れず、オレは声を絞り出す。

「お前は、みんなと一緒にいて楽しくなかったのか？　どうしてそんなことを──」

「前にも言っただろう？」と、こちらの言葉を遮り、エルニは無理をしたように笑う。

「わたしは……忍の家族にはなれない」

　……あのときと同じだ。以前、この街に台風が来たとき、強風によって住んでいたテントを吹き飛ばされ、オレの誘いもあり、エルニもしばらくはうちに留とどまってくれた。だけど、彼女はすぐにオレたちから離れようとした。家族にはなれないと、そう口にして……。

　このときふと今更ながらに気づく。季節の移ろいを経て、みんなが変わっていく中で、エルニだけがなにひとつ変わらなかったのかも知れない。ひょっとしたらエルニとの距離だけが、あのときから変わらないままなのだろうか？　おそらくオレは、それを否定したいんだと思う。だから彼女が紡ぐ言葉を聞き漏らさないように、静かに耳を傾ける。

「確かにみんなと一緒にいるのも楽しいけど、やっぱりわたしはひとりの方がいい。ひとりでいることが好きなんだ。それはこれからも変わらない」

　それなら、どうして泣きそうに笑う？

「元々、わたしは一箇所に留まることはしてこなかった。いつかこの街から離れようって、ずっと考えていたんだ。わたしはみんなとは違う。このままずっと一緒にいても、別れのときが辛つらくなるだけだ。だから今まで通り、わたしはまた旅に出る。それでいいんだ」

　だったら、どうしてそんなにも声を震わせる？　ひとりが好きだなんて言って、どうして自分から離れようとするんだ？

　変わらないエルニの気持ち。どうしてもそれを認めたくなくて、ちりばめられた彼女の言葉の中からウソを探そうとして、それでもエルニの本音が見えずに、オレは立ち止まったまま唇を噛かみ続ける。それでも、

「なあエルニ、家を出るのは、もう少し待ってくれないか？」

　彼女を繋つなぎとめておきたくて、オレはゆっくりと切り出す。

「ほら、もうじきクリスマスだろう？　今年はみんなと一緒にパーティーでもしよう。だからそのときまで……うちにいてくれ」

「……クリスマスパーティーか」

　こちらの想おもいに気づいているのか、それとも気づいていないふりをしているのか、

「なんだかすごく楽しそうだな。わかった。それじゃあクリスマスが終わるまで、忍しのぶのうちにいる。色々と準備もあるしな」

　先程まで滲にじませていた寂しさを表情から消して、エルニは笑顔を輝かせる。明るくその声を弾ませ、だけど小さな拳こぶしを握り締めながら……いつも通りに微笑ほほえんで見せた。そしてそのまま、彼女は家路を辿たどって元気よく歩きはじめる。

　……忍のうち。エルニがもらした言葉。これから帰る場所を、彼女は自分の家だとは考えていないのかも知れない。笑顔のまま歩みを進めていくエルニ。手を伸ばせばすぐ届くはずなのに……どうしてだろう。彼女との距離が大きく開いていく気がした。このままひとりで消えてしまいそうなほど、エルニの背中が、ひどく小さく見えたんだ。










　　　　第一章　ひとりぼっちの神様



　村人たちが歓喜の声をあげ、周囲にたくさんの笑顔が広がる中、ただひとりだけが、「どうして」と表情を歪ゆがめ、その瞳ひとみからとめどなく涙を溢あふれさせる。

　みんなからの祝福を受けた少女は、そんな彼女をただ不思議そうに見つめていた。

　そのとき少女には、彼女の涙の意味がわからなかった。少女は彼女にも笑って欲しいと思った。本来、彼女は明るく笑う人だったんだ。まるで向日葵ひまわりのような笑顔。一番大切な人の笑顔。少女はそれを見るのが大好きだった。

　だから少女は彼女を笑わせようとしたんだ。彼女と話す機会は少なくなってしまったけれど、彼女と会うたびにバカな冗談を言ったり、服装を褒めてみたりして、ただ笑顔が見たくて、たとえどれだけ辛つらくても、少女はずっと笑ってみせた。

　ひょっとしたら、それが一層彼女を苦しめたのかも知れない。彼女はいつも無理をしたように笑顔を作る。涙を滲ませながらも、無理矢理に微笑みを浮かべる。

　……少女が大好きだった向日葵は、もう彼女の表情に咲くことはなかった。

　彼女は少女の見えないところでいつも泣いていた。「どうしてあの娘が」ともらして泣き続けていた。けれどある日、彼女は少女に温かく告げる。

「わたしね、絶対に長生きするからね。あなたの役目が終わるまで、頑張って長生きするからね。だからあなたが普通の人に戻れたら、みんながそれを許してくれたら、そのときはまた……一緒に遊びましょうね」

　いつも泣いてばかりいた大切な人。その人が数年振りに笑ってくれた。どこか儚はかなく、まだ瞳ひとみに悲しみの色は残っていたけれど、それでも愛いとおしそうに微笑ほほえんでくれたんだ。

　そんな些さ細さいなことでも、少女にとってはずっと待ち望んでいたものだった。だから少女は、そっと彼女に小指を差し出す。

「約束だぞ？　絶対にまた一緒に遊ぼうな」

「ええ。約束よ……」

　ささやかな指切り。果たされることのない約束。少女はそれを無邪気に信じた。いつかその約束が、意味のないものに変わってしまうとも知らずに。その約束が、少女にとって一番大切な人を傷つけることになるとは知らずに。ずっと信じ続けた。そして、

「……ごめんな──さん」

　その約束が、いつまでも少女を苦しめ続けることになる。

　夢から覚めたあと、少女は大きな瞳から涙を溢あふれさせる。どれだけ時が流れても、少女はただひとりで、誰だれにも気づかれないように、いまもずっと泣き続けていた……。



　●　　●　　●



　綺き麗れいに整せい頓とんされた彼女の自室。静かな部屋を満たすものは、輝く金の髪からほのかに漂う花の香り。彼女自身の甘い芳香。そして薄桃色の唇からこぼれる、どこか切なく乱れた熱い吐息。その色めいた呼吸音がこちらの耳朶みみたぶに触れる中、彼女──ルナは澄んだエメラルドグリーンの瞳を艶つややかに潤ませ、透き通ったなめらかな頬ほおを赤く上気させていた。

　ふと視線を落とせば、胸元のボタンが外れたワイシャツから、微かすかに紅潮して桃色に染まった豊かな胸の谷間が確認できる。

　また、圧倒的なボリュームを誇る両の乳房のせいだろう。確かに胸元のボタンは外れている。しかしそれにも拘かかわらず、たわわに育った果実はワイシャツの中で窮屈そうにしており、いまにもはち切れんばかりだ。そんなあでやかな姿を無言で眺めたのち、オレがルナの身体からだからゆっくりとそれを抜き取ったところ、

「あぁっ……んんぅ……」

　たおやかで細い肢体を軽くよじらせ、彼女は再びベッドに身を委ゆだねた。

　するとルナがベッドに背を預けた途端、その振動でまろやかな乳房が弾むように躍る。

　さらに真っ白なシーツの上に、絹糸のような金の髪が放射状に散らばり、それがカーテンの隙すき間まから射さし込む明るい陽を浴び、きらきらと眩まばゆい光の波を作り出していた。

　思わず見み惚とれるような光景である。

　けれどオレはむっと眉まゆをひそめ、彼女の身体からだから抜き取ったばかりのそれをじっと見つめていたところ、ルナは乱れた息遣いのまま、濡ぬれた瞳ひとみをおずおずとこちらに向けてきた。

「うぅん……忍しのぶさん……はぁっ……私の身体……どうでしたか？」

「……すごく綺き麗れいだよ。色っぽくて素敵だね。もう今夜はお前に夢中だな」

「あの、褒めてくれるのは嬉うれしいんですけど、いまは夜じゃないですし、なんとなく冗談だってわかります。お願いですからちゃんと教えてください」

「えっと、なんと言うか、こんな日もあるということにしておこうか」

　再度はぐらかそうとしたものの、全く効果はなく、ルナはその声音に不安を滲にじませる。

「やっぱり私の身体、よくなかったんですか？」

「はっきり言って……最悪」

　下手に誤魔化さずにそう告げた途端、ルナの瞳にうっすらと涙が溜たまっていく。

「ごめんなさい忍さん。私……」

「いやいや、確かにあまりいいものじゃなかったけど、別にお前が気にする必要はないよ。こればっかりは仕方がないことだしな」と、先程まで彼女の身体に包まれていたそれ──体温計を再度眺めつつ、オレは柔らかな口調で言葉を続ける。

「誰だれだって風邪ぐらい引くものだろう？　三十八度五分も熱があるんだ。治るまではちゃんと大人しくしているんだぞ？」

「でも、お昼ご飯を作るぐらいでしたら……」

「うん、もちろんダメだからな？　そもそも料理なんてできる状態じゃないと思うぞ？　元気になるまでなるべく部屋から出ないでくれ」

「……残念です」

　ちょっとだけ語気を強くして注意を促すと、ルナは眉まゆ尻じりを下げてしゅんと項うな垂だれる。正直そんな顔はさせたくないのだけれど、おそらくルナのことだ。こうでも言っておかないと今朝のように無理をするかも知れない。

　手元の体温計をしまいつつ、オレは微苦笑を浮かべて思い返す。

　とある土曜の朝。欠伸あくびを噛かみ殺してオレがダイニングキッチンに顔を出したところ、みんなの中にルナの姿がなく、珍しく母かあさんの作った朝食が食卓に並べられていた。

　……ルナはどうしたんだろう？

　怪け訝げんに感じてオレが首を傾かしげると、母さんが肩をすくめて説明をひとつ。

　なんでもダイニングでルナの姿を見かけたとき、多分熱に浮かされていたのだろう。ルナは寝間着、裸ワイシャツ姿でふらつきながら料理を作ろうとしていたらしく、それを認めた母さんは問答無用で彼女を部屋へと連行したようだ。

　食事を取りながら話を聞いたあと、休日なのに仕事へと出掛けて行った母さんを見送り、それからルナの様子を見に来たわけだが……風邪を引いているのに昼飯を作るつもりだったのか、こいつは。微苦笑をこぼしたまま、はだけた掛け布団を直してやっていたところ、ルナは枕まくらに頬ほおを預けて声を落とす。

「せっかくのお休みなのに、今日は忍しのぶさんと遊べそうにないです」

「まあ、遊ぶのはまた今度だな。それよりもなにかして欲しいことはないか？　お前身体からだはそんなにもわがままなのに、普段からわがままなんて滅多に言わないだろう？　こんなときぐらい思いっ切り甘えてもいいんだぞ？」

「……私のわがまま、聞いてくれるんですか？」

「おう、女のわがままのひとつやふたつ叶かなえてやるのも男の甲か斐い性しようだ。なんなら自慢のバリトンボイスで子守唄うたを口ずさんでやってもいい。なんでも遠慮なく言ってくれ」

「それじゃあ──キスしてください」

　迷わず即答。しかも愛らしい笑顔付きである。エメラルドグリーンの瞳ひとみに至っては期待に輝いている始末。これは困った。なにやら鼓動が跳ね上がり、気を抜くと彼女の艶つややかな唇に吸い寄せられそうになるが、それを抑えてオレはクールにお茶を濁すことにした。

「ルナ、悪いがキスは無理だ。そんなことをしてしまったら、こうして看病に来た意味がなくなる。お前ならオレのキスひとつで、きっと腰が抜けて熱もあがるだろうからな」

「それなら、私からキスさせてください」

　……突っ込みがない上にこれまたハードなおねだりが飛んできたな。オレの動揺を他よ所そに、風邪のせいか少しだけ気だるそうに上体を起こし、こちらに抱きつこうと両手を伸ばすルナ。対してオレは平静を装いつつ、すっと掌てのひらを突き出して彼女の動きを制す。

「そこまでだルナ。いまのお前は魅力的すぎる。そんなお前からキスされたら、さすがにオレも我慢できずにお前にキスのお返しをするだろう。しかしそうなったら、やはり看病に来た意味がなくなる。すまんがキスは諦あきらめてくれ」

「えっと、キスがダメでしたら、私が眠るまで添い寝をしてくれませんか？」

「う～ん……やだ」

「誤魔化しの言葉さえなくなっちゃいました!?」

「もうネタが尽きちゃったんだよ。期待に添えなくてごめんな。次までに甘い囁ささやきを考えておく。それで許してくれ。申し訳ないが、今日はお前の頼みを聞いてやれそうにない」

　なんせ、風邪を引いたルナはいつもにも増して色っぽい。

　微かすかに朱に染まったきめ細やかな肌。色香に溢あふれた息遣い。悩ましく乱れた衣服。

　下手にお願いを聞いてしまったら……本当に看病どころではなくなってしまうかも知れない。自分の理性がもつかどうか不安だ。

　などと危き惧ぐしていたところ、少し残念そうにしながらも諦めてくれたらしく、ルナは静かに再びベッドへと横たわり……しばらくして小さな寝息が聞こえてきた。

　さて、ルナは朝食もとっていないみたいだし、いまのうちにお粥かゆでも用意しておくか。愛らしい寝顔を見つめたのち、オレはそっと彼女の部屋を出て腕を組む。

　ふむ、早速お粥でも作りたいところだが……悲しいことにオレは料理ができない。うちの連中も、ルナと母かあさんをのぞいてオレと似たようなもんだと思う。とりあえずネットでお粥の作り方でも調べてみよう。

　なんて考えつつ階段を降りていたところ、廊下ではたとメイド服姿の少女と鉢合わせた。

　彼女は我が家の住人、先日我が校の生徒会長に当選した赤髪の女王様、マキナ・リーベライ・オランジェロだ。

　つり目がちの琥こ珀はく色の瞳ひとみ。真まっ直すぐに伸びた優美な長い髪。メリハリのある抜群のプロポーション。身につけているメイド服は意外にも様になっていて非常に可愛かわいらしい。

　が、どうしてメイド服なんて着ているんだ？　不思議に思ってオレが首をひねる中、マキナはこちらに目を向け、少し心配そうに訊たずねてくる。

「忍しのぶ、お姉さまの様子はどうだった？」

「なんかちょっとエロかった」

「え？　お姉さまはいつも天然エロス──コホン。お姉さまはいつもセクシーじゃない」

「……いまの『天然エロス』は聞かなかったことにしておく。それよりもルナの体調なんだが、わりと高熱だ。三十八度五分だからな。いまは大人しく寝ているよ」

　一いつ旦たんジョークを止めつつ、オレは少し気になって話題を変える。

「ところでお前、そのメイド服はどうしたんだ？」

「これはその、エルニに貸してもらったのよ。ほら、お姉さまがうちのことをするとき、よくメイド服を着ているでしょう？」

「ああ、確かにご奉仕メイドさんスタイルだな」

　誕生日にかおるんからプレゼントされたメイド服。ルナはそれを気に入っているようで、家事を行う際によく愛用している……などと思い返しつつ相あい槌づちを打っていたところ、マキナは微かすかに頬ほおを赤らめて続ける。

「今日はお姉さまも風邪を引いているし、巴ともえさんも出掛けちゃったから、代わりにあたしが家事をするつもりよ。それでお姉さまみたいにメイド服を着たの」

　そう説明しつつも、何な故ぜかマキナはチラチラとこちらを盗み見してくる。

「あ、あたしはいままで家事なんてあまりしてこなかったけど、お姉さまばかりに頼るのも悪いでしょう？　この機会にあたしも家事を覚えて、今度からお姉さまと交替で家のことをするわ。そのときはまたメイド服を着るつもりよ。このメイド服をね」

　さらに頬を赤らめ、こちらの反応を窺うかがうように盗み見を繰り返し、やたらとメイド服をアピールするマキナ。どう見ても褒めて欲しそうに思えたので、オレはその期待に応じるべく、そっと彼女の頭に手を伸ばす。

「いい子いい子。偉いぞマキナ。大変かも知れないけどしっかりな」

「ええ、わかったわ。早速いまから頑張るわね──って、どこに行くのよ忍しのぶ」

　頭を撫なでたあと踵きびすを返したところ、控え目にマキナがこちらの腕を取ってきた。おそらく子供扱いされて怒ってしまったのだろう。なんて思っていたものの、どうやら予想が外れたらしく、マキナは赤い頬ほおのままおそるおそる訊たずねてくる。

「えっと忍、あたしのいまの服を見て、もっと他ほかに言うことはないの？」

「他に言うこと？」と、再び首を傾かしげ、オレは改めてマキナのメイド服姿に目を向ける。

　確かエルニに借りたとか言っていたけど、そういやかなり前、聖ひじりも交えてうちで料理勝負をした際にも、マキナはこのメイド服を着ていたな。

　シックな紺のワンピースに、フリルのついた純白のエプロンドレス。頭に飾られたメイドカチューシャ。大胆に開いた胸元からは、はち切れんばかりの乳房がいまにもこぼれそうであり、短いスカートから覗のぞく白い太ふと股もも、艶つややかな美脚に目が眩くらみそうになる。

　正直心を惹ひかれたので、普段の軽口は控え、オレは素直に応じることにした。

「よく似合っていていいと思うぞマキナ。お前がこのまま敬語でも使ったら、本物のメイドさんっぽく見えるかもな」

「……本当？　忍が大好きなご奉仕メイドみたい見える？」

「オレの大好きなご奉仕メイド？　一体どこで妙な情報を仕入れて来たのかは知らんが、普通に可愛かわいく見えるぞ。お前スタイルがいいから、基本的になに着ても似合うしな」

　とりあえず率直な感想を述べたところ、マキナは琥こ珀はく色の瞳ひとみを煌きらめかせ、「ありがとう忍。褒めてくれて嬉うれしいわ」と、両手を広げてこちらに抱きつくだけには留まらず、「ちゅっ……ちゅっ……」と甘やかな水音を響かせ、愛いとおしそうにオレの両頬へとキスをする。

　な、なんか最近、マキナまでこんな風にスキンシップを取るようになってきたな……。

　しかしマキナのキスは挨あい拶さつレベルのものではなく、もっと深い意味があるような気もしたが、いまは緩みそうになる頬を抑えるので精一杯だ。潤いを帯びた薄紅色の唇。その柔らかな感触に半ば酔いそうになっていたところ、マキナは笑顔でこちらに背を向ける。

「それじゃあ忍、これからお昼ご飯を作るから、楽しみに待っていてね」

「おう、わかった。期待しているよ。ついでにお粥かゆの準備も──」

　いや待て頼めるわけがないな。失礼ながらマキナの料理の腕前は壊滅的である。こいつはまずい。はたと我に返り、若干血の気が引くのを感じている間、マキナは珍しいことに鼻歌なんかを口ずさんでダイニングキッチンへと消えて行く。

　……やめてくれとは言い出しにくい背中だな。

　軽く頬をかいてダイニングの扉の前へと移動。様子を窺うかがおうとこっそり中を覗のぞくと、部屋にはマキナだけではなく、猫のエプロンを身につけた少女の姿があった。

　愛らしく大きな瞳。どこか仔こ猫ねこを彷ほう彿ふつとさせる整った顔立ち。小柄でほっそりとした身体からだつき。天てん真しん爛らん漫まんといったイメージを受ける少女はオレの妹、ああ見えても空手部の部長、中学二年生の南なん条じようなずなである。















　なにやらなずなはマキナと一緒に料理の本を眺めており、ふたりとも頬ほおを緩めて楽しそうに談笑している。きっとオレよりも早くマキナから話を聞いていたに違いない。エプロンをつけているということは、なずなも料理を手伝うつもりなのだろう。

　マキナもなずなも表情を輝かせていて……もう止める気がなくなってしまった。

　たとえ料理が失敗したとしても、責任を持ってオレが死ぬ気で全部食べればいい話だ。しかしお粥かゆだけはなんとかしないとな。

　などと考えながら何気なくリビングに足を伸ばしたところ、ふと視界の端に映った眩まばゆい銀の髪。どうやら先客がいたようだ。その先客、エルニはリビングのコタツに入ったまま、柔らかそうな頬をテーブルに預け、すやすやと気持ち良さそうに寝入っている。

　安心しきったような無防備な姿。長い睫まつ毛げにあどけない表情。こういうのを天使の寝顔と言うのかも知れない。なんとも微笑ほほえましい光景。それにも拘かかわらず、エルニの寝顔を見つめているうちに、思い出したように胸の中でじわじわと不安が広がっていく。

　わたしは……忍しのぶの家族にはなれない。先日のあの言葉。まるであれがウソだったかのように、エルニは本当にいつも通りだった。いつものようにみんなと一緒にいて、いつものように笑顔を見せて……微み塵じんの寂しさも感じさせない。

　だからあの日のことは全すべて夢だったんじゃないかと、そう思いたい自分がいて、けれどエルニを引き止めることが正しいのかどうか悩んでいる自分も確かにいて、いずれにせよ、あのとき抱いた胸の痛みが、ここ数日消えることはなかった。

　しかしそれを隠して、オレは寝ているエルニに明るく声を掛ける。

「エルニ、コタツで寝ていたらお前まで風邪を引いちまうぞ？」

「……バカは風邪を引かない……風邪を引いてもそれに気づかない……バカだから……」

　なかなか気の抜けるリアクションだった。先程感じていた不安が瞬く間に薄れていき、それと同時に悪戯いたずら心が湧わいてくる。どうにも我慢がきかず、オレはテーブルに置かれたミカンかごに手を伸ばし、オレンジの果実をそっとエルニの頭に載せてみた。

「……ちっとも起きないな、こいつ」

　相変わらずの無む垢くな寝顔の頭に、ちょこんとミカンがひとつ。少し面白い。しかしあまりからかうのも悪いだろう。オレはエルニの頭に載ったミカンを手に取って皮を剥むき、それを一粒彼女の口元へと近づけ、そのまま柔らかく言葉を掛ける。

「ほらミカンだぞ。起きろエルニ」

　当初の目的通り呼び起こそうとしたのだけれど、エルニはサクランボの唇をゆっくり開いたと思ったら、ぱくっとミカンを口にくわえ、幸せそうに頬ほおを綻ほころばせる。しかも全く目を覚ます気配がない。思わずオレは微笑ほほえみをこぼし、何度かエルニにミカンを食べさせたあと、彼女の頬ほっぺたを人差し指で軽く突っつく。

「エルニ、そろそろ起きないと、もうミカンはやらないぞ？」

「んんぅ……あむ……」

「おい、オレの指はミカンじゃねえよ」

　なにを勘違いしたのか、ひとの指先を口に含み、はむはむと甘あま噛がみをはじめるエルニ。

　しかも彼女は桜色の唇をさらに開き、こちらの人差し指を柔らかく挟み込んでくる始末。なめらかな舌をオレの指に絡ませ、優しくぺろぺろと舐なめさすり、時折甘えるように、形の良い唇でこちらの指先をちゅっちゅっと啄ついばむ。

　濡ぬれた舌先に温かな口内。そして小さな甘い唇。それらの感触を受け続け、オレが頬に熱を覚えていたところ、リビングとダイニングキッチンの仕切り。アコーディオンカーテンを開けてマキナが顔を出し、こちらの様子を見るなり不思議そうに小首を傾かしげた。

「エルニは一体なにをしているの？」

「……お腹なかが空すいているんじゃないか？」

　微苦笑でオレがそう返すと、マキナはエルニに視線を落とし、柔らかく口元を緩める。

「ほんとによく眠っているわね」

「ああ、さっきからちっとも起きないんだよ。いまもひとの指をくわえたまま寝ているぐらいだ。しかしこいつも朝は早いのに、しょっちゅう居眠りとかするよな」

「きっと眠りが浅いのね。こう見えてもエルニ、意外と寝付きが悪いのよ？」

　それはエルニと相部屋のマキナだからこそ、わかることなのかも知れない。

　マキナはわずかに表情を曇らせており、少し驚きながらもオレがエルニの唇からそっと指を抜き取ると、どうやら起こしてしまったようだ。エルニはすっと瞼まぶたを開けて顔をあげ、寝ね惚ぼけたようにオレたちの顔を見回す。

　宝石みたいな紅の瞳ひとみ。その大きな瞳からありありと眠気の色が垣かい間ま見えて、オレはジョーク混じりにエルニの肩に掌てのひらを載せる。

「どうだエルニ。美お味いしかったか？」

「うん、ミカン味のアイスを食べる夢を見たんだ」

　寝惚け眼まなこで頷うなずき、エルニはぼんやりとマキナに視線を移す。

「マキナ、なんだかお腹なかが減っちゃった。一緒にお菓子でも食べないか？」

「お菓子は三時まで待ってよエルニ。いまからあたしがご飯を作るのよ？　なずなも手伝ってくれるみたいだから、エルニも楽しみに待っていてね」

「……神、いまからお風ふ呂ろまでお昼寝とうたた寝を繰り返します。お菓子も料理も欲しがりません。晩ご飯までは」

　すぐに眠気も吹っ飛んだのだろう。なずなとは違い、マキナの料理の腕前を知っているためか、エルニは再びテーブルに頬ほおを預けて心持ち顔を蒼あおくする。

　一方マキナは彼女の心情にも気づいた様子はなく、笑顔で「お昼ご飯が出来たら起こしてあげるわね」とある意味で死刑宣告。続いて笑顔でこちらに視線を移す。

「ところで忍しのぶ、お昼になにか食べたいものはある？」

「オレはマキナが食べたい」

「え？　忍はあたしが食べたいの？　それならすぐに──って、お昼から忍は一体なにを考えているのよ！　そ、そもそもあたしは、その、簡単には食べられないわよ！」

「生あい憎にく食べ盛りでな。是が非でもお前を味わってやる──と言いたいところだけど、まあ食えるものならなんでもいいぞ。無理せず頑張ってくれ」

　多分、料理のリクエストを聞きに来てくれたのだろう。けれど特に希望もなく、オレが軽口混じりに応じたところ、マキナは「なずなにも相談してみるわ……」と頬を赤くしてダイニングへと向かい、対してエルニは彼女を見送ったのち、少し不安そうに口を開く。

「なあ忍、マキナは本気で料理を作るつもりだぞ？　忍もマキナの腕前は知っているだろう？　このまま止めなくてもいいのか？」

「いまオレができるのは信じることだけだな」

「マキナの料理が成功することをか？」

「……奇跡が起きることをだ」

「忍、待っていても奇跡なんて起きないぞ。奇跡とは起こすものだ」

　珍しくクールな発言と共に、エルニはダイニングへと一歩踏み出す。

「ここはわたしが出る他ほかないな。マキナとなずにゃんに本当の料理というものを教えてみせる。忍しのぶはミカンでも食べながら待っていてくれ。平凡なお茶の間で奇跡を見せてやる」

「なんか惚ほれそうになるほど格好いいんだけど……お前料理なんてできるのか？」

「実はこう見えても良妻賢母属性だったんだ」

「良妻賢母？　なんだそれ？　笑わせようとしているのなら、ギリギリ笑えないぞ？」

「し、失礼だな忍は！　そんなことが言えるのもいまのうちだぞ！　美お味いしい料理で忍を思いっ切り笑わせてやる！　頬ほっぺたが落ちても知らないからな！」

　……頬ほおどころから命まで落ちないといいけどね。

　などと胸中で再び失礼な発言をこぼしていたところ、エルニはやる気満々な様子でマキナとなずなのもとへと向かい、すぐにダイニングから彼女たちの話し声が聞こえてきた。

　そんな中、オレは先程剥むいたミカンを食べて時間を潰つぶしていたのだが、やはり不安を拭ぬぐい切ることができず、足早にダイニングへと移動。そっとみんなの様子を窺うかがってみる。

　と、視線の先にはピンクのエプロンを身につけたエルニ。彼女は意外にも手際良く準備を進めており、笑顔でマキナとなずなに料理の作り方を教えていた。

「いいかふたりとも、包丁を切るときは猫の手だぞ」

「あっ、わたしそれ知ってるよ。こうでしょう？　にゃあにゃあ」

「うん、上手だぞなずにゃん。にゃあにゃあだ。にゃあにゃあ～♪」

　野菜を切りながらエルニとなずなが明るくメロディーを奏ではじめると、マキナもふたりにつられたらしく、

「にゃあにゃあ～♪　猫が三匹仲良くお料理……コホン。なんでもないわ。いまのは聞かなかったことにして……」

　即興で歌を口ずさんでいたものの、甘やかな声音から一転。咳せき払ばらいと共に俯うつむき、耳を赤くして小声になるマキナ。それを受けてなずなは「ルナお姉ちゃんみたいだったね」とコメントをひとつ。続いて再び楽しそうに愛らしい歌声を響かせた。

　そんなマキナとなずなの姿を眺めながら、エルニは穏やかに口元を緩め、ふたりに優しく料理の手ほどきをする。たまに冗談を飛ばしたり、柔らかく注意を促したりして、まるでふたりのお姉さんみたいに……。



　……これは驚いたな。あれから数十分後。食欲を誘う香ばしい匂においがダイニングに漂い、食卓にはエルニの手料理、人数分の焼き飯とスープとサラダが綺き麗れいに並べられていた。

　食欲に促されるまま焼き飯を口に運ぶと、ご飯にはパリッとした食感があって、さっぱりとした味付けながら口の中にしっかりと旨うま味みが広がっていく。またスープの方は鶏とりがらの上品な味わいがあり、さらにサラダは彩り鮮やかでとても瑞みず々みずしかった。

　予想以上に美う味まい。エルニとマキナ、そしてなずなと一緒に食事を取りつつ胸中で舌鼓を打ち、何気なく視線を移すと、キッチンのコンロには土ど鍋なべがひとつ。なんでも料理を作る合間に、エルニは風邪を引いたルナのためにお粥かゆの用意までしてくれたみたいなのだ。本当に手際がいい。もう驚きを隠せず、オレはエルニへと軽く頭を下げた。

「エルニ、さっきはバカにして悪かった。お前ほんとに料理なんてできたんだな。どの料理もすごく美お味いしいよ」

「ふふっ、実は良妻賢母属性だって言っただろう？　これでも家事は得意なんだ。リビングの窓だってわたしが磨いているんだぞ？」

「そいつは初耳だが……しかしお前、料理なんてどこで学んだんだ？」

「色んな所でだ……」

　曖あい昧まいな答え。いつもの微笑ほほえみとは裏腹に、聞き逃してしまいそうなほど微かすかに沈んだ声音。その笑顔の裏側にある気持ちは、一体なんなんだろう？　それを探ろうとオレが目を凝らしてエルニを見つめる中、マキナが柔らかくそっと口を挟んできた。

「ねえエルニ、よかったら、また料理を教えてくれない？」

「ん？　わたしでいいのか？　わたしなんかよりもルナの方が──」

「あたしはエルニがいいのよ」と、迷いなくマキナがそう告げたところ、エルニはわずかに目を丸くしたのち、嬉うれしそうに頬ほおを桜色に染める。

「そこまで言われたら仕方がないな。よしわかった。わたしの秘伝の技をマキナに教えてあげるぞ。しかしそれにしても、マキナはどれだけわたしのことが好きなんだ？」

「お姉さまと同じぐらい好き──じゃなくて！　べ、別に普通よ。それよりも約束よ？　あたしがちゃんと料理できるまで教えてよね。絶対よエルニ」

　念を押すように、また甘えるように、エルニの服の袖そでを掴つかむマキナ。ふたりの会話を他よ所そに、「美味しいね」と先程から料理に夢中ななずな。そしてエルニはそんなふたりとオレをそれぞれ見つめながら、

「……ルナが毎日楽しそうに料理を作っていたわけが、なんだかわかった気がする」

　それはいつもとは違う笑顔。どこか大人びた穏やかな微笑み。明るい食事の時間が終わるまで、彼女はその表情を崩すことはなかった……。



　昼食後、あと片付けはマキナとなずなに任せ、オレとエルニはルナの部屋へと足を伸ばした。オレが両手に持ったお盆の上にはお粥の入った土鍋、茶碗にレンゲに風邪薬、また天然水が注がれたコップが載せられている。

　……ルナの体調はどうだろうか？　少しは良くなっているといいのだがと、ノックのあと部屋を覗のぞいたところ、もしかしたら熱があがってしまったのかも知れない。ルナは艶つややかな唇から「あぁ……はぁはぁ……」と乱れた寝息をもらして苦しそうな様子。

　対してそれを認めたエルニは心配そうに眉まゆ尻じりを下げ、いそいそとルナに近づき、何な故ぜかベッドの中に入ってしまう。

「……って、なにやってるんだよお前は」

「見ての通り添い寝だぞ？　わたしの元気をルナに分けてあげるんだ」

　本気なのか冗談なのか、エルニがぎゅっと抱き締めると、ルナはどこか嬉うれしそうに表情を緩め、目を覚ましたらしくすっと瞼まぶたを開いた。

「え？　あら？　エルニちゃん？」

　わずかにルナが目を見張ると、エルニは小さく微笑ほほえんで応じる。

「起こしてごめんなルナ。お粥かゆを作ってみたんだけど……食べられそうか？」

「あっ、はい。食べたいです。エルニちゃんが作ったんですよね？」

「うん！　ルナのためを想おもって頑張ったんだぞ！　愛情に勝るスパイスはなしだ！」

　などとジョークめかして、エルニはオレからお盆を受け取ってレンゲを手に取り、それでお粥を茶碗によそい、「ふーふー」と一生懸命にご飯を冷ましはじめる。続いて笑顔で「あ～ん」とルナの口元にお粥を運んだ。

　するとエルニの料理の腕前を知っていたのか、ルナは形の良い唇を開き、躊ちゆう躇ちよなくお粥を口に含んで「美お味いしいです」と頬ほおを緩める。一方、オレはふたりの笑顔を交互に眺めたのち、頭に思い浮かんだ言葉をそのまま口にした。

「なんかお前ら、すごく仲がいいな」

「ふふ、思わず嫉しつ妬としちゃいそうだろう忍しのぶ。わたしとルナはよく一緒にお昼寝とかする仲なんだ。気持ちいいんだぞルナのおっぱい枕まくら。ルナのおっぱいに勝る枕はなしだ」

「……太ふと股もももいいんじゃないか？」

　こちらが軽口でエルニに応じる中、ルナは自慢するように豊かな胸を張る。

「忍さん、エルニちゃんはすごいんですよ。私が疲れているときや忙しいときにはこっそり家事を手伝ってくれるんです。それから私の悩みを聞いてくれたり、ゲームの練習相手になってくれたり、それに携帯電話の使い方も教えてくれました」

　微笑みを浮かべてそう話しながらも、ルナはふとその表情を微苦笑に変える。

「でも今日はもう大丈夫ですよ。お粥ならひとりでも食べられます。今更なんですけど、忍さんとエルニちゃんに風邪がうつっちゃうかも知れません。だからエルニちゃん──」

「ルナ、あんまり遠慮ばかりしていたらダメだぞ？」

　柔らかく言葉を遮り、エルニはそっとルナの頭に手を伸ばす。

「風邪がうつるだなんて、そんなことは気にしなくてもいい。風邪なんてうつしてくれてもいい。そう思えるぐらい、わたしも忍もルナのことが好きなんだ。もちろんマキナやなずにゃん、巴ともえさんだって同じだと思うぞ。だから遠慮なんかしなくてもいいんだ」

「……はい。ありがとうございますエルニちゃん」

　エルニの温かな笑顔を受け、ルナは少しだけ瞳ひとみを潤ませて頷うなずく。そして促されるままお粥かゆを食したのち、上機嫌な様子でエルニにハグをプレゼント。エルニも頬ほおを綻ほころばせてそれを受け容いれてはいたものの、しばらくするとなにか思いついたようにぽんと手を叩たたき、

「ルナ、ちょっと待っていてくれ」と、言い残して部屋を出て行ってしまった。

　一方ルナは少し寂しそうにエルニを見送ったあと、じっとオレを熱っぽい瞳で見つめたかと思ったら、「忍しのぶさん忍さん」と甘えるように両手を広げる。

　おそらく抱き締めて欲しいのだろう。できれば彼女の期待に応こたえてやりたいところではある。しかし照れくささも手伝い、オレはルナの頭を撫なでるだけに留とどめていたのだが、

「んぅ……それ、気持ちいいです。もっとしてください」

　これは抱き締めていたらやばかったな……。

　やっぱり風邪を引いているルナは非常に色っぽい。普通に頭を撫でているだけなのに、何な故ぜか色香のある吐息をもらすものだから、なにやら妙に緊張してしまう。

　けれどそれに気づかれないように、やんわりとルナの頭を撫で続けていたところ、小さなノック音と共にエルニが部屋に戻って来た。しかしどうしてかエルニは白いタオルを手に持っており、それをこちらに差し出すや否や、笑顔でとんでもない提案をひとつ。

「忍、ルナは熱で少し汗をかいているんだ。これでルナの身体からだを拭ふいてやってくれ」

「……いやいや、お前はなにを言ってるんだよ。なんでそうなるんだよ。なんでオレなんだよ。そしてなんでルナは満更でもない顔をしているんだ？」

「満更でもないからですよ？」

　慌てて突っ込みを飛ばしたものの、やばいことにルナは本気のようだ。彼女は熱のためか上気した頬をさらに赤らめ、悩ましく呼吸を乱しながらゆっくりとワイシャツのボタンを外していき、止める間もなくオレの目の前で上着を脱いでしまう。

　すると窮屈な締め付けから解放された豊満な果実。それがひとまわり大きくなったようにぷるんと無邪気に揺れ躍り、たわわな乳房の頂には淡い桃色の蕾つぼみが顔を覗のぞかせている。

　ど、どうやらブラをつけていなかったようだ。乳房の先端部、ピンク色の突起は木の芽のようにぷくっと膨らんでおり、覚えずそこに目がいきそうになる中、ルナは美乳を上下に弾ませながら軽くこちらへと突き出し、さらに赤い頬のまま甘い声をもらす。

「優しくしてくださいね、忍さん……」

　お、お前は忍さんに一体なにを求めているんだ？　おそらく高熱のせいで思考能力が落ちているんだろうが、もしかしてブラをつけていないことまで忘れているのか？　そんな格好でこっちが勘違いするようなことを言わないで欲しい。

　とは思ったものの、今日はルナのお願いに一度もきちんと応えていないオレだ。なにかひとつぐらいは頼みを聞いてあげた方がいいだろう。

　よしと覚悟を決めて視線を移したところ、そこにはひとの気も知らずに妙にいい笑顔のエルニ。対してオレは黙って彼女からタオルを受け取り、素早くルナの背中に回る。

　と、身体からだを拭ふきやすくしてくれるつもりのようだ。ルナは片腕をあげて金の髪をアップに纏まとめはじめ、結果的に透き通った白い背中が両目に映り、その肌のきめ細やかさに動転しそうになった挙げ句、視線を外した先には部屋のスタンドミラー。

　その鏡にばっちり映っているのは、ベッドの上で黒のパンツを無防備にさらし、細くたおやかな両腕をあげて悩殺的なポーズを取っているルナの姿。

　……正直心を奪われた。彼女の背中を拭きながらも、視線は鏡へと引き寄せられてしまい、今度は心だけではなく目まで奪われた。

「あぁっ……はぁん……んんぅ……」

　切なそうな吐息と共にルナが身動ぎをするたび、ボリューム感に富んだ乳房は様々な姿を見せる。一度恥ずかしそうに震えたかと思ったら、たぷんたぷんと弾力感を見せつけるかのように跳ね回り、続いてふるふると魅惑的に左右に揺れ惑う。

　きっとそのせいだろう。ルナの背中を拭き終わる頃ころには思った以上の緊張感を覚え、こちらが胸中で深呼吸に勤いそしむ中、なにを考えているのか、それまで静観を決め込んでいたエルニが微笑ほほえみと同時に、再びとんでもない発言を繰り出す。

「なあ忍しのぶ、ルナはおっぱいの間にちょっと汗をかいているぞ？　こっちの方も拭いてあげたらどうだ？」

「……お前あんまりふざけた事ばかり言うと、あとでその頬ほっぺたをこねくり回すぞ？」

「わ、わたしの頬っぺたの代わりにルナのおっぱいで我慢してくれ。もし危なくなったらちゃんと止めるから大丈夫だ。それにルナだって、忍に拭いてもらいたいんだろう？」

「あっ、はい、そうですね。ちょっと寒いので、できれば早めにお願いしたいです」

　相変わらず熱で少し意識が朦もう朧ろうとしているに違いない。ルナは心持ちとろんとした声音で頷うなずき、「忍さん」と甘く促してくる。

　……うん、寒いなら仕方がないよな？　あまり病人に無理をさせてはいけないだろう。オレは半ば崩れかけた理性を抱え、けれど我を忘れないように気を引き締めつつ、背中越しにゆっくりと手を伸ばし、おそるおそる柔らかな下乳に触れる。

　途端、タオルを通しているというのに、まろやかな乳房の感触が指先ではじけ、その上ルナが「……ぁん」と吐息混じりに身体を震わせたことも手伝い、瞬く間に鼓動が飛び跳ねる。けれどなんとか冷静に、そっと撫なでるように指先を動かし続けてはいたものの、

「やぁ……なんだかそれ……うぅん……すごいです……」

　予期せずあでやかな声をもらし、ルナがしきりに身をよじるものだから、時折こちらの掌てのひらとふっくらとした乳房が頬ほおずりするように触れ合い、何度かそれを繰り返すうちに、意図せず指先が胸元の先端部、桜色の蕾つぼみをつんと突っつくように優しくタッチ。

　指先に広がるなんとも甘い感触。出来心でピンクの頂を軽く指先で転がしてみたところ、

「やあぁんっ……はぁあ……あぁん……」

　ぴくんと背筋を反らし、ルナは嬌きよう声せいのようなソプラノボイスを響かせ、一方我に返ったオレは冷や汗をかくのと同時にごくりと唾つばを呑のみ込んだ。

　……とうとうやっちまった。激しい動揺のためか指先からタオルがこぼれ落ち、オレは慌てふためいて自分の胸元目がけて一直線に素早く手を引いた。

　が、こちらの手とこちらの胸元の間にはルナ。掌てのひら全体に感じたのは、なんとも言えない柔らかさと弾力感。怪け訝げんに感じて部屋のスタンドミラーで確認したところ、こともあろうにオレの手はいま……ルナの両胸の間にすっぽりと収まっていた。

　これにはオレも青ざめる他ほかない。そりゃあ一直線に手を戻したらこんな事故も起こるだろう。頭の中で罪悪感と焦りがごちゃ混ぜとなり、オレが見事に硬直していると、こちらの様子を見守っていたエルニが顎あごに手を当て、三度目の無茶振りをぶっ飛ばした。

「忍しのぶ、ちょうどいいから、そのまま胸の汗を掌で拭ふいてあげたらどうだ？　タオルなんかよりもその方が気持ちいいと思うぞ？　ルナも忍に協力してやってくれ」

「えっと……こうですか？」

　こちらがとんでもないことをしでかしたのにも拘かかわらず、ルナは全く怒った様子もなかった。それどころかエルニに言われるまま、自身の両胸を左右から抱えるようにして持ち上げ、艶つやのある吐息と共に、優しくこちらの手を温かな乳房で包み込んでくる。

　大ぶりな雪色の乳房。ルナがそれをゆっくりと揺り動かすたび、甘美な柔らかさとはじけんばかりの弾性がダイレクトに伝わってくる。また、胸の間でしっとりと濡ぬれた汗が潤滑油となっているのか、白い美乳の動きはなめらかであり、そして非常にあでやかだ。

　両の胸を交互に弾ませてオレの手をやんわりと擦り、左右からむっちりと挟み込み、そこでなにを思ったのか、ルナはとろんとした表情でピンクの舌先を伸ばす。続いてこちらの手を乳房で包んだまま、濡れた舌を使ってオレの指先をちろちろと舐なめていき、

「ちゅ……ん……ちゅっちゅっ……」

　形の良い唇をこちらの指に押し付け、愛いとおしそうに口に含み、そのまま温かな舌を絡ませ、さらに胸の動きを再開させつつ、ルナは指先から唇を離しておねだりをひとつ。

「はぁはぁ……忍さんも……んんぅ……ちゃんと動いてください……」

「お、おう、それでは遠慮なく──じゃねえよ！　お前まで無茶振りしないでくれ。もう胸は十分だろう？　悪いがもう終わりだ」

　若干だが上擦った声でそう返し、すぐにルナの胸から手を引き抜こうとしたものの、

「あぁん……おっぱいの中……やぁ……忍さんが暴れています……」

　妙になまめかしい声をこぼし、ルナは身み悶もだえするように細い腰をくねらせはじめ、ふと視線を落としたところ、たわわな両の乳房の頂。薄桃色の蕾つぼみが見る見るうちにツンと硬くなっていき、まるで啄ついばまれることを待ち望んでいるように思えた。

　……色んな意味で限界だ。こちらの理性が軋きしみをあげる中、それを察してくれたらしく、エルニが一歩踏み出したところで、不意に部屋に響いた明るいメロディー。部屋の机の上に置かれたルナの携帯電話が、音を立ててオレたちに着信を知らせていた。

　その携帯をエルニが手に取り、すっとルナへと差し出したところ、そのおかげでようやく甘やかな乳房から逃れることができた。ルナは少し名残惜しそうにオレから離れ、エルニから携帯を受け取って電話に応じる。

「……はい、私ですけど、どうしたんですか店長さん」

　店長さん？　ひょっとしてバイト先からだろうか？　ルナは社会勉強と大学へ行くための資金を貯ためるため、少し前から近所のファミレスでアルバイトをしているわけなのだが、

「え？　そうなんですか？　実は私も風邪を引いてしまって……」

　もしかしたらなにかあったのかも知れない。エルニがそっとルナの肩にワイシャツを掛ける中、電話を続けていくうちに彼女は表情を曇らせていく。そしてしばしの通話のあと、ルナは「ちょっと確認してみますね」と耳元から携帯を離してオレへと目を向ける。

「忍しのぶさん、いまアルバイト先の店長さんから聞いたんですけど、お昼から出勤だった人たちが風邪で倒れちゃったみたいで、今日は人手が足りなくて困っているそうなんです」

「そいつは店のピンチだな」

「はい、それで店長さんが、『ルナちゃんの代わりに少年の身体からだが欲しいの。皿洗いでも荷物運びでも私の夜の相手でもいいわ。できれば手伝いに来てちょうだい』って……」















「そいつはオレのピンチだな」

　ルナの言う店長さんとは一応面識がある。しかし彼女は見み惚とれるようなクールな容よう貌ぼうとは裏腹に、ルナのバイト先では『変態店長』と呼ばれているらしい残念な美人さんだ。

　先程のルナの物もの真ま似ねには少しドキドキしたが、『身体からだが欲しい』だの『夜の相手』だの、店長さんの言葉には不穏な単語が混ざっている。正直なところ不安で仕方がない。

　が、普段からルナが世話になっている店だ。困っているのなら手を貸すべきだろう。短い躊躇ためらいのあとオレが手伝う旨を伝えたところ、ルナは「ありがとうございます」と笑顔を見せ、今度はエルニに視線を移す。

「エルニちゃん、実は忍しのぶさんの他ほかにもう一人、助すけっ人とが欲しいみたいなんですけど……」

「そいつはわたしの出番だな！　接客なら得意だ！　愛あい嬌きよう１００の実力を見せてやる！」

「……知能３がバレなきゃいいけどな」

　と、オレがからかい半分で冗談を挟んだものの、エルニは気にせずＶサインで応じる。

「バカは得意の元気とラップと愛嬌でカバーするから平気だ！　それよりも急ごう忍！　わたしとふたりでお店のピンチを救うんだ！　四十秒で──」

「支度なんかできないからな？」

　言葉を被かぶせるように突っ込み、オレはゆっくりと腰をあげる。

　接客なんて文化祭の喫茶店でしかやったことはないが、まあ皿洗いや荷物運び程度であれば力になれるだろう。ルナの看病はマキナとなずなに任せ、早速オレとエルニはルナのバイト先へと向かうことにした……。



　……話が違うぞおい。

　家族連れやカップルで賑にぎわうファミリーレストラン。店内には明るい雰囲気が広がっていて、食事や談笑を楽しむお客さんたちと、忙しいながらも愛想よく振る舞うウェイトレスさんたちの笑顔が確認できた。

　ちなみにウェイトレスさんたちの中には、店の制服を着こなしたエルニの姿もある。

　清潔感に溢あふれる真っ白なブラウス。胸元には『エルニ』と書かれた名札。ピンクのサスペンダー付きのタイトスカート。それらはエルニの魅力を愛らしく引き出しており、短いスカートから覗のぞく柔らかそうな雪色の太ふと股ももにも惹ひきつけられる。

　レベルの高い容姿を誇る他のウェイトレスさんたちと比較しても全く引けを取らない。それどころかエルニは愛嬌１００の実力をいかんなく発揮して接客を行っていて、身み贔びい屓きかも知れないが、店の誰だれよりも輝いているように思えた。

　しかしそれに比べてオレはどうだ？　緊張のためか、先程からぎこちない笑顔しか作れていない。ホールに設置された鏡に目を向け、オレは胸中で小さくため息をついた。

　あれから家を出たあと、店長さんの頼みに応じてエルニと一緒にルナのバイト先へと足を運んだものの……繰り返すが話と違う。

　色っぽい微笑ほほえみでオレたちを出迎えてくれた店長さん。彼女から事務所で仕事のレクチャーを受け、手渡された制服に袖そでを通したのち、接客のためホールへと向かったエルニと別れ、それから厨ちゆう房ぼうで皿洗いに勤いそしんでいたところまではいい。

　問題はそのあとだ。どうやら本当に人手が足りないらしく、いまからホールに出てくれと店長さんにお願いされ、オレの強こわ面もてでは接客なんて無理だと断ったものの、

『少年なら大丈夫よ。この前会った時と少し雰囲気が変わったからね。可愛かわいくてそそられるわ。ちなみにホールに出てくれないのなら、これから私と二人きりで倉庫整理よ。ちなみに私は我慢する気なんて更々ないわ。胸のうちから溢あふれる情熱に任せて少年を──』

『二秒以内に消えろ変態……って、おい待てこら。どうして服に手を掛ける？』

『少年が冷たい言葉で私をいじめるからいけないのよ？　本当に我慢できなくなっちゃったじゃない。ちゃんと責任を取りなさいよ。少年にはそうする義務があると思うわ』

『生あい憎にく、権利は主張するが義務は放棄したい年とし頃ごろでな。あばよ変態店長。オレはホールで仕事してくる』

　妖よう艶えんな舌なめずりと共に迫ってくる店長さん。ちょっとした危機感を覚え、オレは彼女から逃げるようにしてホールへと向かってみたはいいが、情けないことにオーダーの取り方さえわからず、ぎこちない笑顔のまま簡単な仕事しかこなせていない。

　けれどここはエルニを見習い、いまは自分ができることを精一杯やろう。大きく深呼吸をひとつ。気持ちを切り替えて雑務に集中していたところ、強面のオレが怖くないのか、店のウェイトレスさんたちが次々に仕事を振ってくる。

「南なん条じようさん、二番テーブルにお冷をお願いします」「ルナさん自慢のクールで格好いい忍しのぶさん、五番テーブルの片付けをよろしくね」「南条ちゃん、もうお姉さん疲れちゃった。優しいハグでお姉さんを癒いやしてちょうだい」「こっちのお姉さんには熱いキスをしてね」

「……オレの身体からだはひとつしかないんだよ。順番にやるから待っていてくれ。あとそこのお姉さん方ふたり、あまり年下をからかうもんじゃないぞ？」

　一度言葉を止め、「その気になるだろう？」なんてジョークを飛ばせるぐらいの余裕が出て来たこともあり、何な故ぜか黄色い悲鳴をあげるお姉さん方をスルーしつつ、エルニに負けじとオレも仕事に精を出す。そんな中、いつからそこにいたのか、店長さんが艶つややかにこちらの身体へと擦り寄り、どうしてか吐息混じりにオレの頬ほおを撫なでてきた。

「ホールに出てくれてありがとうね少年。これから私もホールに出るから、なにか面倒事があれば全部任せなさい。とりあえずいまは三番テーブルに近づいたらダメよ？」

「……あんたも必要以上にオレに近づいたらダメだからな？」

　敬語も忘れたまま冗談めかして言葉を返し、話に出た三番テーブルに目を向けたところ、そこには柄の悪い印象の男たちの姿。彼らは大きな声でゲラゲラと笑って騒いでおり、それを受けて周囲のお客さんたちも迷惑そうに眉まゆをひそめている。

　……厄介なお客というやつなのだろう。彼らに注意でもするつもりなのか、店長さんは颯さつ爽そうと三番テーブルに歩みを進めたものの、それよりも早くエルニが動いた。

　テーブル近くにいたためか、店長が呼び止める間もなく、またエルニは男たちの柄の悪さを見ても気にも留めず、明るく笑顔で接客をはじめる。

「こんにちは！　もう注文は決まったか？　まだならハンバーグ定食とかお勧めだぞ？　さっきつまみ食いしたら美お味いしかった！」

「え？　つまみ食い？　ずいぶんと面白い冗談を言うね。すごく可愛かわいいよ君。ちょっとこっちに座りなよ。色々と君の話を聞かせてくれない？」

「ふふ、その程度のナンパで口説かれるわたしじゃないぞ？　まだまだテクニック不足だな。もう少し男を磨かないと、わたしのような大人の女は落とせないからな？」

　誰だれが言ってんだよおい。誰が大人の女なんだ？　というか敬語はどうしたエルニ。あといつの間につまみ食いなんてしたんだよお前は。

　と、オレが苦笑を浮かべる中、エルニは変わらぬ笑顔のまま接客を続けていく。

　どれだけ男たちの態度が悪くても、しつこくナンパを繰り返されても、彼女はいやな顔ひとつ見せなかった。それどころかまた冗談を飛ばしては、その場の雰囲気を温かく和らげていき……次第に男たちの表情から毒気が抜けていく。彼らはいつしかふざけるのも止やめ、綻ほころばせた頬ほおを心持ち赤くしてエルニを見つめはじめていた。















「よし、それじゃあオーダーを通してくるからな。ちょっと待っていてくれ。それとな、お店であんまり騒いだらダメだぞ？　他ほかのお客さんの迷惑になっちゃうだろう？　いいか、騒ぐのなら──成人式か卒業式のときだけにしておけ！」

　いや、成人式を引き合いに出すのは不謹慎だし、入学式ならともかく、卒業式であまり騒ぐのもどうかと思うぞ？　なんだ、閉会の辞のときに『アンコール！』とでも叫べばいいのか？　悲しみの涙も引っ込んじまうよ。

　なんて突っ込みが男たちの口から飛び出すこともなく、彼らは一様に赤い頬のまま去りゆくエルニの背中をぼんやりと眺めており、どことなく幸せそうだった。

　本当にエルニは誰だれとでもすぐ仲良くなれるんだな。改めてそのことに気づき、オレはそっと目を細める。しかしその一方で、もはや完全に出番を失った店長さんはといえば、

「……なにこれ。放置プレイにも似た感覚だわ。悪くないわね」

　などと満更でもない様子だったので、もっと喜ばせてあげようと思い、オレは敢あえて彼女を放置。銀のトレーにお冷を載せて一番テーブルに足を伸ばしたところ、そこで偶然にも、知り合いの女性ふたりと出くわした。

　きりっと整った眩まばゆい容よう貌ぼう。真まっ直すぐに伸びた背筋。凛りんと気品のある雰囲気を身に纏まとったクールビューティー。学校でも高い人気を誇る彼女──五ご行ぎよう聖ひじりはオレの大切な友人だ。

　そしてもうひとりの女性、目の覚めるような容貌の彼女は、かおるんこと五行薫かおる。聖の姉で変態メイドで意外とシャイな女性である。そんな彼女は珍しく私服姿であり、均整の取れたプロポーションからは上品な色香が漂っていた。

　しかしまさか、こんなところでふたりと鉢合わせるとは思ってなかったな……。

　少し意外に感じながら足を向けたところ、どうやら向こうもこちらに気づいたらしく、聖はわずかに目を丸くしたのち、ほんのりと頬を桜色に染める。

「忍しのぶくんだ……」

「──予期せぬ彼との出会い。私は高鳴る胸の鼓動を抑えることができなかった。大好きな忍くん。ウェイターの制服を着こなした彼からはどこか大人びた色気が感じられ、クールな仕草には思わず目を奪われる。だけどこちらに向けてくれた笑顔はまるで少年みたいに見えて、そんな彼の表情が……私の胸をきゅんと熱くする」

「……あの、薫さん？　急になにを言い出すんだ？　恥ずかしいからやめて欲しい」

「あぁ、できる事なら今すぐ忍くんに抱きついてキスしたい。忍くんをお持ち帰りしていっぱい撫なで撫でしてあげたい。もし私が膝ひざ枕まくらとかしたら、忍くんは喜んでくれるかな？」

「か、薫さん！　もう本当にやめて欲しい！　お願いだから私の心を読まないでくれ！」

　見る見るうちに真っ赤になる聖。小さく微笑ほほえむかおるん。仲の良いふたりのやり取りを眺めつつ、オレは軽い口調で質問をひとつ。

「なあ、ひょっとしてお前ら、よくこの店に来たりするのか？」

「えっと、私はたまに利用する程度だけど、この店でルナさんがアルバイトをしているだろう？　だからルナさんに会うために、薫かおるさんは熱心に通っているみたいなんだ。今日も薫さんに誘われて来たぐらいだからな」

「ひ、聖ひじりちゃん、それではまるでわたくしがルナさんのファンみたいではないですか。誤解を招くような言い方をしないでください。そもそも、わたくしはそこまで頻繁に顔を出しているわけではありませんよ？　たかだが週に四回程度です」

「もはや常連レベルだなお前」

　口元を緩めてオレがそう指摘したところ、今度はかおるんが赤くなり、彼女は誤魔化すように「と、ところで」と素早く話を変える。

「忍しのぶ様はこんなところでなにをしているのです？　コスプレですか？　だとしたらお店に迷惑ですよ？　忍ちゃん『めっ！』です」

「……なんだ？　オレは『ごめんなさい薫お姉ちゃん』とでも言えばいいのか？　というか、どうしてアルバイトという発想が出てこないんだよお前は」

　軽く突っ込みを入れつつ、オレは肩をすくめて説明する。

　ルナが朝から風邪で寝込んでいること。彼女の代わりにエルニと一緒に店の手伝いに来たこと。はじめは皿洗いをしていたのに、半ば強引にホールへと駆り出されてしまったこと。それらの出来事を掻かい摘つまんで話したところ、聖もかおるんもルナのことが心配なのか、ふたりとも眉まゆ尻じりを下げており、そこでオレは雰囲気を変えるように微苦笑を作る。

「しかしあの店長さん、よくオレなんかをホールに出す気になったよな。笑っただけで悲鳴をあげられたこともあるオレだぞ？　やっぱり接客なんて似合わないだろう？」

「いえ、そんなことはありませんよ。忍様はどんな人が相手でも偏見なく接することができる優しい方です。サービス精神も旺おう盛せいで気配りもできる素敵な紳士ではないですか。忍様なら問題なく接客もこなせると思いますよ」

「か、かおるん？　え？　薫さんですよね？　どうしたんだ突然？　お前がべた褒めなんて少し怖いな。いつものように率直な意見を聞かせてくれよ」

「──では遠慮なく言わせてもらいますが、忍様が接客なんてちゃんちゃらおかしいです。忍様でしたら『俺様からの奢おごりだ喜べ！』とお冷を口に含み、それをお客様に向かって勢いよく吐き出すぐらいのことはやりかねません。もうお客様も店員様も真っ青です」

「……お前あんまり失礼なことを言うとひっぱたくぞ？」

「な、なんですかその反応は！　お世辞を言ってもダメ！　ちょっと失礼でもダメ！　一体どうしろっていうのです！」

「ちょうど良くやれよこの野郎」

　ふざけ半分でかおるんの頭をぐりぐりと撫なで回していたところ、じゃれ合うオレたちを見守ったのち、聖ひじりがやんわりと口を挟んできた。

「だけど薫かおるさんの冗談はともかく、いまの忍しのぶくんなら大丈夫だと思うぞ？　なんだか忍くん、最近少し変わったような気がする。雰囲気が柔らかくなったんじゃないかな？」

「ワイルドなオレがマイルドになっちまったのか？」

　正直自分ではよくわからない。あまりピンとこず、胸中でオレが頭をひねっていると、意外にも聖に同意するように、かおるんは小さく頷うなずいて口を開く。

「わたくしから見ても、忍様は少し変わられたと思います。前よりも素敵ですよ。とても魅力的です。あとせっかくですから、そのウェイター姿を撮影させてください」

　言いながらかおるんは唐突にも懐からデジカメを取り出してオレを激写する。

　ついついその場の乗りでこちらがジョジ○立ちなどを決めていたところ、一体いつからオレたちの様子を見ていたのだろう？　ふと気づくと視界の端にはエルニの姿。

　なにやら彼女は悪戯いたずらっぽい微笑ほほえみを浮かべており、なにをするつもりなのか、忍び足でかおるんの背後へと迫る。対して人の気配に敏感であるのにも拘かかわらず、かおるんはエルニの接近に気づいた様子もなく、手元のデジカメに視線を落としてご満悦な様子。

「ふふっ、忍様のウェイター姿です。これは皆様にも自慢できますね。きっと高値で売りさばくことも──って、にゃあああ！」

　言葉の途中でなんとも愛らしい悲鳴をあげるかおるん。おそらくエルニが後ろから彼女の耳にキスをプレゼントしたためだろう。珍しく慌てふためいて振り返るかおるんに、エルニは柔らかく注意を促す。

「かおるん、店内での写真撮影は禁止されているんだ。お店の人に怒られちゃうぞ？」

「そ、それはなんと言いますか、申し訳ありませんでした。ですが普通にひとこと言ってください。びっくりしたではありませんか。どうして耳にキスなんてしたんです？」

「わたしなりの愛情表現だ。あと写真のことは店長さんにも黙っておくけど……かおるんはいつでもカメラを持ち歩いているな。写真が好きなのか？」

「まあ、これは趣味みたいなものですね。思い出というものは、どうしても色いろ褪あせてしまうものでしょう？　ですがこうして写真という形で記録に残しておけば、いつでも色褪せた記憶を呼び起こすことができるのです」

　愛いとおしそうにデジカメを撫でたあと、何な故ぜかかおるんはにやりと微笑む。

「──というのは全部ウソですけどね。本当は写真でお金稼ぎがしたいだけですよ」

「そうか……。かおるんは本当にみんなのことが大好きなんだな。みんなとの思い出が大切だから、それを忘れないように、こうして写真を撮っているのか」

「エ、エルニさん？　わたくしの話を聞いていましたか？　全部ウソだと言ったでしょう？　確かに写真はたくさん撮ります。ですがそれは皆様が可愛かわいらしいからであって、皆様の素敵な写真であれば高値で売れると考えてですね……」

「ごめんな、かおるん」

　その先に続く言葉は『恥ずかしい思いをさせて』なのだろうか？　優しくかおるんの頭を撫なでながらも、エルニはどこか寂しさを覗のぞかせていて、けれど瞬く間にその表情を変えて、普段のようにこちらへと笑顔を向けてくれた。

「忍しのぶ、わたしはこれから休憩だけど、あんまり話し込んでいたらダメだぞ？」

「ああ、悪かった。オレもすぐ仕事に戻るよ」

　微かすかな戸惑いを隠してオレが頷うなずくと、エルニは聖ひじりとかおるんに「ハンバーグ定食が美お味いしいぞ！」と勧めて踵きびすを返しつつ、「……写真……思い出……」と、小さくなにかを呟つぶやいて歩き去って行く。一方、聖とオレはエルニの背中を見送ったのち、それぞれ赤くなったかおるんへと視線を移した。

「ふふ、薫かおるさんの照れ隠しもエルニには通じないみたいだな」

「それにお前、エルニに気づかないで『にゃあ』とか鳴いていたよな？」

「ひ、聖ちゃんも忍様もうるさいですよ。エルニさんが相手では仕方がないではありませんか。なんと言いますか、エルニさんには害意や悪意といったものが欠片かけら程もないんです」

　こちらから目を逸そらし、かおるんは赤い頬ほおのまま説明する。

「あのように無邪気で愛らしい方が相手では、やはり気配を悟ることも難しいですし、それにエルニさんは……って、なんで聖ちゃんも忍様もわたくしの頭を撫でるのですか！　そのにやにやした顔はなんです！　わたくしのことはもう放っておいてください！」

　もう耳まで真っ赤なかおるん。かなり可愛かわいい。このまま頭を撫で続けていたいところだが、そろそろ仕事に戻らないといけないだろう。名残惜しさを感じつつも、オレは聖とかおるんに別れを告げ、それから接客を再開させた……。



　食事を終え、店を出て行く聖とかおるんを見送り、その後もオレが仕事に励んでいる中、休憩から戻って来たエルニ。彼女は柄の悪い男たちに続き、今度は親子連れの子供と仲良くなったらしく、幼い女の子から『エルニお姉ちゃん』と笑顔を向けられていた。

　また、聖とかおるんの言う通り、オレ自身に少し変化があったのかも知れない。

　相変わらず自覚はないけれど、仕事の間一度も怖がられることはなく、休憩を挟んでからも接客に専念していたところ、いつしか店内に夕日が差し込んでいた。

　……もうこんな時間か。

　アルバイトの終わりを告げる夕日。お疲れ様という温かな言葉。仕事を終えて更衣室で着替えを済ませてからも、わずかな高揚感が胸に残っている。接客も悪くないかもな。

　ついつい緩みそうになる頬を抑えて事務所へと足を運ぶと、微かに開いた扉の奥から、なにやら話し声が聞こえてきた。きっと店長さんとエルニだろう。

「ねえエルニちゃん、何度も繰り返すようだけど、私はあなたに非常に興味を持っているわ。もうあなたと働きたくて仕方がないのよ。うちでアルバイトをしてみない？」

「……働きたくないでござる」

　ダメ人間っぽく冗談を飛ばすエルニ。対して店長さんは食い下がって声音に熱をこめる。

「どうしてもダメ？　自給千円でどう？　なんなら食事とお昼寝、私からのハグとキスをつけてもいいわ。いっそのこと正社員として雇うのもありね」

「つまみ食いもありか？」

「もはや好きにすればいいわ！」

「わーい！　やった！　それじゃあ早速明日から……じゃなかった」

　コホンと咳せき払ばらい。エルニは口調を真剣なものに変える。

「誘ってくれるのはすごく嬉うれしい。そろそろお金を稼ごうとも思っていた。でも長期のアルバイトはできないんだ」

「えっと、つまり短期のバイトならＯＫということ？　それならひとつ紹介するわよ？」

「……いいのか？」

「ええ、うちに来てくれないのは残念だけど、今日は少年とエルニちゃんに助けてもらったからね。これはそのお返しみたいなものよ」

　エルニの勧誘をきっぱり諦あきらめたらしく、店長さんは柔らかく続ける。

「実は知り合いが保育園で働いているんだけど、先生のひとりが産休。それにいま先生たちの間で風邪が流は行やっているみたいでね、手伝いが欲しいそうなのよ」

「なるほど。保育園のアルバイトか」

「子供の相手は大変だと思うけど、どうエルニちゃん、やってみる気はある？」

「もちろんだ！　子供は好きだからな！　一緒に遊びたい！」

　元気一杯にエルニが応じたところ、ふと店長さんは悪戯いたずらっぽく口を開く。

「でもエルニちゃん、この時期にお金を稼ぎたいってことは……もしかして誰だれかにクリスマスプレゼントでも贈るつもりなのかしら？」

「うん、それもあるけど、わたしは寒いのが苦手だからな。もう少ししたら温かいところを目指して旅に出るんだ。アルバイトをして資金を貯ためてな」

　明るいエルニの声音に滲にじんだ、微かすかな寂せき寥りよう感。

　……まるで夢から覚めたみたいだった。先程抱いた高揚は瞬く間に色を失い、改めて思い知らされる。クリスマスが終わる頃ころ……きっとエルニはもういない。オレたちの家族になることもなく、たったひとりで、この街を出て行ってしまうのだろう。

　そんな彼女を引き止める言葉が、いまのオレには見つからなかった……。



　両手で受け取った給料袋。店長さんからのアルバイト代。オレとエルニは揃そろってそれをポケットに収め、それぞれファミレスを後にしたのち、夕焼けが広がる空の下、商店街を目指してゆっくりと歩みを進める……。

　これから夕食の買い出しだ。風邪を引いたルナの代わりに、どうやらエルニは夕食まで作ってくれるらしく、ふたりで商店街に足を踏み入れたところ、お店の人だろうか？　喫茶店の前で妙齢の女性が話し掛けてきた。

「あら、エルニちゃんじゃない。よかったらそっちの彼と一緒にうちでお茶していかない？　美お味いしいケーキがあるわよ？　ただしエルニちゃんだけは前金でお願いね」

「わ、わたしは食い逃げなんてしないぞ！　まったく失礼だなあ！」

　小さく頬ほおを膨らませながらも、エルニがじゃれるように抱きついたところ、女性はくすりと微笑ほほえみ、心持ち頬を赤くして話題を変える。

「それよりもエルニちゃん、この前外国の男の人と一緒にうちに来ていたでしょう？　ほら、赤髪の素敵な人。あの人……その、恋人とかいるのかしら？」

「ん？　もしかしてブラムのことか？　それならたぶん恋人はいないと思うけど、ブラムは奥さん一筋なんだ。付き合うのは少し難しいと思うぞ？」

「……あたしは人生に絶望したわ。酒！　飲まずにはいられない！」

　失恋のためか、急にやさぐれだす女性。

　まあそれはさて置き。エルニの言う『ブラム』とはルナとマキナの父親の名前だ。彼はマキナの様子を見るため、確かに少し前までは人間界に来ていたが、その間にエルニと一緒に喫茶店に行ったのだろうか？　それともまたこっちに来ていたのだろうか？

　軽く興味を惹ひかれ、エルニから話を聞こうと思ったのだけれど、

「よおエルニちゃん。今日はエボダイの活きのいいのが入ったんだ。サービスするからどうだい？」「あっ、エルニちゃん、今日もタイ焼き食べていく？」「うわっ、エルニさんが男の人と一緒にいる。もしかしてその人、エルニさんの彼氏？」

　そんな風に、店の人達や擦れ違う人々から微笑みを向けられ、エルニもそれに笑顔で応こたえて、彼らとの会話を楽しんでいて、すぐ隣にいるのに、オレが口を挟む間もなかった。

　……誰だれとでも仲良くなれるエルニ。誰とでも一緒にいられるエルニ。きっと誰もがエルニのことを好きになるのだろう。オレたちが傍そばにいなくても、エルニの周りには、こんなにもたくさんの笑顔が咲いている。

　おそらくどこにいても、エルニは笑っているんだと思う。たとえこの街を出たとしても、すぐに新しい友達と笑い合えるのかも知れない。そこにオレたちが、いなくても……。

　買い物の間そんなことを考えているうちに、いつしか堪こらえ切れなくなり、帰り道の途中でオレは足を止める。前を歩くエルニはそれに気づかない。

　ゆっくりと遠ざかる背中。どうしてか呼び止めることさえ迷う中、はたとエルニは左右を見渡し、振り返って……紅の瞳ひとみを不安そうに滲にじませて、たいした距離も開いていないのに、慌ててこちらへと駆け寄ってくる。

「ごめん忍しのぶ。晩ご飯のことを考えていて気づかなかった。それでどうしたんだ？　もしかして体調でも悪くなっちゃったのか？」

「……そういうわけじゃないよ」

　心配そうな表情を見せるエルニ。小さな躊ちゆう躇ちよののち、オレは拳こぶしを握り締めて切り出す。

「さっき、お前と店長さんの話を聞いたんだ。盗み聞きなんてして悪かったとは思う。だけどお前、やっぱりこの街を出て行くつもりなのか？」

　こちらの問いに、エルニはただ静かに頷うなずくだけ。

「どうしてだよ？　ずっとうちにいればいいじゃないか。お前はひとりが好きだなんて言っていたけど、あんなのウソなんだろう？」

「……わたしはな、みんなの笑顔を見るのが好きなんだ」

　紅あかく優しくなった太陽を見上げて、エルニは穏やかに言葉を紡ぐ。

「ひとりでいるときに、よく思うことがある。いままで出会ったみんなのことを、いつまで覚えておけるんだろうって。時々不安になって、頭の中でみんなのことを思い浮かべるときに……わたしは泣き顔なんて思い出したくはない」

　それはきっと……。

「別れを惜しむ涙ならまだいい。でも最後に残る表情が……泣き顔だなんて、あんまりじゃないか。わたしは笑顔がいい。絶対に泣き顔なんて見たくはない。だからこの街を出て行くんだ。忍の家族にはなれない」

　……きっとはじめて聞いた、彼女の本音なんだと思う。けれど言葉の意味がわからず、こちらが戸惑う中、エルニはそっと笑顔を浮かべる。

「わたしがいなくても、忍たちなら大丈夫だ。わたしは神様なのに、笑うことぐらいしかできない。わたしの代わりなんてすぐに見つかると思う。わたしのことなんて、忘れてしまってもいいんだぞ？」

「……相変わらずお前は、ほんとにバカなんだな」

　いや、バカなのはオレの方なんだろう。

「お前の代わりなんてどこにもいない。お前の代わりなんて欲しくはない。家族に代わりなんてきくわけがないだろう？」

　いつもとは違う、はみ出しそうなエルニの笑顔。それがいまにも泣き顔に変わりそうに思えて、震えた言葉を口に出すたびに、自分の中で想おもいが固まっていく。

「オレはさあ、ずっと迷っていたんだ。前にお前が家を出ようとしたときも、それに今回だってそうだ。お前にはお前の生活があって、引き止めることはオレのわがままかも知れないって、そんなバカなことばかり考えていた」

　真まっ直すぐにエルニを見つめ、オレは「だけど」と掠かすれかけた声を整える。

「やっぱり、オレはお前を諦あきらめられない。確かにお前なら、どこでだってうまくやれるんだと思う。お前は誰だれとだって友達になれるからな。でもさあ、オレは違うんだよ。お前がいない生活なんて考えられない」

　もう迷わずに、オレは柔らかく手を伸ばす。

「ずっとうちにいてくれよ、エルニ」

　しっかりと気持ちを伝え、優しく手を取ると、彼女は困ったように眉まゆ尻じりを下げ、

「……ごめんな忍しのぶ」

　表情を隠すように、こちらから目を逸そらして俯うつむく。

「多分わたしは、最後にちょっとだけ忍に甘えたかったんだと思う。でもそれはわたしのわがままだ。旅に出ることなんて……話さなければよかった……」

　後悔に滲にじんだ声音で、微かすかにこぼすエルニ。けれど、彼女はオレの手を握り返してくれた。温かな掌てのひらから彼女の想おもいが伝わってきた気がした。だからこの手の中の小さなぬくもりを、ずっと繋ぎとめておきたいと思う。

　ぎゅっと握られたオレとエルニの掌。きっとエルニの心は、まだここにあるのだろう。ふたりで辿たどる家路の間、エルニがオレの手を離すことは、決してなかったのだから……。










　　　　第二章　雨に咲いた花



　──この雨あがれ。

　窓から雨空を見上げ、ぬくもりの欠けた広い部屋で、少女は小さく呟つぶやく。

　村人たちからの祝福を受けた少女。彼女は以前のように友達と遊ぶことができなくなっていた。村人たちは少女を祀まつり上げて、綺き麗れいな服を着せて煌きらびやかな住まいを与えた。

　しかしその住まいに近づける人間は少なく、それは半ば閉ざされたひとりぼっちの世界。そこが少女に許された……たったひとつの居場所だった。本当の家に帰れることもなく、それでも少女は涙を見せることもなく、村人たちの願いを叶かなえ続ける。

　ひとりきりで寂しくなったら、少女は窓の外から子供たちの姿を眺めた。無邪気に遊ぶことが許された子供たち。自分の友達たち。たとえ自分がその輪の中に入れなくても、少女はみんなの笑顔を見ることが大好きだった。

　だからみんなが外に出てこない、雨の日は嫌いだった。ずっと嫌いなままで、いつしか時が流れて、その閉ざされた世界から抜け出したあとも、雨の日には、いつも最後には、少女はひとりぼっちで……いまも泣き続ける……。



　●　　●　　●



　うちを出ようと、エルニはいつから考えていたのだろうか？

　わたしは忍しのぶの家族にはなれない。わたしなんかじゃ、マキナのお姉さんにはなれない。一度離れたら居場所なんてもう残らない──頭に思い浮かぶエルニの言葉の数々。

　きっとあのときとは、かおるんや聖ひじり、そしてマキナのときとは状況が違うのだろう。

　かおるんが聖から離れようとしたとき、聖がオレから距離を取ったとき、マキナが魔界に戻ろうとしたとき、いずれも彼女たちには迷いや躊躇ためらいがあった。そしてオレはそれを感じることができた。しかしそれをエルニからはあまり感じることができない。

　もしかしたら最初から、このうちを出て行くと、そう決めていたのかも知れない。

　休日の何気ない昼下がり。様子を見ようと足を伸ばしたマキナとエルニの相部屋。なにやらマキナは上機嫌にもオレと一緒に部屋のベッドに腰掛け、ファッション雑誌を片手にしきりに話しかけてくる。一方、やはりエルニはいつも通りの表情で、部屋のテーブルの上でプラモデルを作り、そして得意げに完成したプラモをマキナへと見せつけた。

「どうだマキナ！　格好良くできただろう！　せっかくだからマキナにあげる！」

「え？　別に要らないわよ？　それよりエルニも忍とお話しましょうよ」

　プラモをあっさりとスルーするマキナに、エルニは唇を尖とがらせて不満そうに応じる。

「なんだ忍ばっかり。こんなにも格好良くできたんだぞ？　ほんとに要らないのか？」

「だって、プラモならエルニにいくつも押し付けられ──コホン。いくつも貰もらったもの。そろそろ置き場に困るわよ。みんなに自慢したいのなら玄関にでも飾ったらどう？」

「……あとで欲しいだなんて言ってもあげないからな？」

　マキナにプレゼントしたかったのか、心持ち拗すねたように、またちょっと残念そうに「巴ともえさんに頼んで玄関に置いてもらおう」と呟つぶやくエルニ。

　しかし改めて見ると、女の子の部屋なのにわりとプラモが多いな。様々なポーズで飾られているプラモたち。みんなエルニが作ったものなのだろうか？

　などと考えながら何気なく視線を戻すと、エルニはいそいそとゲーム機を取り出し、今度はそれを認めたマキナが小さく唇を尖らせる。

「エルニ、ゲームなんていつでもできるでしょう？　せっかく忍が遊びに来てくれたのよ？　エルニは忍とお話しなくてもいいの？」

「わたしは忍が部屋にいるだけで嬉うれしい。だからいいんだ。それに今わたしの中でゲームが熱い！　わたしはモンスターを狩る達人になる！　それで子供たちに自慢するんだ！」

「モンスターを狩る達人？　子供たちに自慢？　なによそれ？」

　怪け訝げんそうにマキナが首を傾かしげると、エルニは一いつ旦たんゲーム機を置き、腕を組んで説明する。

「マキナにも言ったと思うけど、最近わたしは保育園でアルバイトをしているんだ」

「そういえばこの前、『自宅警備員からの卒業！』なんて言っていたわね。確かお姉さまのバイト先の店長さんが紹介してくれたとか……」

「うん、そうなんだ。でも、保育園にはわたしの他ほかにもうひとりバイトの娘がいたんだ。その娘の名前は南みなみ。忍しのぶとマキナのクラスメイトみたいだな」

「……南が保育園でバイトをしているのか？」

　南桜おう花か。Ｆカップと噂うわさの巨乳を持つ、愛らしい顔立ちのほんのりとエロい娘。彼女はオレの幼おさな馴な染じみだ。しかし彼女が保育園でアルバイトをしているとは知らなかった。少し驚いてオレが言葉を挟むと、何な故ぜかエルニは難しい顔をして頷うなずく。

「南は子供たちみんなから『南先生』と呼ばれて慕われているんだ。それに比べてわたしなんか、『エルニ』と子供たちから呼び捨てにされていて、『おいエルニ、四十秒で焼きそばパンを買ってこい』なんて意地悪を言う男の子までいるんだぞ？」

「もしかしてお前、子供たちからバカにされているのか？」

「むしろバカだと思われているな。昨日スカート捲めくりをされたときなんか、わたしのスカートを捲った子に他の男の子たちが言うんだ。『おい！　お前なにやってるんだよ！　そんなことをしたらダメじゃないか！　やるなら南先生だろう！』って……」

「……切なすぎて言葉が出ないな」

「わたしも切ない。それにやっぱり女の子たちとだけじゃなくて、わたしも南みたいに男の子たちとも仲良くなりたいんだ。だからモンスターを狩る達人になる必要がある」

「ん？　なんでそこでゲームの話になるんだよ？」

　疑問に感じて再度口を挟むと、エルニはゲーム機を軽くこちらに突き出して応じる。

「実はいま、男の子たちの間でモンスターを狩るゲームが流は行やっているみたいなんだ。わたしも一度仲間に入れてもらったんだけど、よく意地悪を言う男の子に『ヘタクソ！　もうエルニとは遊ばない！　もうエルニとは別れる！』なんて言われて怒られた」

　再び切なそうにしつつも、エルニはゲーム機を片手に「だけど」と明るく声をあげる。

「わたしのゲームの腕があがったら、きっと子供たちを楽しませてあげられると思うんだ。もしかしたらもっと仲良くなれるかも知れない。ＲＰＧは得意だけど、アクションゲームは苦手だから、これから特訓だな。忍はそこでわたしの成長を見守っていてくれ」

「よかったらオレも手伝おうか？」

　言いながら身を乗り出したところ、どうしてかマキナに服の袖そでを引かれた。

「えっと、どうしたマキナ。ひょっとしてお前もゲームで遊びたいのか？」

「ち、違うわよ。なによエルニばっかり。さっきまであたしと一緒にファッション誌見てくれていたじゃない。やっぱり忍、こういうのに興味がないの？」

「正直女の子の服はよくわからないが……この服はお前によく似合うと思うぞ？」

「ほんと？　実はあたしも欲しいと思っていたのよ。よくわかったわね」

　折り目がついた雑誌のページを指差したところ、すぐに機嫌を直してくれたのか、マキナは「この服はどう？　忍しのぶはこういうの好き？」と声を弾ませた。

　しかし彼女の話を聞きながらも、オレはついついエルニを盗み見てしまう。

　ゲームに夢中なエルニ。なにも変わらないエルニ。一体どうすれば、彼女を引き止めることができるのだろうか……などと考えているうちに、いつしかオレは生返事ばかりを繰り返すようになり、そのせいか、マキナが少し心配そうにこちらの顔を覗のぞき込んできた。

「どうしたの忍。さっきから上の空じゃない。それに難しい顔をしているわよ？」

「こ、この顔に女が惚ほれるんだよ」

「……いまちょっと言葉に迷ったわよね？　どうして誤魔化すの？　もしかして悩み事？　あたしでよかったら相談に乗るわよ？」

　どうやらはぐらかすことができなかったようだ。確かにオレはエルニのことで悩んでいる。しかしそのことをマキナに、みんなに打ち明けてしまってもいいのだろうか？

　──最後に残る表情が……泣き顔だなんて、あんまりじゃないか。

　不意に脳裏を過よぎったエルニの言葉。そっと視線を移すと、エルニはゲームの手を止め、どこか寂しそうな微笑ほほえみを湛たたえ、じっとオレを見つめていた。

　もしここでオレが全すべてを話したら……どうなるのだろうか？　悲しむみんなの表情を見ないように、クリスマスを待たずして、エルニが消えて行ってしまうかも知れない。

　どうしてかそんな不安に駆られ、オレが言葉に詰まる中、マキナはこちらとエルニの顔を交互に眺めたのち、何な故ぜか小さく頬ほおを膨らませる。

「なんで忍はエルニばっかり見ているのよ。ふたりでなにか隠し事でもしているの？」

「いや、別に隠し事なんてしていないんだが……」と、咄とつ嗟さにそうウソをついたものの、納得した様子もなく、マキナはさらに身を乗り出し、ぐいっと顔を近づけてくる。

　すると彼女の長い睫まつ毛げや艶つややかな唇が間近に迫り、さらに甘い香りが鼻び腔こうをくすぐってきたものだから、場違いにもわずかに鼓動が高鳴っていく。

　と、そのとき、微かすかにピンポーンと玄関のインターホンが聞こえてきた。

「マ、マキナ、誰だれか来たみたいだぞ？」

「そうね。でもお姉さまが出てくれると思うわ。それよりも忍、どうしてさっきから目を逸そらすの？　やましいことがないのなら、ちゃんとあたしの目を見て話してよ」

「お、おう、目を見ればいいんだな？」と、オレが促されるままマキナの琥こ珀はく色の瞳ひとみを見つめたところ、それまで静かにしていたエルニが、微かに頬を赤らめてコメントをひとつ。

「なんか、いまにもキスしそうな雰囲気だな」

「ちょ、ちょっとエルニ！　あたしはそんなつもりで忍に近づいたんじゃないわ！　変な勘違いしないで！　あたしはただ忍のことが心配で……」

　両手を振ってマキナが否定する間、ふと小さなノック音が響き、続いてルナが部屋に顔を覗のぞかせた。どうやら先日の風邪はすっかり治ったらしく、彼女は笑顔で口を開く。

「えっと、いま聖ひじりさんと薫かおるさんが遊びに来てくれたんですけど……忍しのぶさんもマキナも、それにエルニちゃんまでどうして赤くなっているんですか？」

　言葉の途中で首を傾かしげるルナに、マキナは赤い頬ほおのままこちらを指差して応じる。

「聞いてよお姉さま。忍がなにか隠し事をしているみたいなんだけど、あたしにはちっとも教えてくれないのよ？　エルニも変な冗談を言って忍を庇かばおうとしたりするし、もしかしたらふたりでなにか企たくらんでいるのかも知れないわ」

「そうなんですか忍さん」

「えっと、その、なんと言うか……」

　再びオレが言葉に詰まっていたところ、何な故ぜかルナまでマキナを真ま似ねるように、微笑ほほえみと共にこちらへと接近。意図せずいい匂においが増えてしまった。しかもマキナとは違ってただじゃれたいだけなのか、ルナはオレをじっと見つめたのち、ひとの耳にキスをひとつ。

「……こら待てお前。なんでこの状況で──って、どうしてマキナまでキスなんかするんだ！　そんなに真っ赤になるぐらいならやるなよ！　というかお前ら、ただスキンシップを取りたいだけなんじゃないのか？」

「ごめんなさい。実はそうなんです」

「あ、あたしはお姉さまとは違うわよ？　忍の口を割るにはこれが一番効果的だと思ったの。ちゃんと話してくれないと、その……またキスするからね？」

　マキナも当初の目的を半ば忘れているような気がする。さすがに背中を反らしてふたりから逃げようとしたものの、動揺のためかバランスを崩し、そのままベッドに仰向けに転がるオレ。対してルナとマキナは覆い被さるようにしてこちらを見つめてくる。

　目と鼻の先にある、澄んだエメラルドグリーンの瞳ひとみと深い琥こ珀はく色の瞳。薄桃色の唇に薄紅色の唇。触れそうで触れないふたりの豊満な乳房。理性を崩すような甘い芳香。

　あっという間に危機的状況に陥ってしまった。焦りと同時に顔が熱くなる中、突然響いたシャッター音。チラリと視線を向けると、そこにはデジカメを構えたエルニの姿。

「……お前はなにをやっているんだ？」

「ん？　かおるんの真似だぞ？　いい記念になると思ったんだ」

　美少女ふたりに押し倒された記念。なんだか微妙だ。

　こちらの問いにあっけらかんと返し、エルニが再度シャッターを切っていくと、ルナもマキナも赤くなっていき、その隙すきにオレは迷わず逃走。ベッドから降りて部屋を飛び出して階段を駆け降りると、背後から「忍さん待ってください」「まだスキンシップの途中よ！」というルナとマキナの声が聞こえてはきたが、オレは構わずリビングへと移動する。

　と、先程ルナが言っていた通り遊びに来たらしく、聖とかおるんが部屋のソファーに揃そろって腰を下ろしていた。そしてかおるんはこちらを認めるなり、訝いぶかしむように首を傾げる。

「どうしたんですか忍しのぶ様。少し慌てているようですが……？」

「ああ、いまちょっとルナとマキナに追われているんだ。どこか隠れるような場所はないか？　ふたりの気持ちが収まるまでやり過ごしたい」

「よそ様の家の隠れる場所なんて聞かれても困りますが、わたくしに一つ妙案があります」

　何な故ぜか悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんで手招きをしてくるかおるん。胸の中に一抹の不安があったものの、かおるんに「こちらへ」と促されるまま、オレが聖ひじりの足下で身を屈かがめたところ、

「か、薫かおるさん？　なにをするんだ──やぁん！」

　聖が愛らしい悲鳴をあげると同時に、目に飛び込んできたのは水色のパンツ。かおるんは聖のロングスカートを勢いよく捲めくったかと思ったら、間髪を容いれずにこちらの後頭部に手を添える。続いてひとの顔をぐいっと聖のスカートの中へと押し込んでいった。

「いや無理だかおるん！　これはバレる！　絶対にバレるから！」

「うぅん……忍くん、そんなところをぐりぐりしたら……いやぁ……」

　悩ましい声をもらして身をよじり、聖は太ふと股もも同士を擦こすり合わせようとした。

　が、瑞みず々みずしい太股でこちらの両頬ほおを挟み込む結果に終わってしまう。

　すると彼女の太股から程よい弾力感が伝わり、鼻先からはパンツ越しに覚えたふっくらとした感触。甘酸っぱくいい匂におい。しかもこちらが呼吸をするたび、聖は「んんぅ……」と身体からだをびくんと震わせ、次第に太股の締め付けを強くしていく。















「……敏感な聖ひじりちゃんには荷が重かったのかも知れませんね」

　それ以前にまず隠れる場所がおかしいだろう。胸中でかおるんに突っ込みを入れつつ、すぐさま聖のスカートの中から出ようとしたものの、最悪のタイミングで微かすかな足音が耳に触れ、続いてマキナとルナの声が聞こえてきた。

「ねえ聖、薫かおる、いまこっちに忍しのぶが来なかった？」

「お部屋にはいないみたいなんですけど……って、あら？　なんだか聖さん、ちょっと顔が赤いですよ？　どうかしたんですか？」

「なんでも……ぅん……ないから……んぅ……気にしなくても大丈夫だ……」

「そう？　お姉さまの言う通り本当に顔が赤いわよ？　ひょっとして風邪？」

「た、確かに……っう……ちょっと身体からだが熱くなってきたけど……平気だから……」

　ルナとマキナに応じながらも、なまめかしい吐息をもらす聖。しかも彼女の太ふと股ももからは身み悶もだえするような震えが感じられ……これはバレるのも時間の問題かも知れない。

　見つかることへの恐怖と聖への申し訳なさでオレまでちょっと震えそうになっていたところで、かおるんが助け舟を出すように口を挟んだ。

「おふたりとも、聖ちゃんなら少しエッチな気分になっているだけですから問題はありません。それよりも忍様ですが、先程『おっぱいって、なんで丸いんだろう？』などと呟つぶやいたと思ったら、『探していこう。見つけていこう。真のおっぱいというやつをな』なんて口走り、戸惑うわたくしたちを他よ所そに外へと飛び出して行きましたよ？」

「……忍がそんなこと言うとは思えないけど、外に行ったっていうのは本当？」

「メイドさんウソつかない──です。わたくしに当てがありますから、忍様を捜すついでにデートでもしましょう。さあルナさんも行きますよ」

「え？　でも私は聖さんと約束が──って、薫さん引っ張らないでください！」

　どうやらかおるんがマキナとルナを連れ出してくれたみたいだ。徐々に彼女たちの声が遠くなっていき、そこでオレはゆっくりと聖のスカートから顔を出した。

　すると聖はわずかに瞳ひとみを潤ませ、頬ほおを上気させて呼吸も乱しており、罪悪感を覚えてオレは「えっと、大丈夫か？」と、彼女に向かっておずおずと手を伸ばしたものの、

「ダ、ダメだ忍くん！　近づかないで欲しい！」

「……ごめんなさい聖さん。オレが愚かでした。お願いですから許してください」

　やっぱり怒っているのだろう。伸ばした手を思いっ切り拒絶され、つい敬語になってヘコんでいたところ、聖は慌てたように両手を振る。

「ち、違うんだ忍くん。私は別に怒っているわけじゃないぞ？　ただ、いま忍くんに触れられたら、多分変な声が出ちゃうと思うから……」

　変な声？　一体どんな？　少し気になって試しに彼女の耳に触れてみたところ、

「いやぁん！　はぁぁん……」

　あっ、ついやっちまった。ちょっと触れただけなのに、聖ひじりは艶つややかな声をこぼすや否や、背筋を反らして身体からだを震わせ、ソファーへと仰向けに寝転がってさらに瞳ひとみを潤ませる。

「はぁはぁ、忍しのぶくん、意地悪だ。これ以上はやめて欲しい。また恥ずかしい声が出ちゃう」

　……いかん。悪戯いたずら心が湧わいてきた。だが伸ばしかけた手を何とか押し留とどめていたところ、またしても突然響いたシャッター音。驚いて振り向けば、やはりそこには笑顔のエルニ。

「いい記念になったな忍」

　美少女を押し倒しかけた記念。もう目を覆いたくなってくる。さすがに我に返り、オレは頭を下げて聖に謝罪を繰り返した……。



　その後聖が落ち着いてきた頃ころ、エルニはコタツに入りながら笑顔で切り出す。

「ところで聖、今日はどうしたんだ？」

「あっ、うん。ルナさんに編み物を教わりにきたんだけど……それは薫かおるさんたちが帰って来てからだな。ルナさんもマキナさんも、薫さんと一緒に出掛けちゃったから」

「そうか。でもなんで急に編み物なんてはじめようと思ったんだ？」

　何気ないエルニの問いに、聖は微かすかに頬ほおを染め、何な故ぜかオレをチラ見しつつ応じる。

「ほ、ほら、もうすぐクリスマスだろう？」

「うん、チキンの日だな。チキン聖誕祭だ」

「えっと、むしろチキンにとっては命日なんじゃないかな？　あと確かにチキンも食べるけど、クリスマスの日にはプレゼントがつきものだろう？　だからお世話になっている人たちに、マフラーとか手袋を贈りたいと思って……」

「それで編み物か。聖はすごいな」

　にこやかに微笑ほほえんだかと思ったら、エルニは急に腕を組んで「プレゼントか」と考え込み、そんな彼女を横目で眺めつつ、オレと聖はふたりでしばし談笑を続けた。

　すると考え事はもういいのか、エルニは懐からゲーム機を取り出して再び遊びはじめ、おそらく興味でも覚えたのだろう。聖が控え目に彼女の手元を覗のぞき込む。

「なんだか楽しそうだけどエルニ、これはどんなゲームなのかな？」

「ふふ、これはモンスターたちと熱いバトルを楽しむアクションゲームなんだ」

　聖の質問に応じるように、エルニは明るい口調で応じる。

　なんでもエルニの話によると、ゲームの中でプレイヤーはファンタジー世界の狩人かりゆうどとなり、高原や砂漠や雪山、はたまた水中などでモンスターや動物をハントする事ができ、また協力プレイも可能らしく、上手いプレイヤーは他ほかのプレイヤーから頼られるそうだ。

　そんなゲームの話を聞き、聖が「面白そうだな」とこぼしてゲーム機に視線を落としたところ、エルニは明るい口調のまま笑顔で言う。

「よかったら聖もやってみるか？　遊び方ならわたしが教えてあげるぞ？」

「ほんとか？　それならちょっとやってみたいんだけど、実はあまりゲームで遊んだことがないから、多分私はすごく下手だと思う。それでも笑わないでくれるかな？」

　頬ほおを赤らめる聖ひじりに、エルニは「もちろんだ」と即答して彼女にゲーム機を手渡し、早速ゲームの指導をはじめたものの、本当にゲームに慣れていないらしく、

「わぁ、うわっ、ど、どうしようエルニ、水の中から出られなくなっちゃった……」

　ゲーム機を握りつつ、聖は慌てた様子で両手を上下左右へとせわしなく動かし続けており、彼女の仕草は非常に愛らしく、抑え切れずにオレもエルニも小さく噴き出した。

　途端、オレたちの反応を受け、聖は真っ赤になって恥ずかしそうに俯うつむく。

「ふ、ふたりとも笑わないで欲しい。だから下手だって言ったじゃないか」

「……今のはわたしが悪かった。ごめんな聖。でも難しいけど、面白いゲームだろう？」

「うん。すごく面白い。だからもう少しだけゲームを借りていてもいいかな、エルニ」

「もう少しと言わずもっと遊んでくれてもいいぞ。もっとゲームが楽しくなるように、今からわたしがコツを伝授してあげるからな。いいか聖、このモンスターはな……」

　きっと自分が好きなゲームに、聖が興味を持ってくれて嬉うれしかったのだろう。

　聖にアドバイスをしながら、エルニは本当に楽しそうに微笑ほほえむ。その表情に大輪の花を咲かせて、とても鮮やかに笑う。だから……だからずっとこんな笑顔を見ていたいと思った。もっと喜ばせて笑顔にさせたいと思ったんだ。

　けれど未いまだにエルニを引き止める方法が見つからない。不意に胸の痛みと同時に焦りが広がっていく。けれどそれに悟られぬように笑みを作って、しばらくエルニと聖の姿を見守ったのち、オレは手洗いに行くと伝えて席を立った。

　……暗い顔なんかしていたら、またマキナに怪しまれてしまうかも知れない。

　鏡を一いち瞥べつして顔を洗い、気持ちを切り替えて洗面所を出たところ、噂うわさをすればなんとやら。ちょうど玄関の扉が開いてみんなが帰って来た。ルナにマキナにかおるん、そして母かあさんの姿まである。おそらく途中で母さんもルナたち一緒になったのだろう。

　とりあえず「おかえり」とみんなに声を掛けたものの、何な故ぜかルナとマキナは無言でオレを交互に抱き締め、優しくひとの背中を撫なでたあと、揃そろってリビングへと消えて行く。

　一体なんだあの反応は？　怪け訝げんに感じてオレはかおるんへと視線を投げた。

「もしかしてお前、あのふたりになにか言ったのか？」

「はい、おふたりとも忍しのぶ様が何に悩んでいるのか気になっているようでしたので、『女装を繰り返すうちに忍様は目覚めてしまったようです。けれど女装に快感を覚える自分自身に戸惑い、忍様も悩んでいるのでしょう』と伝えておきました」

「……まさかルナもマキナもそれで納得しちまったのか？」

「わたくしの話術の賜たま物ものですね。これでおふたりから色々と追及されることもなくなりましたよ？　よかったですね忍様。まあ礼には及びませんが……」

「なんか素直に礼を言えなくて困るな。誤魔化すにしたってもう少し言い方ってものがあるだろう？　これからオレはどの面下げてあのふたりと接すればいいんだよ？」

「別にいつも通りでいいと思いますよ。忍しのぶ様の悩みが解決してから、あれは冗談だったんだと、そう笑って済ませられる話でしょう？　それと忍様──」

　言葉の途中でかおるんはルナやマキナと同じように、ぎゅっとオレを抱き締め、こちらの背中を優しく撫なでて続ける。

「もし悩みが解決せず、おひとりではどうしようもないときには、どうかわたくしをお使いください。いつでもお力になります。わたくしは聖ひじりちゃんのメイドでもあり、そして忍様のメイドでもあるつもりですからね」

「お前ただでさえ可愛かわいいのに……たまに物もの凄すごく可愛くなるからずるいよな」

　もう文句の言葉なんてひとつも出てこない。感謝の気持ちをこめて頭を撫でてみたところ、かおるんは赤くなってすぐにオレから離れ、逃げるようにリビングへと歩き去って行く。一方、静観を保っていた母かあさんはこちらに目を向け、にやにやとからかうように笑う。

「なんか最近アンタ、ますます旦だん那なに似てきたわね」

「あんな適当なジゴロと一緒にしないでくれ。似るなら母さんの方がいい」

「アンタ意外にマザコンだからね」

　言いながら表情を和らげ、母さんはわずかに口調を正す。

「それで、なにか悩んでいるそうだけど、調子の方はどうなの？　解決しそう？」

「……残念ながらまだ答えが見つからない」

　ため息混じりに応じたところ、母さんは軽く肩をすくめて返す。

「答えなんて、見つけようと思ってもなかなか見つからないものよ？」

「じゃあどうすればいいんだ？」

「簡単なことよ。自分の足で答えを探しなさい。自分の手で突破口でもなんでも作り出しなさい。もちろん誰だれかの手を借りるのもありね」

「……探せとか作り出せとか、なんか禅問答みたいだな」

　こちらが再びため息で応じると、母さんはみんなのようにそっとオレを抱き締め、「なにかあったら、あたしも力になってあげるわよ？」とだけ言い残し、その後は自分の部屋へと向かってゆっくり歩き出す。

　……母さんの言葉の意味。その全すべてを理解したわけじゃない。しかしいまはなんでもやってみることが大事なんだと思う。とりあえず自分ができることを探そう。

　母さんの背中を見送ってオレもリビングに顔を出したところ、エルニと聖からゲームの話を聞いたのかも知れない。ルナもマキナもかおるんも、エルニのアドバイスを受けながらゲームを楽しむ聖の手元を覗のぞき込んでいて……リビングに笑顔の花が咲いていた。

　視界に映るのは、誰よりも楽しそうな微笑ほほえみを浮かべたエルニ。その表情を見つめているうちに、先程芽生えた感情が胸の中で膨らんでいく。

　……もっと喜ばせて笑顔にさせたいと、そう思ったんだ。

　それがエルニを繋ぎとめる方法なのかどうかはわからない。けれどそれがいまのオレにできることであるのなら、迷う余地なんてないだろう。オレはみんなのもとへ急ぎ、リビングに入るなり開口一番に切り出す。

「なあ、もしよかったら、今度みんなでゲーム大会でもしないか？」

　おそらく突然の提案だったせいだろう。ルナたちが『ゲーム大会？』とオウム返しに訊たずねる中、一体どんな解釈をしたのか、かおるんだけはぽんと掌てのひらを叩たたく。

「なるほどわかりました。つまり忍しのぶ様は『俺様からのサービスだ！　ゲームで優勝した者には褒美を取らす！　奮ってゲーム参加しろお前ら！』と、そう言いたいわけですね？」

「おう、オレ様主催のパーティーだ」

「予想外にも全肯定!?」

「……いや待てかおるん。全部認めたわけじゃない」

　目を見開くかおるんに突っ込みを入れつつ、オレは「だけど」とみんなの顔を見渡す。

「なにか賭かけ事ごとがあった方がやり甲が斐いもあるだろう？　タイムアタックでもチーム戦でもなんでもいい。勝負に勝った者やそのチームは、敗者たちになんでも命令できる──という条件をつけるのはどうだ？」

　言いながらオレはかおるんに視線を投げ、薄く笑って冗談を飛ばす。

「ちなみにオレが勝ったら、メイドカチューシャの代わりにお前の頭に猫耳を装備させ、さらに語尾に『ニャン』を付けることを強要するつもりだ」

「それはいやだニャン。やめて欲しいニャン。恥ずかしいニャン」

　もはや罰ゲームにもなりはしなかった。かおるんは「ニャン」と嘯うそぶき、そっと聖ひじりの肩に手を載せ、その口調に熱を乗せる。

「聖ちゃん、これはチャンスですよ。わたくし達がゲーム大会に優勝しましたら、その時には忍様に女装を施しましょう。そして我が家の一日メイドさんになってもらうのです」

「し、忍くんがうちのメイドさんに？　そんなことをしてもいいのか？　それなら忍くんの頭を撫なで撫でするのもありかな？」

「それどころか抱き締めたりキスしたり、夜には添い寝までついてくるでしょうね」

「なんだか夢みたいだ……」

　こ、こいつはとんでもないことになってきたな。なにを想像しているのか、聖だけではなくかおるんまでうっとりしはじめている。こちらが焦りを感じていたところ、視界の端でマキナがおずおずとルナに声を掛けていた。

「ねえ、お姉さまはゲームで勝ったら、どんなお願いをするつもりなの？」

「忍さんと一緒にお風ふ呂ろに入りたいです」

「そ、それじゃあ、あたしたちが勝ったら、忍しのぶと三人でお風ふ呂ろに入りましょうよ」

　……これはいよいよ負けられなくなってきた。聖ひじりたちやルナたちが勝ってしまったら、こちらの理性が崩壊する怖おそれがある。

　なんだか冷や汗まで浮かんできたが、みんなの話を聞きながらエルニは「楽しそうだな！」と笑ってくれたから、だからオレは負けたときの覚悟を決め、それからみんなで相談したのち、来週のこの時間、聖のうちの居間で、オレたちはゲーム大会を開催することにした……。
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　──先週ゲーム大会の開催を提案した日から、今日まで色んなことがあった。

　まず、エルニから話を聞いたなずなや、妹の一番の友達──みーちゃんこと桜さくら井い瑞みず希きちゃん。ふたりも大会に参加したいと笑顔を見せ、それから意外にもゲームが得意なみーちゃん、彼女は機械音痴のルナやゲーム初心者の聖、そして特訓に燃えるエルニに熱血指導を施していたが……果たしてその効果は見られるだろうか？

　いよいよ迎えたゲーム大会当日。五ご行ぎよう家の広い居間には、オレとルナとマキナとエルニとなずな、そして聖とかおるんとみーちゃんがゲーム機を片手に集まっていた。

　しかし人数が多いこともあり、短い話し合いのあと、せっかくなのでふたつのグループに分かれて同じクエストを受け、クリアタイムの速さを競うチーム戦を行うことが決定。あみだクジでチームを振り分けることになった。

　また、普通のチーム戦では勝者の数が多くなり、敗者のペナルティーが大きいため、勝ったチームの中で生き残った者だけが優勝者権限を得る。たとえ先にクエストをクリアしたチームのメンバーでも、勝負中に死んでしまったら敗者になる──という条件も追加。

　そしてあみだクジの結果、『オレとエルニとなずなとみーちゃんＶＳルナとマキナと聖とかおるん』という構図が出来上がり、かおるんは聖とルナとマキナと顔をつき合わせつつ、こそこそと小声で作戦会議をはじめる。

　一方、オレとエルニとなずなとみーちゃんは円陣を組んでチームの士気を高め、互いのチームの準備が整ったところでゲームスタート。

　こちらの不安はかおるんがどのような策を弄ろうしてくるかだが、オレたちのチームに、ルナや聖のようなゲームの初心者はいない。普通にやれば勝てる試合なんだと思う。

　実際、こちらのチームは順調にクエストを進めていき、対してかおるんたちの方は苦戦しているのかも知れない。試合の途中で不意にかおるんが焦ったような声をあげた。

「くっ！　このままではまずいですね。聖ちゃん、ルナさん、マキナ、こうなったらあの手でいきますよ！　作戦通り──わたくしだけを死ぬ気で守ってください！」

「わかったわ薫かおる──って、そんな作戦聞いてないわよ！　なに考えてるのよあんたは！」

「チームワークを高めるための冗談です」

　マキナの乗り突っ込みにいけしゃあしゃあと返したのち、かおるんが「作戦開始です！」と口火を切ったところ、突然相手のチームの女性陣がなまめかしい声をあげはじめた。

「やぁん、このモンスターのこれ、すごく硬い、いやぁん」とマキナ。

「うぅん、そんなことをしたら、あぁん、すぐにダメになっちゃう」と聖ひじり。

「ああっ、やめてください。意地悪です。私それに、すごく弱いんですから」とルナ。

「はぁん、忍しのぶ様のエッチ。そこばかりいじめないでください。あぁん」とかおるん。

　なにやらマキナと聖には若干の照れがあったが、天然エロスお姉さんのルナは素みたいな感じがした。さらに名指しでオレを精神的に攻撃してきている変態メイドまでいる。

　そのせいか、オレの集中力はひどく乱れ、初心なみーちゃんとなずなまで真っ赤になってしまう中、この危機を脱するためか、エルニがこちらに目を向けて声をあげる。

「忍！　こうなったら忍お得意のクールなセリフを飛ばしてルナたちに対抗するんだ！　セクシーにはダンディーで勝負する他ほかない！　天然ジゴロの本領発揮だぞ！」

「甚だ遺憾だけど了解した。すまんが戦闘は任せたぞ？　一いつ旦たんオレは戦線を離脱する」

　照れ臭さを抑え込んで相手チームに視線を投げ、オレはなるべくいい声を響かせる。

「──三分だ。モンスターを狩るのも、女を狩るのものな。ちなみにかおるん、オレは五分もあれば、女の子を丸裸に出来るんだぜ？」

「な、何な故ぜわたくしにだけそんな自慢を!?　といいますか、その戦法は卑ひ怯きようですよ忍様！　わたくしはともかく、マキナが少し危ういです！　聖ちゃんとルナさんに至ってはすでにうっとりとしているではありませんか！」

「──こうなったオレを止められるのは、もはや神様しかいねえ」

「そして神であるわたしは忍を止めるつもりは一切ない！　完かん璧ぺきな頭脳は完璧な戦略を生む！　策士策に溺おぼれたなかおるん！　さあ天然ジゴロの力を見せてやれ忍！」

　力強くエルニに促され、オレは畳み掛けるように再びいい声を作る。

「毎日が金曜日だったら、毎晩お前を抱けるのにな」「白馬の王子様みたい？　よく言われる」「君の瞳ひとみにズームイン！」「──あっ、ドラえ○ん録画するの忘れちゃった」

　正直早くもネタが切れ、かおるんを狙ねらってセリフをギャグ向けのものへとシフトチェンジしてみたところ、とうとう彼女は声をあげて笑い出し、何故かルナや聖やマキナは頬ほおを赤らめ、意外にも成果は上々。これで相手チームの士気も下げられたはずだ。

　若干申し訳ないとは思いつつも、オレはすぐにチームメイトたちに視線を戻した。

　が、なにやらみーちゃんは「忍お兄さん、素敵です……」とルナたち以上にうっとりとしていて、なずなは「うわ～ん！　お兄ちゃんもみーちゃんも動いてくれないから死んじゃったよ！」と涙目になり、エルニは「天然ジゴロは諸もろ刃はの剣つるぎ!?」と動揺の声をあげる。

　ひょっとしたら策に溺おぼれたのはオレたちの方だったのかも知れない。互いに顔を見合わせ、オレとエルニが揃そろって冷や汗を浮かべる中、これを勝機と考えたのか、

「皆さん！　いまです！　作戦パート２ですよ！」

　不意にかおるんが声をあげたかと思ったら、発言者の彼女がまずオレの頭の上に形の良い胸を乗せ、続いて控え目ながらも、ルナと聖ひじりが両脇わきからこちらへとくっついてくる。

　お、おのれ卑ひ怯きような。頭の上で弾んで揺れるかおるんの美乳。時折むにゅっと両肘ひじに当たるルナと聖の柔らかく甘い乳房。その上三人の甘い匂においを一身に受け、こちらがテンパる中、なにやら背後からマキナの悲しい叫びが聞こえてきた。

「ちょっと！　あたしが抱きつく場所がないじゃない！　みんなばかりずるいわよ！　あとあたしのキャラがいま死んじゃいそうで──って、ああっ！」

「……どうやらマキナはお亡くなりになったようですね」

「残念だけど薫かおるさん、私とルナさんのキャラも死んじゃった……」

「どうしてですかっ!?　どうして突然そうもぽっくりと!?」

　目を丸くするかおるんに、聖とルナはそれぞれ赤い頬ほおで応じる。

「えっと、忍しのぶくんの身体からだが温かくて気持ち良くて、それでついぼんやりしちゃったんだ」

「私も聖さんと同じなんですけど……薫さんは平気なんですか？」

「ルナさんはなにを言っているのです？　平気なわけがないではありませんか。現にわたくしのキャラもいま天に召されました」

　こちらの頭の上に載せた美乳を離し、かおるんがしれっとそう返した途端、

「な、なんでだ！　忍くんが動揺している間に薫さんがモンスターを倒す作戦じゃなかったのか！」「それにあたしだけ抱きつく場所がなかったわ！　話が違うわよ薫！　全然薫の作戦通りにいかなかったじゃない！」「わ、わたくしだって忍様の身体でここまで緊張するとは思わなかったんですよ！」「忍さんは素敵ですから、仕方がないですよ」

　といった具合に、聖とマキナとかおるんが騒ぎはじめ、だけどルナだけまだ少しうっとりとしていて、オレが彼女たちに気を取られていたところ、

「──やった！　モンスターを倒したぞ忍！　わたしたちの勝ちだ！」

　こちらがゲームから目を離している間に、エルニが両手をあげて勝利を叫んだ。そこで改めて視線を落とすと、確かにゲーム画面には『クエストクリア』の文字。

　……ふふ、オレちっとも戦闘に参加してないや。

　どうにも勝利の喜びに浸ることができず、オレが微かすかな虚むなしさを感じていたところ、優勝できたことが嬉うれしいのか、それともみんなと遊べて楽しかったのか、

「あはは！　忍とふたりで勝ったぞ！　なずにゃんとみーちゃんが協力してくれたおかげだ！　せっかくだから今日というこの日を忘れないように記念写真を撮ろう！」

　無邪気にはしゃいでデジカメを取り出し、エルニは言葉通りみんなの姿をカメラに収めていく。そんな中、ルナとマキナと聖ひじりとかおるんは互いの顔を見合わせたのち、先程の騒ぎ声はどこへら。一様に柔らかく微笑ほほえみ、優勝したオレとエルニに温かな拍手をくれた。

　また、自分たちは負けてしまったのにも拘かかわらず、なずなとみーちゃんはそれぞれエルニに抱きつき、「優勝おめでとうエルちゃん！」「やりましたねエルニさん！」と、口々に笑顔で言う。そしてオレもエルニに目を向け、わずかに口調を改めた。

「なあエルニ、よかったらさあ、オレの分の優勝者権利もお前にやろうか？」

「え？　いいのか？　忍しのぶだってみんなにして欲しいことがあるだろう？」

　……お前が喜んでくれれば、それだけでいいんだよ。

　と、心の中でエルニにそう伝え、オレは苦笑混じりに口を開く。

「確かにみんなにして欲しいことがないわけじゃないんだが、今回オレはなんの役にも立ってないからな。戦闘にも参加せずにスカしたセリフを飛ばしてみーちゃんを動揺させて、その上なずなのピンチにも気づかなかったぐらいだぞ？」

　だけどそんなオレでも、優勝したときの願いは決めていた。自分の優勝者権利をエルニに手渡すことだ。いまもその気持ちに変わりはない。

「今回オレは勝ったとは言えない。本当に何もしていないからな。さすがに優勝の権利を貰もらうのも気が引ける。だからお前にやるよ。まあオレからの贈り物だとでも思ってくれ」

　オレからの贈り物──その言葉だけは本音だった。こちらとしては隠していたつもりだったんだが、もしかしたら気づかれてしまったのかも知れない。

「素敵なプレゼントをありがとう忍」

　満面の笑みを共に、エルニはぎゅっとオレに抱きついてきた。小さくて柔らかなエルニの身体からだ。その感触を受けてかなり動転しつつも、オレは平静を装って素早く話題を逸そらす。

「と、ところでエルニ、みんなは色んなことを考えて今日の勝負に臨んでいたみたいだが、お前の方はどうなんだ？　なにかしたいことはあるのか？」

「う～ん、特に考えていなかったんだけど、どうせならみんなで出来ることがしたいな」

　こちらの胸の中で頭をひねり、すぐになにか思いついたのか、エルニはみんなに視線を移したのち、「よし！」とその声を弾ませた。

「せっかくだからみんなでお昼寝をしよう！」

「うん、それはみんなでやることでもないんじゃないかな？」

　さすがにオレも突っ込みを入れざるを得なかった……。



　みんなとのお昼寝。ほんとにささやかなエルニのお願い。それにみんなは笑顔で応じ、五ご行ぎよう家の広い居間に次々と布団が運び込まれ、本当に昼寝なんかをすることに。

　……うちの人がオレたちの姿を目撃したら、多分目を見開くだろうな。というか、エルニはこんなことでひとつ目のお願いを使ってしまってもいいのだろうか？

　こちらが疑問に感じている間、ゲーム大会に続き、みんなはオレの両隣を争ってじゃんけん大会をスタート。その結果、オレの右隣からルナ、かおるん、マキナといった順に並び、左隣からは聖ひじり、なずな、みーちゃんといった順番で布団を並べることになった。

　また、とんでもないことに、エルニはオレの胸の上で眠ると言い張り、優勝者権限を遺憾なく発揮。みんなが口を挟めないのをいいことに、オレの胸になめらかな頬ほおをすり寄せ、幸せそうに口元を緩めている。このまま抱き締めて頭を撫なでたいと思うぐらい可愛かわいい。

　けれど、強く抱き締めたら折れてしまいそうなほどエルニの腰は細く、控え目なサイズながら、先程からぷにぷにと身体からだに当たる両の胸はマシュマロのような柔らかさを誇っている。さらに彼女からは甘くいい匂においが漂ってくるのだ。

　……とても眠れるような状況ではない。緊張感が消えないまま時間が流れ、いつしかみんなの穏やかな寝息が居間に広がる中、ふとエルニが上体を起こした。

　怪け訝げんに感じてオレが顔をあげたところ、彼女は「しー」と人差し指を立て、懐からデジカメを取り出してはみんなの寝姿を写真に収めていく。

　かおるんを真ま似ねた記念撮影。それを終えてエルニは満足そうに頷うなずき、再びこちらの胸に頬を預け、一方オレは何気なく口を開いた。

「なんだ、ひょっとして眠れないのかお前」

「ちょっとお願いの内容を考えていたら、楽しくなって目が冴さえちゃったんだ」

「なるほどな。それでどうなんだエルニ。お願い事は決まったのか？」

「うん、少し悩んだんだけど、やっぱりみんなと一緒に遊ぶことにした」

　こちらの問いに頷いて返し、エルニは微笑ほほえみを湛たたえて続ける。

「みーちゃんには引き続きゲームの指導を頼む。聖とかおるんとは星を見に行こうと思う。いい場所を知っているんだ。それでルナやマキナやなずにゃんたちとは、みんなで一緒にお出掛けだな。ちなみに、忍しのぶにはその全部に付き合ってもらうつもりだからな？」

「はは、そいつは楽しみだ」

　冗談も忘れてオレが口元を緩めると、わずかな間のあと、エルニが小さくこぼす。

「忍、今日は本当にありがとう」

「ん？　急に改まってどうした？」

「だって、わたしのためにゲーム大会を開いてくれたんだろう？　わたしのゲームの腕があがるように、わたしが楽しく遊べるようにって」

「……喜んでくれたか？」

「もちろんだ。忍やみんなのことがもっと好きになった。すごく幸せだ」

　彼女の温かな言葉が、じんわりと胸の奥まで染みこんでいき、

「なあエルニ、楽しいことはこれからもっと続くと思うぞ？」

　自然と想おもいが口から溢あふれ出す。

「まず、クリスマスにはみんなでパーティーだ。それから大おお晦日みそかにはみんなで年越しそばを食べて、正月にはみんなで神社にお参りに行こう。もし冬の間に雪が降ったら、みんなで雪合戦なんかもできるかも知れないぞ？」

「……そのときにはきっと、また忍しのぶがみんなを笑わせてあげるんだろうな」

「ああ、オレなりに頑張るつもりだよ。寒くてたまにいやになる冬だけど、楽しいこともたくさんあるからな。それに冬が終われば春が来て、みんなと一緒に花見にも行ける」

「多分、ルナが美お味いしいお弁当を作ってくれるんだと思う。その頃ころには、もしかしたらマキナの料理の腕もあがっているのかもな……」

「マキナは頑張り屋だからな。お前がしっかり教えてやれば、マキナもすぐに料理ができるようになるさ。きっと来年の花見ではマキナの手料理が食べられると思うぞ？　あとなエルニ、春が終わって夏が来たら、今年みたいに爺じいちゃんの別荘にみんなで行こうな」

　言葉と共に、胸の中の感情におされるまま、オレはそっとエルニの髪に触れる。

「お前も、一緒に行こうなエルニ。この先の思い出の中で、お前だけがいないだなんて、オレはいやなんだよ。お前がいて、みんながいて、これからも同じ思い出を作っていけば、オレたちはずっと笑えるはずだ」

　みんなと一緒にいる、すぐに忘れてしまうような、だけど特別な日。そんな日々を積み重ねていければ、ささやかでも大切な日常をみんなと一緒に歩んでいければ、そうすればきっと……。

　込み上げてくる気持ちを伝えたくて、オレはゆっくりとエルニを抱き寄せる。

「お前はこの前、泣き顔なんて見たくないって、そう言ってたよな？　確かに、いつか全すべてが思い出に変わる日は来るのかも知れない。だけど今日みたいな思い出をたくさん作っていければ、どんなに辛つらくても苦しくて、たとえ泣きそうになったとしても、みんなとの思い出があれば、きっと最後には笑っていられるはずだ」

　彼女を抱き締めたまま、オレは「だからエルニ」と穏やかに言葉を紡ぐ。

「もっと一緒にいよう。一緒に思い出を作ろう。まだまだお前にしてやりたいことがある。お前にして貰もらいたいことがある。うちを出て行くだなんて、早すぎるだろう？」

「……忍の傍そばは、まるで日溜だまりみたいだな」

　オレの想おもいは、彼女の心にどう響いたのだろうか？　うっすらと紅の瞳ひとみに涙を滲にじませ、エルニはわずかに声を震わせる。

「ずっと夢見ていたことがある。小さくても温かな家。わたしの傍にいてくれる、大好きなお母かあさん。あの日溜まりのような場所に帰りたいって、ずっと叶かなわない夢ばかり見ていた。だけど忍の傍にいると、その夢を忘れてしまいそうになる。だから……」

　ぎゅっとオレに抱きつき、エルニは涙を湛たたえたまま、柔らかな微笑ほほえみを浮かべる。

「わたしも忍の傍がいいな。忍のいる場所は、こんなにも温かい。やっぱり、わたしも離れたくない。わたしも一緒がいいな……」

　彼女の温かな言葉が、彼女の身体からだから伝わる熱が、なんだかバカみたいに嬉うれしくて、少し泣きそうになる。きっと届いたんだと感じた。きっとこんな風に思い出を作っていけば、ずっとエルニが傍そばにいてくれるんだと思った。

　だからオレは抱き締める腕に軽く力を込め、胸の中のエルニを強く感じて、そのまま彼女のぬくもりに導かれるように、穏やかに夢の中へと潜っていく……。



　妙な声と共に覚えたのは、胸を満たすやんわりとしたぬくもり。鼻先を掠かすめる甘やかな匂におい。多分、変な声以外はエルニからのものなのだろう。そういやゲーム大会のあと、みんなで昼寝したんだったな……と、そう思い返していたところ、

「……忍しのぶ様はメイドのことが好きになる。メイドの頭を撫なでたくなる。メイドを抱き締めたくなる。そして聖ひじりちゃんのことも好きになる……」

　再び妙な囁ささやきが耳に触れ、疑問を抱いて薄目を開けると、視線の先では変わらずオレの胸の中で眠っているエルニの寝姿。うん、すごく可愛かわいい。続いて視線を移すと、こちらの耳元に唇を寄せている変態メイドの横顔。うん、なにやってんのこいつ？

「……もしかしてお前、オレに暗示でも掛けているつもりなのか？」

「いえ、睡眠学習みたいなものだとお考え下さい。ちなみに最初のうちは耳元で『メイドメイド……』と囁ささやいていたのですが、どうです？　いいメイドの夢は見られましたか？」















「いや全然見ていないけど、お前なんでそんな囁きを？」

「忍しのぶ様にはいい夢を見て欲しいと思ったからですよ。けれど囁きの途中で寝ね惚ぼけたルナさんが『忍さぁん』と甘い声をもらして忍様に抱きついていましたので、ちょっと嫉しつ妬として睡眠学習へと切り替えました」

「この際だから睡眠学習云うん々ぬんはスルーする。それよりもルナはもう離れているみたいだが、ほら見ろ、エルニはまだオレに抱きついたままだぞ？　エルニには嫉妬しないのか？」

「エルニさんはいいんです」と、かおるんは間髪を容れずに即答する。

「……なんかお前、ちょっとエルニに甘くないか？」

「まあ、エルニさんはわたくしの恩人ですからね。どうしても甘くはなりますよ」

　意外な言葉を返し、かおるんはエルニの寝顔へと視線を落とす。

「エルニさんは、不思議な方ですよね。普段は子供のように無邪気なのですが、時折ひどく大人びて見えて、なにもかも見透かされているような気分になるときがあります。なんだかわたくしは、エルニさんにはずっと勝てないような気がしますね」

「そういやお前、少し前にも似たようなことを言ってなかったか？」

　あれは確か、かおるんが家出をしてうちに来た際、彼女が寝ているルナに牛柄模様の水着を着せて悪戯いたずらをしたときだったと思う。かおるんも当時のことを思い返しているのか、小さな微笑ほほえみを浮かべて口を開いた。

「わたくしがルナさんに悪戯をしたときも、エルニさんはそれがわたくしの甘え方だとすぐに見抜いて、『わたしにも悪戯をしてもいいんだぞ？　かおるんのことは好きだからな』と、そう言ってくれました。あのときは恥ずかしくて逃げてしまいましたが、本当はすごく嬉うれしかったんです」

　優しく目を細め、かおるんは微かすかに頬ほおを赤らめて続ける。

「ですからわたくしは、エルニさんには敵かなわないんだと思います」

「お前、ルナやマキナたちだけじゃなくて……エルニのことも大好きなんだな」

「はい、そうですよ。エルニさんはあのとき、わたくしの背中を押してくれましたから」

「……あのとき？」

　珍しく照れ隠しもせず、素直に頷うなずいたかおるん。しかし彼女の言葉の意味がわからず、こちらがオウム返しに訊たずねたところ、オレたちの話し声で起きてしまったのかも知れない。エルニはゆっくりと瞼まぶたを開けて、銀色の髪をふわりと揺らしてこちらに目を向けた。

　すると彼女はオレを認めるなり、「忍だ……」と、花が咲いたように笑い、そして甘えるようにこちらの胸に頬をすり寄せてくる。

「おいおいどうしたエルニ。ずいぶんとご機嫌みたいだな？」

「うん！　今日はあの夢を見なかったんだ。きっと忍が傍そばにいてくれたからだな」

「……わたくしも傍そばにいましたよ？」

　控え目にかおるんが口を挟むと、エルニは彼女にも笑顔を向ける。

「そうだな。かおるんやみんなが傍にいてくれたおかげだな。なんだか久しぶりに気持ちよく眠れた気がするぞ！」

　言いながら大きく背伸びをしたのち、心持ちエルニは眉まゆ尻じりを下げる。

「……なんだかお腹なかが減っちゃったな」

「それでは早速夕食の支度をしましょう。よろしければエルニさんも我が家で食事を楽しんでいってください」

「それならわたしも料理の手伝いをするぞ！　あとマキナも一緒にな！」

「……マキナもですか？」と、少し意外そうな表情を見せるかおるんを他よ所そに、エルニはいそいそと歩みを進め、うきうきした様子で寝ているマキナの肩を軽く揺らす。

「起きてくれマキナ。いまからかおるんと一緒に晩ご飯の支度をするんだ。ほら起きるんだマキナ。この前料理の作り方を教えてあげるって約束しただろう？」

　……これはもしかしたら、来年の花見のときには、マキナの手料理を楽しめるかも知れないな。起こしたマキナの手を笑顔で引いて歩き出すエルニ。寝ね惚ぼけ眼まなこで半ばエルニに引きずられていくマキナ。姉妹のようなふたりの背中を眺めては思う。

　来年、桜の木の下でみんながいて、そしてエルニもいればいいなと……。
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　──この雨あがれ。

　教室の窓から雨空を見上げ、ぼんやりとそんなことを思う。昨夜から降り出した雨はまだ止やまない。放課後の静かな教室に雨音が響き、オレはため息混じりに視線を移す。

　と、そこには教室の椅い子すに腰を下ろしたマキナと見知らぬ女子生徒の姿。なにやら彼女は生徒会長であるマキナに相談があるらしく、先程から真剣な面持ちで話を続けていた。

「……それで、さっきも言ったんですけど、わたしは女子空手部の副部長なんです。部長はちょっと怖い感じがあって、それに不器用なんですけど、本当は面倒見がよくて、優しいってみんな知っているから、みんな部長のことが好きだったんですけど……」

　言葉の途中で、彼女、空手部の副部長は声を落として続ける。

「最近の部長、なんだかぴりぴりしていて、『気が緩んでいる』だなんて言って、みんなのことを、その、しごくようになっちゃったんです。わたしも何度か注意したんですけど、部長は全然聞いてくれなくて、それで顧問の先生や先輩に相談しても、みんな部長のことを怖がっているみたいで……このままだと部長がみんなから嫌われちゃいます」

　わずかに涙ぐみ、副長部はマキナの目を真まっ直すぐに見つめる。

「それでオランジェロ会長なら助けてくれるかも知れないと思って、だから会長のところに来たんです」

「……どうして、はじめからあたしのところに来なかったの？」

「それはその、こんな事で生徒会に手伝ってもらうのは……」

　わずかに言葉を濁す副部長に、マキナは柔らかく告げる。

「こんな事なんかじゃないでしょう？　あなたにとっては大切な事なのよね？　それなら手を貸さない理由はないわ。こんな時のために生徒会はあるんだと、あたしはそう思うの」

　そっと副部長の手を握り、マキナは優しく微笑ほほえむ。

「大丈夫よ。任せておきなさい。できる限りの事はするわ」

　彼女の笑顔は本当に優しく、そしてとても綺き麗れいだった。それを受けて副部長は見み惚とれたように瞬まばたきを止めていたが、

「あとで様子を見に行くから、少し待っていてちょうだい」

「……あっ、はい。ありがとうございます」

　マキナが声を掛けると、副部長は我に返ったかのように礼を言い、頬ほおを赤らめて教室を出て行く。一方、マキナはこちらに視線を移し、わずかに眉まゆ尻じりを下げた。

「ごめんなさい忍しのぶ。ちょっと用事が出来たから、今日も一緒に帰れそうにないわ」

「まあ、残念だけど仕方がないだろう。しかし生徒会長も大変だな」

「でも大変な分、お礼を言われたらやっぱり嬉うれしいし、やり甲が斐いがあるわよ？　それに女子空手部の事は噂うわさで聞いて少し気になっていたのよ。これもいい機会だわ」

「そうだな。確かにいい機会なのかも知れんが、お前ひとりで行くのか？　相手は空手部の部長だろう？　よかったらオレも付き合うぞ？」

「心配してくれるのは嬉しいんだけど、今回は聖ひじりあたりに頼んでみるわ。女の子同士の方がやりやすいかも知れないでしょう？」

　やんわりと断られ、オレが「そうか……」と肩を落としたところ、彼女はこちらの顔を覗のぞき込み、心なしか頬を赤らめる。

「落ち込んでいるみたいだけど忍、そんなにあたしと一緒に帰りたかったの？」

「いやそれもあるが、今日はお前と一緒に保育園に行こうと思っていたんだよ。エルニが保育園でバイトをしているだろう？　迎えに行ってやりたいんだけど、男ひとりで保育園に顔を出すのも少し厳しいな」

　もし不審者扱いをされたら目も当てられない。オレが微苦笑をこぼす中、今度はマキナが肩を落としてため息をつく。

「……本当に残念ね。今日は行けそうにないわ。でも忍だけでも、ちゃんと迎えに行ってあげてよ？　エルニならきっと大喜びすると思うわ」

　言いながら窓の外に視線を移し、しばしの間のあと、マキナがぽつりとこぼす。

「なんだか最近のエルニ、少し変わったわよね」

「ん？　そうか？　よくわからないけど？」

「変わったわよ。なんて言うのかしら？　前よりも距離が近くなった気がするわ」

　口元に笑みを湛たたえ、彼女は静かに語りはじめる。

「エルニって……自分のこと全然話さないでしょう？　子供の頃ころのことも、どうして神様なんて名乗っているのかも、いままでどんな生活をしていたのかもわからないわ。でもエルニは誰だれとでも仲良くなれて、誰からも好かれていて……時々思うのよ」

　微かすかに視線を落とし、マキナは声音に一抹の寂しさを乗せる。

「エルニはあたしたちのことなんか必要としていないんじゃないかって。あたしたちがいなくても生きていけて、他ほかの誰かと仲良くなって、知らないうちにどこかに行っちゃうんじゃないかって……時々不安になるのよ」

「……確かにそういう雰囲気はあったかもな」

「でもね忍しのぶ、最近のエルニ、『寒いから一緒に寝よう』って、毎日あたしのベッドに入ってくるの。今までなかなか寝付けないで、よくうなされて泣いていて、あたしがお父さまの所に戻ろうか悩んで泣いていたときには、夜中でもすぐに起きちゃうようなエルニだったのに、昨日もあたしと一緒に朝までぐっすり寝ていたのよ？」

　嬉うれしそうに頬ほおを緩め、彼女は声音に愛いとしさを滲にじませる。

「それで朝には『マキナと一緒に寝るとあの夢を見ない』って、幸せそうに笑ってくれて、だから最近思うのよ。きっとエルニはこのままうちにいてくれるんだって……」

「ああ、きっとそうだよ」

　口元を綻ほころばせてオレも頷うなずくと、マキナは窓から視線を移し、少し照れたように微笑ほほえむ。

「ちょっと話し込んじゃったわね。あたしは生徒会の仕事があるから、そろそろ行くわね？　エルニのお迎えは頼んだわよ？」

「おう、任せておけ」と、マキナにそう応じ、彼女と別れて学校を出たのち、静かな小雨の中、オレは傘を差して保育園を目指してゆっくりと歩き出す。

　そういえばエルニのやつ、男の子たちからバカにされているとか言っていたけど、ゲームの腕も上達したわけだし、子供たちとも仲良くやれているだろうか？

　柔らかな雨音を聞きながら、そんなことを考えて歩みを進めていたところ、はたと道端で知り合いの少女と出会った。

　吸い寄せられるような大きな瞳ひとみに通った鼻び梁りよう。起伏の激しいボディライン。ひょっとしたらＦカップ以上はあるんじゃないだろうか？　彼女──南みなみはオレに気づくと表情を輝かせ、こちらへと駆け寄り、傘を差したまま腕を絡ませ、そのまま頬ずりまでしてきた。

「……おい、急になんだ？　ちょっと離れてくれないか？」

「いやぁん、せっかく会えたのに、忍ちゃんのいけず」

　そっと押し退のけたところ、南みなみは妙に悩ましい声をこぼして巨乳を震わせる。おそらく無意識でやっているんだと思う。彼女はオレから離れ、何事もなかったかのように切り出す。

「ところで忍しのぶちゃん今日はどうしたの？　確か帰りはこっちじゃなかったよね？」

「まあちょっとあってな……って、そういやお前、保育園でバイトしているんだって？」

　ふとエルニから聞いた話を思い出して話を振ると、南は「うん」と小さく頷うなずいて返す。

「ちょうど今からお仕事なんだけど、もしかしてエルニちゃんから聞いたの？　ちなみにあたしはエルニちゃんから色々聞いたよ。忍ちゃんが普段からすごく格好いいこととか」

「なんだ？　お前らもう仲良くなったのか？」

「そうだよ。ほら、エルニちゃんも何度か学校に来たことがあるでしょう？　忍ちゃんのお弁当を届けに来たときとか、それに文化祭や体育祭のときにも見掛けていたから、少し気になっていたの。だからもっと仲良くなって、もっと色んなことを聞くつもりだよ」

「へえ……。ちなみにオレもエルニからお前のことは聞いたぞ？　子供たちにずいぶんと慕われているみたいじゃないか、南先生」

「……これでも苦労したんだよ？」

　少し呼び方を変えてみたところ、南先生こと南は微苦笑で応じる。

「はじめのうちは男の子たちから『おっぱい女』だなんて言われて、試しにおっぱいでぎゅっと抱き締めてあげたら、なんかみんな真っ赤になって逃げちゃって、それから全然近づいてくれなくなっちゃったんだよ？　弟はあんなに喜んでくれるのに不思議だよね？」

「いやいや、『年上のお姉さん』と『姉』とではそりゃあ反応も違うだろう」

「う～ん、よくわからないけど、保育園の先生に相談したら『ツンデレでいけ』ってアドバイスされて、でもあたし『ツン』とかよくわからないんだよね。子供は好きだから『一緒にお風ふ呂ろ入る？』とか『おっぱい好き？』とか『可愛かわいいね』とかは言えるんだけど」

「……今日からお前にも『天然エロス』の称号を授けよう」

「エ、エロスじゃないもん！　子供が好きなだけだよ！」

　こちらの冗談に頬ほおを膨らませて応じ、その後彼女と肩を並べて一緒に保育園を目指しながら、エルニを迎えに行く旨を伝えていたところ、ふと南は微笑ほほえみを浮かべて口を開く。

「それにしても、エルニちゃんってすごいよね。あたしはあんなにも時間が掛かったのに、もう男の子たちとも仲良くなったんだよ？」

　きっとゲーム大会の効果が出たんだろう。オレが表情を緩める中、南は「それでね」と心持ち声を弾ませて続ける。

「エルニちゃん男の子たちと一緒にゲームして遊んであげたり、最近だと女の子たちも交えて、ギターを弾きながらオリジナルのお話を聞かせてあげたりしているの。子供たちもすごく喜んでいるんだよ？　あたしもエルニちゃんみたいになりたいな」

「多分、お前ならもっといい方向に変わっていけるよ。お前また可愛くなって……またおっぱい大きくなったもんな」

「こ、これ以上大きくなったらちょっと困るよ！」

　途中で恥ずかしくなって誤魔化してしまったが、本当に南みなみは変わったと思う。

　子供の頃ころは引っ込み思案で、泣き虫だったオレの幼おさな馴な染じみ。彼女は数年のうちに、あの頃よりももっと魅力的に見えるようになった。

　……どんな方向に進むのかはわからないけれど、きっと人は少しずつ変わっていくのだろう。ルナたちもいい方向に変わっていった。そして些さ細さいなものかも知れないが、きっとエルニにも変化はあったんだと思う。

　──なんだか最近のエルニ、少し変わったわよね。

　先程のマキナの言葉を思い出し、再びオレが頬ほおを緩めていたところ、じっとひとの顔を見つめ、どうしてか南は嬉うれしそうに表情を和らげる。

「ここのところ忍しのぶちゃん、なんだかちょっと変わったね」

「……男らしさに深みが増しただろう？」

「それもあるけど、なんと言うか……子供の頃に戻ったみたい」

「子供の頃？」

　少し変わったみたいなことは聖ひじりたちからも言われたが、子供の頃とはどういう意味だ？　不思議に感じて聞き返したところ、南は微笑ほほえみをこぼして続ける。

「子供の頃の、人気者だった忍ちゃんに戻ったみたいだよ。確かに目付きは少し鋭いけど、雰囲気があの頃とよく似ているんだよ。柔らかくて温かい感じがするね」

「やはりオレはマイルドになってしまったようだな」

　まあ自分ではよくわからないけれど……雰囲気が子供の頃に戻ったか。相変わらず自分の変化に自覚が持てないまま、オレは南と談笑を続けて保育園へと移動。園内に入って先生方にエルニの身内だと説明したのち、南と別れてそっと教室の中を覗のぞくと、

「おいエルニ、またお話を聞かせろよ」「もうアキくん、エルニじゃないでしょう？　エルニお姉ちゃんだよ」「いや違げえよ。神様だよ。エルニさんマジゴッドだからな」

　どうやらエルニは未いまだに先生とは呼ばれていないようだ。

　けれど、彼女は教室の中心でたくさんの子供たちに囲まれていて、多分うちから持ってきたのだろう。エルニはギターを奏でながら笑顔で園児たちに応じる。

「よし、それじゃあリクエスト通り、いつものお話を聞かせてやるぞ。ワン、ツゥ、スリー、フォー、昔々～浦島は～♪　助けたカメに……食べられた」

「ええっ!?　カメさん怖い！」「こらエルニ！　早さ苗なえちゃんを泣かせるな！」「予想の斜め上を行くとはさすがはエルニさんだぜ。やっぱりマジゴッド。超リスペクト」

　エルニの冗談を受け、若干一名「マジゴッド」と繰り返している子もいたが、子供たちは一様に不満そうである。それを認めたエルニは気を取り直すように小さく咳せき払ばらい。

「えっと、それじゃあアラジンと魔法のランプ！　色々あってアラジンは魔法の絨じゆう毯たんに乗って空を飛んでいきました！　その絨毯がなんと──いまなら一万円！　さらにいまならランプもつけて一万円！　この機会を見逃す手はないぞ！」

「なんの通販番組だよエルニ！」「えっと、エルニお姉ちゃん、そろそろわたし、いつものバカな女の子の話をして欲しいな」「僕からもお願いしますゴッドことエルニさん。いつものバカな女の子の話が聞きたいです」

　子供たちにねだられ、エルニは「おかしいな？　面白いと思ったんだけどな。昨日なずにゃんと一緒に考えたのに……」と切ない顔をしてはいたものの、子供たちにねだられるままギターへと指先を這はわせ、先程とは打って変わって優しい旋律を奏ではじめる。

「……昔々、あるところにバカな女の子がいました。大好きなお母かあさんを泣かせた本当にバカな子です。その娘はいつしか誰だれからも必要とされなくなって、いつもひとりぼっち。女の子はそれが寂しくて、自分の居場所を求めて旅に出ることにしました」

「……なんかエルニの話って、いつもそこからはじまるよな」「しっ、アキくん静かにしてて」「早さ苗なえちゃんの言う通りだぞ。エルニさんの話はここから面白くなるんだ」

　小声で話す子供たち。エルニはやんわりと目を細めて彼らを見つめ、ギターを響かせながら、柔らかく緩やかに昔話を続ける。

「温かい場所は見つかるかな？　女の子はうきうきしながら旅を続けていました。そんなある日のこと、女の子は音楽家の綺き麗れいな女性と出会います。その人は早くに旦だん那なさんと娘さんを亡くしてしまい、いつも泣いてばかり……」

　話に惹ひき込まれているのか、子供たちは一様に口を閉じてエルニの言葉に耳を傾ける。

「泣いている女性を見て、女の子は自分のお母さんのことを思い出しました。だから笑わせてあげたいと思ったんです。だけど女の子はバカだから、変な冗談を言ったり、ただ笑ったりするぐらいしかできません。それでも女性の傍そばを離れることはありませんでした」

　思わず雨音を忘れてしまいそうなほど、オレも彼女の話に惹きつけられた。

「それはある温かい日のこと。寝ね惚ぼけた女の子はうっかり『お母さん』と女性に呼び掛けてしまいました。するとそのとき、女性は『なに？』と笑ってくれたんです。その表情を、女の子は生涯忘れないでしょう。女性がはじめて笑顔を見せてくれたのですから」

　……どうしてだろう……。

「それからというもの、女性はまるで自分の娘のように女の子のことを可愛かわいがってくれました。一緒にお風ふ呂ろに入ったり、一緒にご飯を食べたり、夜には一緒に寝たりと、ふたりの楽しい生活は続きます」

　エルニの声音はずっと優しく穏やかだ。そしてギターの音色と共に彼女の話は続く。

　音楽家の女性からギターを教わったこと。女性が綺麗な歌声をたくさん聞かせてくれたこと。ずっと一緒にいようねと、女性が言ってくれたこと。ふたりで街の催し物に参加して歌を披露したこと。彼女は変わらぬ口調のまま物語を紡ぐ。だけどどうしてだろう？

「……こうしてふたりの演奏は大成功。街の人たちからの拍手と歓声を受けて、女の子と女性は互いに笑い合い、それから手を繋つないでふたりのおうちに帰りました。おしまい……」

　静かにエルニが話を終えると、子供たちの中で小さな女の子がおずおずと手をあげる。

「ねえエルニお姉ちゃん、そのあとバカな女の子と女の人はどうなったの？」

　無邪気な質問を受け……どうしてか先程から湛たたえていた寂しさを濃くして、エルニはただ優しく言葉を返す。

「いつも泣いていた女性は……もう泣かなかった。それからずっと笑顔のまま、いつまでも女の子と一緒に暮らしたんだ」

　エルニの答えを聞き、その子供は「そっか」と笑顔で隣の男の子に声を掛ける。

「いい話だったねアキくん」「そうだけど、バカな女の子はいつまで旅をしているんだ？　この前は男の人や女の人から料理やアクセサリーの作り方を教えて貰もらって、今日はギター。ほんと旅ばっかしてんのな」「……お前エルニさんの話をディスると殺すよマジで。どの話も面白くていいじゃないか。特に悪魔退治の話は本当に良かったよ。落ちこぼれて不良になった悪魔ハンターが成長していく過程が最高だった。エルニさん何度もリスペクト」

　子供たちはみんなエルニの話が好きなのだろう。園児たちが一様に口元を緩める中、エルニは変わらず優しく、だけどどこか寂しそうな表情のままで、それがひどく気になって、オレは「邪魔するぞ」と教室の中へと足を運んだ。

　途端、どういうわけか、エルニはこちらを認めるや否や、わずかに見開いた瞳ひとみを瞬く間に潤ませ、ギターを床に置いて一直線に駆け寄り、ぎゅっとオレに抱きついてきた。

「……は？　え？　エルニ？」

　一体どうしたというんだ？　なにも言わないまま、オレの胸の中で微かすかに身体からだを震わせるエルニ。予想外の反応を受け、さすがにオレも少し戸惑ってしまった。

「えっと、本当にどうしたんだよエルニ。迎えに来たんだけど、お前大丈夫か？」

　何な故ぜか『迎え』という言葉のあと、エルニの身体の震えがさらに強くなる。正直いまの状況をうまく呑のみ込むことはできなかったけれど、とりあえずエルニの頭を撫なでてみたところ、なにやら子供たちがわらわらとこちらに近づいてきた。

「もしかして、エルニお姉ちゃんの恋人さんかな？」「ええっ!?　ウソだろ!?　エルニに恋人!?」「アキ、残念だがお前の初恋はこれでジ・エンドだ。男と女は出会い、そして満ちていく。エルニさんマジゴッド」

　あいつは何度ゴッドと言えば気が済むんだ？　こちらが半ば呆あきれていたところ、きっとみんなもエルニのことが心配なのだろう。いまにも泣き出しそうなエルニの足下に集まり、子供たちは「エルニ」とそれぞれ名前を呼ぶ。

　と、そこで、エルニも我に返ったのか、オレから離れて目の端に溜たまった涙を拭ぬぐい、誤魔化すようにまたまた咳せき払ばらい。どうしてか神妙な顔で子供たちを見渡して行く。

「……みんな、わたしに声をかけるときは『エルニ』じゃなかっただろう？　ちゃんといつものように『神』と呼んでくれ。もしくは啓けい介すけのように『ゴッド』でも可だ」

「そんなこと言っていると、また砂のお城を壊されていじめられちゃうよ、エルニ」

「な、なんでバラすんだ！　忍しのぶの前なんだぞ！　見み栄えのひとつやふたつぐらい張らせてくれてもいいじゃないか──って、こらアキ！　なんでわたしのギターを持って行くんだ！　そのギターはわたしの宝物なんだぞ！　お願いだから返してくれ！」

「イヤだ！　絶対に返さない！」

　エルニの宝物らしいギターを小さな身体からだで抱え、何な故ぜか少年は涙目で駆け出して行く。

「なんだよエルニのアホ！　そんなどこの馬の骨かもわからない男といちゃいちゃするだなんて最低だ！　エルニのオタンコナス！」

「わ、わたしのことはいい！　だけど忍の悪口だけは許さないぞ！　大体忍は馬の骨なんかじゃない！　忍は美お味いしい豚骨だ！」

「ひとを豚の骨扱いするんじゃねえよ！　全然フォローになってないぞエルニ……って、おいこら、お前らはどうしてひとの身体によじ登って遊んでいるんだ？」

　何故か数人の女の子たちが足下から次々と、そして一生懸命にこちらの肩を目指して登山を楽しんでいる。なんなのこの娘たち？　オレの身体はジャングルジムじゃないぞ？

　なんて突っ込みを入れる間もなく、

「うわ～ん！　エルニお姉ちゃんがアキくんを追い駆けてどこかに行っちゃったぁ！」「ぼく、おトイレしたいよぉ！」「ふふ、降りしきる雨が、僕のハートを揺さぶりやがる。行くぜ！　この慟どう哭こくのような雨を止めによう！」「か、勝手にお外に出たらいけないんだよ？」「いいじゃん。理由なき反抗。それが若さじゃん。僕はエルニさん以外には決して従わないんだ」

　エルニという統率者を失い、あっという間に暴徒と化す子供たち。

　……思っていた以上に、園児たちの相手って大変なのかも知れない。しかしそれにしても、オレの肩に載ったこの娘、さっきから軽く唇を突き出してなにやってんだろう？



　その後エルニが大切そうにギターを抱え、先刻飛び出して行った少年と共に帰って来てくれたこともあり、子供たちの暴走はなんとか収まった。

　ちなみにエルニのバイトの時間はもう終わりらしく、彼女はオレと一緒に南みなみや先生方、名残惜しそうな顔をした子供たちに別れを告げ、それからふたり揃そろって雨の中、それぞれ傘を差して保育園を後にしたのだが……どうにも先程からエルニの様子が少しおかしい。

　肩を並べて家路を辿たどりながらも、どうしてか妙に口数が少なく、チラチラとオレを盗み見てはその頬ほおをほんのりと赤らめ、こちらと目が合うと慌てて傘で顔を隠してしまう。

　……なにこの反応？　もしかして照れてる？　しかし何な故ぜ？

　理由がわからずに首をひねり、しかし沈黙に耐え切れずにオレは口火を切る。

「そ、それにしてもお前、ずいぶん子供たちと仲良くなったみたいじゃないか」

「……うん。この前忍しのぶが開いてくれたゲーム大会のおかげだ。一緒にゲームをして遊んでいるうちに、男の子たちも心を開いてくれたんだろうな」

「多分それだけじゃないと思うぞ？　お前がいいお姉さんだから、子供たちもお前のことを好きになったんだよ。お前が作った話を聞いているときなんか、みんなすごく真剣で楽しそうで、とてもいい顔をしていたな」

「それは嬉しいんだけど……あの話はあまりしたくないんだ。南みなみと違ってわたしが普通の昔話をしてもなかなか上う手まくいかなくて、それでつい話しちゃって、そしたら子供たちにせがまれるようになって……わたしはいつも最後にウソをついてしまう」

「ウソ？　あの話にそんなものがあったのか？」

　こちらの何気ない問いに、エルニは視線を落として応じる。

「さっきの話には続きがあるんだ。バカな女の子は、大好きなお母かあさんのときと同じように、自分にギターを教えてくれた女性を、自分にたくさんのものをくれた大切な人を、最後には泣かせてしまう。その女性だけじゃない。女の子は出会った大好きな友達たちを、いつも……いつも……最後には泣かせてしまうんだ」

　傘を持つ小さな手を微かすかに震わせ、彼女はわずかに声を滲にじませる。

「バカな女の子はな、本当はすごく泣き虫なんだ。ひとりじゃ寂しくて、自分の居場所が欲しくて、誰だれかを求め続けて……また大事な人を泣かせてしまう。ほんとは気づいているくせに、やっぱりバカだから、なかなか認めようとはしなかったんだ」

　いまにも軋きしみそうな表情をそっと傘で隠して、エルニは掠かすれかけた声を絞り出す。

「居場所なんて求めちゃいけなかった。大好きなお母さんがいて、そこに自分もいて、ちっぽけな笑顔が広がる温かい家。あの場所にはもう二度と戻れない。自分は誰の家族にもなれない──って、認めようとしなかったんだ」

　……雨が、降っていた。きっとそれは、いつまでも続いているのだろう。彼女の心には、ずっと雨が降り続けているのかも知れない。やむこともなく、ただいつまでも……。

　だから──この雨あがれ。

　必死でそう願って、でもそれだけじゃ足りなくて、もっとなにかしてあげたかった。彼女の心にも花が咲くような、そんな言葉を探してオレが立ち止まる中、

「……保育園で子供たちと遊んでいると、昔のことを思い出すんだ」

　傘で表情を隠したまま、エルニはぽつりぽつりと心の雨音を響かせる。

「わたしが幼かったときは、まだ友達たちと遊ぶことが許されていた。みんなと一緒に野原を駆け回ったり、花の冠を作ったり、ただ無邪気に遊んでいて、夕焼けがみんなを照らす頃ころには、いつもお母かあさんが迎えに来てくれた。だけど……」

　静かな雨音は、次第に勢いを増していく。

「わたしのお母さんはもういない。だからちょっと辛つらくて、すごく羨うらやましかった。保育園にはな、毎日色んなお母さんが子供たちを迎えに来るんだ。うちに帰ろうねって。それで子供の頃のことを思い出して、来るはずなんかないのに……本当にバカだろう？　わたしはずっと、お母さんの姿を探していたんだ」

　ただ願うだけじゃ雨音は消えなかった。けれど、

「でも今日は、忍しのぶが来てくれた。『迎えに来た』と言ってくれた。恥ずかしいことなのかも知れないけど、わたしは泣きそうなほど嬉うれしかったんだ」

　こんなオレでも彼女を喜ばせてあげられたから、

「忍の顔を見たら、みんなの笑顔が頭に浮かんだ。ルナにマキナになずにゃんに巴ともえさん。それに聖ひじりやかおるん、そしてみーちゃん。忍が迎えに来てくれたとき、一番大切だったあの場所が、いつの間にか二番目になっていたって、今更気づいたんだ」

　もう雨音は聞こえない。ほら、あがったじゃないか。咲いたじゃないか。ゆっくりと傘から顔を覗のぞかせたエルニ。彼女の表情に広がっていたのは……向日葵ひまわりの花。

「──忍、うちに帰ろう」

　そっと傘を閉じて、エルニは迷いなくオレの腕に抱きついてくる。じんわりと胸を満たすぬくもりが、ただ嬉うれしかった。彼女の歩幅に合わせて歩くオレを、エルニはにっこりと微笑ほほえんで見つめてくれる。















「……なんだかいいな。すごくいいな」

　優しい雨の中、静かに響いた彼女の囁ささやき。

「わたしはずっと雨が嫌いだった。雨の日はみんな外に出てこなくて、わたしはひとりぼっちになると思っていた。だけどいまはみんながいる。うちへの帰り道が、こんなにも楽しい。だからもう──雨は嫌いじゃない」

「……また、迎えに行くからな」

　ふと、改めて気がついた。嬉しいときでも、声ってこんなにも震えるんだな。

「また一緒に帰ろうな、エルニ」

「それなら、ずっとアルバイトを続けないとな」

　ちょっとだけ恥ずかしい相合傘。すぐ隣で微笑むエルニ。雨の中で咲いた笑顔の花。

　胸の中の不安が、ゆっくりと消えていく。もう大丈夫だと思った。きっと今年のクリスマスは、みんなと一緒に笑って迎えられるに違いない。彼女の別れの言葉も、いつかは笑い話に変わればいい。なんだか彼女に近づけた気がした。ようやくなれた気がした。

　擦れ違う人たちはどう思うだろう？　同じ家に帰るオレたちを見て……家族だと、そう考えてくれるだろうか？　今は隣から伝わる柔らかな体温が、嬉しくて仕方がなかった。










　　　　第三章　ごめんなみんな……。



　閉ざされたひとりぼっちの部屋から抜け出して、少女は旅に出る。きっとこの先、自分にも新しい家族ができるんだと思っていた。そう信じていた。

　ずっと憧あこがれていた普通の毎日。今度は大切な人を泣かせない。絶対に泣かせない。泣かせたくなかったのに、少女の記憶に残るのは、いつも大切な人の泣き顔だった。

　だからいつしか少女は積み上げてきた大切なものを捨てて、ありがとうと残してみんなの前から突然姿を消してしまう。

　少女の笑顔に触れた人々は、ぬくもりと優しさに包まれた人々は、みんな強くなった。落ちこぼれだと言われた少年も。泣いていた女性も。笑わなかった男性も。少女がいなくても、もうひとりで生きていけるほど強くなった。だから安心して少女は旅に出る。

　そして少女が過ぎ去ったあと、みんなは声を嗄からして泣いた。けれど少女は知っていたんだ。その涙はいつまでも続かない。すぐにみんなは笑顔に戻れる。みんなも自分の笑顔を思い出してくれる。それだけで十分だ。みんなとの思い出があれば、みんなの笑顔があれば、それだけで生きていける。

　……大丈夫だ。大丈夫だ。

　そう自分に言い聞かせて、みんなには自分の笑顔を覚えていてもらいたかったから、少女は泣くもんかと我慢を続け、自分の願いを押し殺して世界各地を旅して回っていく。

　そんな中、ひとりの少年だけは、諦あきらめきれずに少女を捜した。少年は少女の消息を追い求め続け、とうとう涙を流す。

「どうしてだよ……エルニ」

　少年の声は少女には届かない。降り出した雨が、少女の嫌いだった雨が、少年の声をかき消して、ただ彼はひとり立ち尽くして声を嗄からす……。
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　のんびりと家路を辿たどる金曜日の放課後。例の如ごとくマキナは生徒会の仕事で忙しいらしく、オレは本屋に立ち寄ったあとひとりで帰宅。玄関の扉を開けて「ただいま」と声をあげたところ、真っ先にリビングから顔を出したのはルナではなく、笑顔のエルニだった。

　そういや朝食時に、今日は保育園のバイトもお昼までだとか言っていた。そのときルナが保育園まで迎えに行くとかこぼしていたような気がするが、まあそれはともかく。

　顔を覗のぞかせたエルニ。彼女はオレを認めるや否や頬ほおを薄桃色に染め、まるで飼い主を見つけた仔こ犬いぬのように駆け出し、明るい微笑ほほえみと共にこちらへと抱きついてきた。

「おかえり忍しのぶ！　外は寒かっただろう？　今日のお土産はなんだ？」

「オレが笑顔で無事に帰ってきたこと。これが一番のお土産だ」

「うん！　そうだな！　わたしも忍が笑顔で嬉うれしい！」

　お土産というボケに、こちらがボケで応じたにも拘かかわらず、今度は甘える仔こ猫ねこのようにごろごろと頬ずりしてくるエルニ。確かに普段から愛らしいエルニだけれど、ここまで魅力的だったか？　オレが少し動揺する中、エルニは笑顔を輝かせて続ける。

「聞いてくれ忍。明日はお休みだから、今日は晩ご飯のあとに聖ひじりとかおるんと一緒に星を見に行くんだ。忍も付き合ってくれるよな？」

「それはもちろんだが、そういえばお前、ゲーム大会の後にもそんなこと言っていたな」

　しかしわざわざ優勝者権限を使わなくても、聖たちなら普通に誘っても応じてくれるんじゃないか？　胸中でそんなことを考えつつ、ふと気になってオレは軽く質問をひとつ。

「それにしても、珍しくルナが出迎えに来てくれないけど、あいつはどうしたんだ？」

「ルナならリビングで特訓中だぞ。いますごく集中しているんだ」

　特訓中？　一体なんの？　興味を惹ひかれてすぐにリビングに足を伸ばしたところ、

「うさうさぴょんぴょん♪」

　なんか、リビングの真ん中でルナが妙なことをやっていた。

　ウサミミのつもりなのか、両手を頭の横でぴょこぴょこと揺らし、無邪気に左右に飛び跳ねている。一見、子供番組に出てくるお姉さんのような雰囲気がある。

　しかし彼女がジャンプをするたび、ボリュームのある乳房が左右に弾んで豊かに揺れ惑い、またぷるんぷるんと上下運動を行っており、ルナの仕草にはなんとも言えない愛らしさと、得も言われぬ色気が同居していた。

「うさぎさんみんなでお月見～♪　うさうさぴょんぴょん……って、あ、あら？　忍しのぶさん？　お、おかえりなさい。いつからそこにいたんですか？」

「ただいまバニーガール。うさうさぴょんぴょん」と、オレがからかい半分で挨あい拶さつしてみたところ、ルナは見る見るうちに真っ赤になり、慌てたように両手を振って説明する。

「こ、これはいま保育園で流は行やっているお遊戯なんです。今日エルニちゃんのお迎えに行ったら男の子たちから『牛乳女』だなんて言われちゃって、私も子供たちと一緒にお遊戯ができたら仲良くなれるかもと思って、それでいまエルニちゃんと特訓を──」

「……うさうさぴょんぴょん」

「し、忍さん！　なんで笑うんですか！　ちゃんと話を聞いてください！」

　さらに赤くなるルナ。あまりからかうのはよくないな。しかしあの胸の揺れだ。仲良くなった子供たちから『牛乳お姉さん』と呼ばれたりはしないだろうか？

　ちょっぴり危き惧ぐしつつ、何気なく視線を移したところ、なにやらコタツの上にはお洒落しやれなブレスレットが置かれていた。

　……似たようなものを前に見たことがある。マキナの生徒会選挙の時期、ブラムのおっさんとやりあったあとだったか？　確かエルニが『悪魔の影響を受けないお守りだ』みたいなことを言ってせっせと作っていた記憶がある。

　と、そんなことを思い返しているうちに、ふと脳裏におっさんの言葉が過よぎった。

　──今回は貴様だけではなく、エルニにも色々と世話になった。私はあいつの頼みを聞いてやる必要がある。詫わびはそのあとに入れよう。

　──エルニにも優しくしてやってくれ。あいつはひどく……孤独な娘だ。

　マキナの立候補演説のあと、おっさんがこぼしていた言葉の切れ端。エルニがおっさんに頼んだこと。いままでそのことを忘れかけていた。けれどこのまま忘れてしまってもいいじゃないかと、そんな気分にもなる。最近エルニは少し変わったんだ。

　外から帰って来たとき、笑顔で出迎えてくれるルナを、エルニは抱き締めるようになった。オレたちが帰って来たら、ルナみたいに出迎えてくれて……みんなを抱き締めてくれるようになった。本当にエルニは変わったと思う。保育園へと迎えに行った日を境に、たまにオレの後ろをくっついてくるときがある。いまもそうだ。

　からかったことをルナに詫びたあと、オレが庭先に出て武術の演武をして稽けい古こに勤いそしんでいる中、何な故ぜかエルニは母かあさんを連れて来て、ふたりで縁側に腰を落ち着かせ、揃そろって口を閉じ、黙ったまま静かにこちらを見つめている。

　チラチラと視界の端に映る、エルニの銀の髪。その髪が夕日を浴びて茜あかね色の衣を纏まとったように煌き、覚えず心惹ひかれつつも、オレは演武を止やめて首をひねった。

「えっと、エルニも母かあさんもなにをしているんだ？」

「ん？　忍しのぶの演武を見ているんだぞ？　すごく綺き麗れいな動きだから、見ていて飽きないな」

「お前を見ている方が飽きないと思うぞ？」

　エルニに半ば本音で返しつつ、続いてオレは母さんに視線を移す。

「それで母さんの方は？」

「──忍の演武を見ているんだぞ？　すごく綺麗な動きで見ていて飽きないな」

「なんだそれ？　エルニの物もの真ま似ねのつもりか？　ちっとも可愛かわいくないな」

　冗談混じりに少し辛しん辣らつに言葉を投げたものの、意外にも怒った様子もなく、母さんは表情を緩めて口調を柔らかいものに変える。

「だけど本当にいい演武だったわよ。アンタ雰囲気も動きも変わったわね。前までお義と父うさんや旦だん那なを真似ようとして、無駄に気負って雰囲気も動きも硬かったのに、いまはいい具合に肩の力が抜けているわ。エルニの言っていた通り……強くなったのかもね」

　もしかして、オレの変化を見せようとして、エルニは母さんを連れて来てくれたのかも知れない。母さんの言葉を聞き、エルニは自慢するように声を弾ませる。

「わたしの言った通りだろう？　わたしも以前まではちょっと心配していたんだけど、忍は優しいままとても強くなったんだ。いまの忍はすごく格好いい！」

「……案外エルニも忍のことが好きなのね」

　少しだけ驚いたように目を丸くし、母さんは「でも」と意外そうに続ける。

「エルニが忍の心配をしていただなんて知らなかったわ。確かに忍は気を張ってばかりで不安もあったけど、あたしはむしろなずなの方が心配よ」

「なずにゃんは才能の塊だからな」

　母さんに同意するように頷うなずくエルニ。しかしオレにはいまいちピンとこず、半ば怪け訝げんに感じてエルニたちの会話に口を挟む。

「えっと、才能があって困ることはないんじゃないのか？」

「もちろん直視できるレベルであればいいんだ。だけど目の眩くらむような才能を見たとき、多くの人が『天才』だなんて言葉で線引きをして、自分にないものを羨うらやんで、その人の苦悩もよく知らないのに、勝手に憎んだり恨んだりする」

　なんとなくだけど、エルニの言葉の意味がわかったような気がする。

「その逆はもっと辛つらい。その人の才能だけしか見てくれなくなって、崇拝して同化したがって、そうなったらもう友達じゃなくなる。家族じゃなくなる。ひとりぼっちの神様だ」

　……ひとりぼっち。寂しさを滲にじませたエルニの言葉。それを受けてなにか思い当たる節でもあったのか、母さんはため息と共にわずかに表情を曇らせる。

「昔旦だん那ながこぼしていたわ。『人の弱さを知らないまま走り続けて……気がつけば誰だれもいなくなっていた』ってね。なずなは旦那と同じで無駄に強くて、それと同時にひどく脆もろいのよ。弱さを通らない強さなんて危ういだけだからね……」

「巴ともえさん、それでもなずにゃんなら大丈夫だ」

　母かあさんの不安を打ち消すように、エルニはその声音に想おもいを溢あふれさせる。

「なずにゃんは人の弱さを知っている。強さの意味だってわかっていると思うぞ？　なずにゃんはずっと忍しのぶと巴さんを見てきたんだ。忍の小さな背中が大きくなるのを目の当たりして、自分もああなりたいって、そう考えてくれているんじゃないか？」

　柔らかくこちらに視線を移して、彼女は「それに」と言葉を続ける。

「なずにゃんの傍そばには忍がいる。だから大丈夫なんだ。もしかしたら、忍もなずにゃんを羨うらやんでいたのかも知れない。自分にはなくて、なずにゃんにある才能を見るのが辛つらかったのかも知れない。だけど忍はなずにゃんのことを嫌いにはならなかった。忍はいつでもなずにゃんのお兄ちゃんだ。それはとても当たり前で、とてもすごいことなんだと思う」

　自分ではない誰かの成長を祝うみたいに、

「……自分の上を見たら限りはなくて、下を見ても同じで、一番大事なのは真ん中。自分自身を見つめることだ。忍にはそれができた。できるようになったから……」

　こちらに目を向けたまま、エルニは「だからすごく嬉うれしい」と慈しむように微笑ほほえむ。

　──一番大事なのは真ん中。自分自身を見つめること。

　──忍はそのままでいいのよ。

　いまのエルニの言葉と、以前マキナが伝えてくれた想いが重なり合い……やっと自分の変化に気がつくことができた。多分、オレはずっと目を凝らして見つめていた爺じいちゃんや父とうさんたちから心を移して、ようやく自分自身を見つめることができたのだろう。

　きっとそのせいだと思う。ふと母さんは縁側から腰をあげ、じっとオレを眺め出す。

「やっぱりアンタ変わったわね。あたしもある程度の鍛錬を積んできたから、さっきの演武を見ればなんとなくわかるわ。知らないうちにアンタ……あたしよりも強くなっていたのね。こうなるとはわかっていたけど、案外早くて驚いたわ……」

　こちらを見つめたまま、母さんは声音にぬくもりを乗せる。

「実はアンタがお義と父うさんの道場に戻った時から、あたしはずっと思っていたのよ。絶対にこの子は強くなれる。いつかあたしを追い抜いてくれる。旦那よりも強くなれるって」

「……意外すぎる言葉だな。子供の頃ころ、自分の弱さを母さんに八つ当たりしていたオレだぞ？　そんなオレに、どうしてそんな期待を……？」

「決まっているじゃない」

　こちらへと歩みを進め、母さんは力強く断言する。

「アンタが自慢の息子だからよ」と、言葉と共に穏やかに手を伸ばし、優しくオレの頭を撫なではじめる母かあさん。誇らしそうに、嬉うれしそうに……オレの成長を喜ぶように。

　母さんの手はとても温かい。子供の頃ころにもこうして頭を撫でて貰もらった記憶がある。多少の照れもあったが、母さんの手から無理には離れず、当時の事を思い出していたところ、「……お母さんって、いいな」

　不意にぽつりと、縁側でこちらの様子を見守っていたエルニが静かにこぼす。

「なんだか巴ともえさんを見ていたら、またお母さんのことを思い出した。わたしのお母さんは巴さんほど強くなくて不器用で、それに約束も守れなかったけど……」

　いまにも柔らかく匂におい立ちそうな愛いとしさを乗せて、

「でも優しい笑顔とか、涙なみだ脆もろいところとか、自分の子供が大好きなところなんかは、本当に巴さんによく似ているんだぞ？」

　自慢するような口振りとは裏腹に、

「すごくいいお母さんだったんだ。だから泣かせてばかりいないで、もっと笑わせてあげたかったな。わたしも忍しのぶみたいに、頭を撫でて欲しかったな……」

　乱れることのない口調とは裏腹に、彼女の表情からは寂しさだけしか感じられない。そしてそんなエルニを認め、母さんはゆっくりと縁側に足を伸ばす。

「ねえエルニ……エルニのお母さんは、もういないの？」

「うん。泣きながら死んじゃったんだ。ずっと昔のことなんだけどな」

　あっけらかんと、だけど声を震わせて、エルニが作った笑顔を滲にじませたところ、母さんは「そう……」と静かに頷うなずき、そっと彼女に手を伸ばす。

「エルニ、もしよかったら──」

　と、母さんはなにか大切なことを伝えようとしているように思えたが、突然この場の雰囲気を変えようとしたみたいに、エルニは慌てた様子で「あっ！」と声をあげるや否や、なにを思ったのか勢いよく立ちあがる。

「しまった！　懐中電灯だ！　かおるんに言うの忘れてた！」

　独り言にしては大きすぎる声。よほど大事なことなのか、それとも母さんが表情を曇らせたことが原因なのか、エルニは「電話してくる」と明るく振る舞い、すぐに縁側から家の中へと入って行き、そのとき見た彼女の背中は、何な故ぜかひどく小さく思えた……。



　夕食後すぐに、エルニは「聖ひじりからメールが来た！　いまから車で迎えに来てくれるみたいだ！」と携帯電話を片手にドアを開けたままリビングを飛び出して行ったと思ったら、部屋に戻っていたのだろう。今度はプラモデルを片手にコートを羽織って戻ってきた。

　が、リビングのみんなに「忍と一緒に聖とかおるんと星を見て来る！」と告げるなり、エルニは笑顔のまま急いで玄関へと駆け出す。

　ゲーム大会の優勝者権限を使い、今夜は聖とかおるんと一緒に星を見に行く約束をしたエルニ。それにオレも付き合うことになっているのだけれど、まだ聖ひじりからメールが来て数分も経たっていない。さすがに聖たちもそんなに早くは来られないんじゃないか？

　でもきっと楽しみで待ち切れないんだと思う。それならオレもエルニの傍そばで聖たちを待とうと考え、オレは彼女に倣い、自室でコートを羽織ったあと玄関に足を伸ばす。

　と、先程手に持っていたプラモデルだろうか？　なにやらエルニは笑顔で玄関の靴箱の上にプラモデルを飾っており、オレは何気なくそのプラモに目を向ける。

「そういえばそれ、この前マキナにプレゼントしようとして断られたやつだよな？」

「こんなにも格好いいのにひどい話だろう？　でもいいんだ。今日からこの子に南なん条じよう家の玄関を守ってもらう。わたしは自宅警備員を卒業したからな。保育園のアルバイトで忙しいんだ。マッドドッグの後任はこの子に頼む」

　エルニは「頼んだぞ」とひどく優しく、何な故ぜか少し寂しそうにプラモに手を添え、一方オレは改めて靴箱の上のプラモに視線を移し、軽く眉まゆをひそめた。

　エルニの後任にしては、ずいぶんと無愛想な顔をしているじゃないか……。



　……これは後から懐中電灯が必要になるかも知れないな。

　確かにいまは山のふもと近くにいるせいか、まだ薄暗い程度ですんでいる。時折だが周囲を照らす車のライトもありがたい。だけどおそらく山の頂上を目指すうちに、砂利道の両側にそびえた木々が星明りなどの光源を遮断し、足元が危うくなってしまうだろう。

　しかし星を見に行くとは聞いていたが、それを山の頂上で行うとは意外だった。ちなみに山に登ると説明されたのは、エルニと一緒に聖たちを待っているときである。

　もっとも、聖の方は事前にエルニから話を聞いていたのだろう。山道を歩くためか、彼女はきちんとジーンズを穿はいてきていた。けれどかおるんはといえば、これから山に登るというのに……何故かいつものメイド服姿だった。

　少し心配してオレが『スカートだと危なくないか？』と指摘してみたものの、かおるんは『完かん璧ぺきメイドなので平気です』と、妙に説得力のある口調でよくわからないことを口走り、そんな彼女が運転する車に揺られて約数十分。山のふもと付近の駐車場に車を停とめたのち、早速オレたちは頂上を目指して山道に入った。

　そんな中、どうやらエルニとかおるんは人数分の懐中電灯をきちんと用意していたようだ。オレと聖はそれぞれエルニとかおるんから懐中電灯を受け取り、揃そろって山登りをはじめる。と、先頭のエルニは少しはしゃいだ様子で足早に歩みを進めていき、聖はそのあとを追って控え目に注意を促す。

「エルニ、山道だしあたりも暗いんだから、あまり急ぐと危ないと思うぞ？」

「山道は慣れているから大丈夫だ。それに昔は何度もここに来たんだぞ？　目を閉じていても頂上に辿たどりつく自信がある！　一本道だしな！」

「あっ、エルニ！　走ると本当に危ないぞ！　ちょっと待って欲しい！」

　再び注意を促しつつも、小走りをはじめたエルニを追い駆けて行く聖ひじり。彼女たちとの距離は次第に広がっていき、気がつくとオレとかおるんはほぼふたりきりになってしまった。

「……こんな場所で忍しのぶ様とふたりきりでいると、なにやら身の危険を感じますね」

「それはこっちのセリフだ変態メイド」

「いえいえ、こっちで合っています。忍様の事ですから暗くら闇やみに乗じてわたくしを強引に押し倒した挙げ句、『はぁはぁ、あの二人なら当分戻っちゃこねえぜ。どうだい薫かおる、この機会に主とメイドの垣根を越えようじゃないか。今なら誰だれも見ていないしな』などと──」

「かおるん、楽しそうに立ち話しているところ悪いが、オレはもう先に行くぞ？」

　エルニと聖のことが少し気になる。とりあえずかおるんの妄言をスルーしたところ、

「……忍様、そんな素っ気ないことが言えるのもいまのうちですよ」

　心持ち拗すねたような表情を見せたのち、彼女は片手でスカートの裾すそを掴つかみ、手に持った懐中電灯で自身の美脚をチラチラと照らす。

　と、白く柔らかそうな太ふと股ももやスラッと伸びた長い脚に蠱こ惑わく的な光が注がれる中、かおるんは「ドキドキしますか？」とこちらに挑発的な微笑ほほえみを向けてくる。けれどオレは本心を押し殺し、煙草たばこを吹かす仕草と共に「──で？」と冗談で冷たくあしらってみた。

　途端、見る見るうちに膨れはじめるかおるん。

「なんですかその反応は。いくらなんでも冷たすぎます。なんのためにわたくしが無理をしてまでメイド服を着て来たと思っているんですか？　これも全てメイドフェチの忍様に喜んでいただこうと思ったからなんですよ？」

「なに言ってんだお前？　オレは別にメイドフェチというわけじゃないからな？　それよりも早いところエルニと聖を追い掛けないか？　ふたりとも心配すると思うぞ？」

「……忍様はわたくしとふたりきりですのに、聖ちゃんとエルニさんのことしか考えていないんですね。メイドはスルーですか。いいですよ。忍様がそんな態度を取られるのでしたら、わたくしにも考えがあります」

　あれ？　もしかして拗ねてる？　それともいつものジョークなのか？　かおるんの場合はよくわからない。わずかにオレが戸惑う中、彼女はこちらに背中を向けて近くの木の幹に片手を添え、軽くお尻しりを突き出すような姿勢を取る。

　……なんだそのセクシーポーズは？

　オレが少し怪け訝げんに感じていたところ、なにを思ったのか、かおるんはこちらにお尻を向けたまま、空いた片手でゆっくりと自身のスカートの裾をたくしあげていき、両目に飛び込んで来たのは、悩ましい黒のパンツに包まれた形の良いヒップ。

「……ちょ、ちょっと待てかおるん。お前は一体なにをやっているんだよ？」

「ふふ、忍様はわたくしと一緒にいてもドキドキしないのでしょう？　先程のように、煙草たばこを吹かす真ま似ねでもして無視すればいいではありませんか」

　オレの動揺を他よ所そに、かおるんは誘惑するように笑い、こちらに見せつけるように、さらにお尻しりを突き出してくる。

　無防備にも晒さらされたまろやかなヒップ。それを扇情的に左右にぷりぷりと揺り動かし、上下に弾ませながら、かおるんはからかうようにこちらへと目を向ける。

「もし忍しのぶ様が素っ気ない態度を取ったことを謝ってくださるのなら……」

　色っぽく言葉を止め、かおるんは吐息混じりに続ける。

「お姉さんが、お尻でいっぱい気持ち良くさせてあげますよ？」

　どこか演技でもするように、かおるんは腰をくねらせる。彼女の動きに合わせて、肉付きの良いヒップがプリンのように甘美に震え、まるで誘うみたいだった。

「早く謝ってください。そうしたら、お姉さんのお尻を揉もみ揉みさせてあげますよ？　お姉さんのお尻、好きに使ってもいいんですからね？」

　豊かなお尻であでやかに円を描き、心なしか頬ほおを赤らめていくかおるん。

「忍様、下着も脱いだ方がいいですよね？　その方が、お姉さんの魅力がもっとわかるでしょう？　よろしければ……パンツを脱がせてください」

　艶つややかで甘い囁ささやき。上気した頬に色気漂う挑発的な視線。その上、偶然にも近くを通りかかった車のライトが、かおるんの悩ましい仕草を眩まぶしく照らしていた。

　ひょっとしたら悪戯いたずらだという可能性だってある。相手はかおるんだ。下手なことをしたら、『冗談を本気にしないで下さい。通報しますよ？』と真顔で言われそうな気もする。

　しかしもう突っ込みができないほど理性が乱れていた。きっと彼女のお尻には見事な張りと心地良い弾性が……いやいかん。ついつい桃もも尻じりから目が離せなくなっていたところ、予期せずパキッと木の枝が折れるような音が妙に大きく周囲に響いた。

　……なにやら人の気配がする。かおるんもそれに気づいたのか、瞬く間に表情を硬くしていき、そんな彼女と共に音のした方向に目を向けてみたところ、まさに不安が的中。

　オレたちの視線の先には、エルニと聖ひじりの姿。なにやらエルニはどこか気まずそうな顔をしており、聖に至っては軽く半泣きである。そしてそれを認めたかおるんは慌てて姿勢を正し、動揺のためか、その声を微かすかに上擦らせる。

「えっと、エルニさんも聖ちゃんも一体いつからそこに……？」

「……ごめん薫かおるさん。私、忍くんと薫さんがそんな関係だったなんて全然知らなかったんだ。ふたりが心配で戻ってきたんだけど、なんか邪魔しちゃったみたいでごめん！」

「いえいえ！　誤解ですよ聖ちゃん！　いまのはただの冗談であり悪戯です！　忍様が素っ気なかったので、年上のお姉さんの魅力を知って頂こうかと思っただけですよ！」

　勢いよく背中を向けて走り出す聖。その背を慌てて追い掛けていくかおるん。対してかおるんの言葉からなんとなく状況を察してくれたのか、エルニはぽんと労いたわるように、無言でオレの肩に手を載せてくれた。

　が、それにしても星を見る前にこんなハプニングが起こるとはな……。

　ついため息がこぼれそうになったものの、それからふたりを追いかけ、しばらくして頂上に辿たどり着いた頃ころには聖ひじりの誤解も解け、かおるんも普段の落ち着きを取り戻していて、そして先程のため息はすっかり感嘆の吐息へと変わっていた。

　山の頂上。そこはちょっとした広場になっていて、切り倒されたのか、周囲に木々の姿もほどんとなく、人為的に草木が刈り取られたスペースが広がっている。そして頭上に広がるのは、目を奪われるような満天の星空。これはすごいな……。

　いつも見上げているものとは全く違う姿だ。四方八方全すべてに、見渡す限りに星が見え、他ほかに明かりはない。手を伸ばせば星に届くような、また自分が空に浮いているような感覚があり、少し大おお袈げ裟さかも知れないが、まるで宇宙にでもいるみたいな気分だった。

　きっとそれはみんなも同じなんだと思う。聖は星空を見上げて目を輝かせ、かおるんはは珍しく感動したようにうっとりした吐息をこぼし、オレも星空に心を惹ひかれたまま、とりあえずその場に腰を下ろす。

　と、近くにいたエルニがいそいそとこちらの膝ひざの上に載って満足そうに頷うなずき、それを見た聖は星空から視線を移し、おずおずと口を開く。

「あの、なんでエルニはそんな羨うらやま──コホン。なんでそんなところに座るんだ？」

「決まっているじゃないか。忍しのぶの膝の上はわたしの特等席だからだぞ」

「はい、その通りです。忍様の膝の上はエルニさんの特等席ですよ聖ちゃん」

「薫かおるさんがあっさり納得した!?」

　わずかに聖が目を丸くする中、かおるんはこちらの左隣に腰を落ち着かせるや否や、オレの腕に美乳を擦こすりつけるようにして抱きついてくる。そして聖もかおるんに倣い、控え目ながらオレの右腕に質感たっぷりの乳房をソフトタッチで押しつけてきた。さらに膝の上から伝わるのは、甘い弾力のあるエルニのお尻しり。

　それらの感触を受け、次第に心臓が大きな鼓動を刻みはじめ、緊張のためオレが無言になっていたところ、みんなと一緒に星を眺めながら、かおるんがぽつりともらした。

「……こんなにも綺き麗れいで大きな星空を目の当たりにしていると、なんだかわたくしの悩みがちっぽけに思えてきますね」

「お前の悩み？　なんだ？　常に周りを悩ませていることか？」

「はい、この悩ましいボディでいつも忍様を悩ませてしまって申し訳ないです──と、言いたいところなのですが、残念ながらそうではありません」

　本当に思い悩んでいるのか、かおるんは微かすかに声を落とす。

「少し前にもお話したとは思いますけど、もうじき新しいメイドさんが我が家にいらっしゃるのです。おそらく年が明けた頃には、その方も我が家で暮らすようになるでしょう。ですが実はそのことで……ちょっと悩んでいるのです」

　……新しいメイドさんか。確かにかおるんの言う通り、以前その話を聞いたことがある。

　なんでもかおるんも聖ひじりと一緒に大学を受験できるようになったため、彼女が受験勉強に専念できるようにと、五ご行ぎよう家の当主、宗そう悟ごさんの取り計らいで新しいメイドさんを呼ぶことが決まっているらしい。しかしなにに悩んでいるのか、かおるんは心持ち表情を曇らせており、オレはそんな彼女に、なるべく柔らかく言葉を掛けた。

「かおるん、相談があるのならいつでも乗るからな？　オレでよければ力になるぞ？」

　少しでもかおるんの気分が楽になればいい。そう思って気持ちを伝えたところ、

「……それでは冬休みのときにでも、忍しのぶ様にひとつご相談しますね」と、意味深な言葉を残し、それ以上話すつもりはないのか、かおるんは黙って再び星空を眺めはじめ、みんなもそれに倣っている間、ふとエルニが聖とかおるんの顔を交互に見つめはじめた。

「なあ、聖もかおるんも喜んでくれているみたいだけど、もしかしてここに来るのははじめてなのか？」

「うん。私も薫かおるさんもこんな素敵な場所ははじめてだぞ」

「宗悟に教えて貰もらったりはしていないのか？」

「父とうさんに？　いや、それはないと思うけど……どうして急に？」

　聖の質問には応じず、エルニは「……宗悟も律儀だな」と、頬ほおを緩めて続ける。

「この場所はな、わたしの思い出の場所で、実はわたしの宝物なんだ。だから忍に見せてあげたくて、聖とかおるんには……わたしの宝物をプレゼントしたかった」

「私と薫さんに？　いいのか？　エルニの宝物なんだろう？」

「聖とかおるんだったらいいんだ。大好きなふたりにプレゼントしたい。それにこの場所を教えてくれた人が、宗悟がわたしに言ってくれたんだぞ？」

　懐かしむように優しく目を細め、エルニはもう一度星空を見上げる。

「エルニ、この場所は私のたった一つの宝物だった。だけど今は違う。この場所は、逃げ場所はもう私には必要ない。だから私の宝物をエルニにプレゼントするよ。この場所はエルニ以外には教えない。ここはエルニだけのものだ。もしエルニが私のように誰だれかにプレゼントしたくなったら、その時は迷わなくていいからな──って、そう言ってくれたんだ」

「父さんが、エルニにそんなことを？」

　わずかに目を見張りつつも、聖は思い出したように「そういえば」と口を開く。

「はじめて会ったとき、エルニは退魔士のことや、五行の家柄が焔ほのおを使って退魔を行うことも知っていたけど、ひょっとして父さんから教えてもらったのか？」

「うん。わたしと宗悟は友達だからな。霊符の使い方だって教わったこともあるんだぞ？　ほんとに大切な友達で、昔は悩みなんかも聞いたことがあったから、こうして聖と出会って、宗悟の娘だとわかったとき、実はすごく嬉うれしかったんだ」

　もう一度聖ひじりとかおるんに目を向け、エルニは満面の笑みを浮かべる。

「ひとりぼっちだった宗そう悟ごに、こんなにも素敵な娘がふたりもいる。格好いい息子がいるとも聞いた。だからいま宗悟は幸せなんだって、わたしがいなくなってからも、ちゃん笑えていたんだなって思って……本当に嬉うれしかったんだ」

　温かな気持ちを伝え、エルニはやんわりと聖の肩に小さな手を載せる。

「聖の父親は、少しだけ忍しのぶと似たところがある。昔落ちこぼれだなんて言われ続けても、負けずに頑張って五ご行ぎよう家の当主になった強い人なんだ」

「……父とうさんが、落ちこぼれ？」

「知らなかっただろう？　でもそんな強い宗悟なら頼りになる。だからこの先聖が家を継いだあと、なにか困ったことがあれば、いつでも宗悟が助けてくれると思う」

　微笑ほほえみながら、エルニはじっと聖を見つめる。

「聖はひとりで抱え込んじゃうところがあるから、辛つらいときはちゃんと周りを頼るんだぞ？　聖の傍そばには忍やかおるんや宗悟、それにルナたちがいる。あんまり無理ばかりすると忍に怒られちゃうからな？　これからも気をつけるんだぞ？」

「ふふっ、忍くんに怒られちゃうのはいやだから、エルニの言う通り、私もちゃんとみんなを頼るよ。心配してくれてありがとうエルニ。でもどうして突然そんな話を？」

「なんだか昔を思い出して、それで言いたくなっちゃったんだ」

　自分の想おもいを溢あふれさせるように、エルニは笑みを濃くしたのち、今度はゆっくりとかおるんに視線を移し、その声音を一層優しいものに変える。

「かおるんは、出会った頃ころよりも少し変わったな。前よりも魅力的になったと思うぞ？　たくさん笑ってくれるようになって、わたしはかおるんの笑顔を見るのが大好きだ」

「……そう言っていただけるのは嬉しいのですが、もしわたくしが変われたというのなら、それはエルニさんのおかげでもあるんですよ？」

　いつもの冗談もなく、かおるんの口調はとても穏やかだ。

「エルニさんは、あのときのことを覚えていますか？」

「ん？　あのときっていつだ？」と、小首を傾かしげるエルニに、かおるんは「夏休みのときですよ」と柔らかく返し、微笑みを湛たたえながら言葉を続ける。

「わたくしが退魔の訓練から逃げ出して、忍様のお爺じい様の別荘に匿かくまってもらって、お祭りの花火が終わったあとのことです。わたくしが母親の話をしたときに、エルニさんが母親に会いに行った方がいいと、そう勧めてくれました」

　……物心がついた時から、退魔の組織にいたかおるん。彼女は長い間ずっと退魔の組織から道具のような扱いを受け続け、自分が母親に捨てられたのだと、そう思い込んでいた。

　そんな彼女に、母親に会いに行くべきだと促したのはエルニだ。

　当時のことを思い出しているのか、かおるんは星空へと視線を戻し、

「エルニさんがわたくしに言ってくださった言葉は、いまでも全部覚えていますよ」

　穏やかな口調のまま、静かにエルニの言葉を反はん芻すうする。

　──人間は、いつか死んでしまうんだ。それが明日なのか、一年後なのかはわからない。極論かも知れないけど、明日会わなかったら、もう会えないかも知れない。訊ききたいことがあるのなら、母親の口から真実を訊いた方がいい。

　かおるんには聖ひじりもいる。かおるんにはちゃんと帰る場所がある。ほかの連中の言葉に耳を貸さなくてもいい。家族だと言ってくれた、聖の言葉だけを信じればいいんだ──。

　自分に伝えられた想おもいを愛いとおしそうに紡ぎ、かおるんは花が咲いたように笑う。

「エルニさんが背中を押してくれたおかげで、わたくしは母親と会う勇気がもてました。実際に母親と言葉を交わして、色んなことがわかって、それでわたくしも少しは変われたんだと思います。あのときは自分のことで手一杯で、いままで言えませんでしたが……」

　ゆっくりと言葉を止め、かおるんはエルニへと微笑ほほえみを送る。

「エルニさん、わたくしを後押しして下さったとき、泣きそうになりながらも辛つらい役を引き受けてくれて、本当にありがとうございました。エルニさんみたいな素敵な方と友達になれて、すごく嬉うれしいです。わたくしもエルニさんの笑顔を見るのが大好きですよ」

「……かおるんが喜んでくれたのなら、わたしはそれだけで満足だ。かおるんもわたしの大切な友達だからな。かおるんは冗談を言いながらも、みんなのことを後ろで支えてくれる。みんなを楽しませようと頑張ってくれる。わたしの方こそありがとう、かおるん」

　エルニの表情は……いつもとは少し違っていた。

　普段の明るい笑顔とは違う、目を細めて密ひそかに微笑む姿は、どこか大人びて見える。

　エルニはその表情を浮かべたまま、そっとこちらの膝ひざの上から降りて立ちあがり、やんわりと手を伸ばして、かおるんの頭を撫なでながら優しく告げる。

「いつの日にか、かおるんも自分の母親に甘えられたらいいな。ちゃんと『お母かあさん』って、そう呼んであげたら……きっと喜んでくれると思う」

　温かなエルニの言葉。その中に微かすかだが、どこか羨うらやむような響きがあった気がする。しかしそれについてこちらが考える間もなく、エルニは大きく両手を広げたかと思ったら、ぎゅっとオレと聖とかおるんを抱き締め、そのまま笑顔の花を咲かす。

「今日は忍しのぶたちと一緒に来られてよかった。聖とかおるんにプレゼントができて本当によかった。わたしは三人とも大好きだからな」

　それは短い抱擁だった。エルニはすぐにオレたちから離れて踵きびすを返し、それから星空の下で舞い踊るように、両手を広げたままくるくると回る。

「なんだかいいな。すごく嬉しいな」

　満天の星の下、エルニは踊り続ける。

　声を弾ませて緩やかに、そしてとても鮮やかに……。

　そんな彼女の一挙一動が、オレにはとても愛らしいものに思えた。ずっと踊るエルニを眺めていたかった。きっと聖ひじりもかおるんも、オレと同じような気持ちなのだろう。

　ふたりとも口を閉ざして、柔らかな微笑ほほえみを浮かべてエルニのことを見守っていて、このとき胸に感じたのは、ひどくありふれた、なんだかチープな幸せ。だけどそれがすごく大切なものに思えたから、

「──また、一緒に来ようなエルニ」

　約束を交わすように、オレはエルニにそう告げる。

　けれどオレの声が届かなかったのか、それとも聞こえないふりをしているのか、エルニからの返事はない。ただその代わりに、微笑ましい踊りのあと、エルニは再びオレたちに抱きつき、今度はなかなか離れようとしなかった……。
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　ゲーム大会の優勝者権限。エルニはそれを迷いなく使い、聖とかおるんと星を見に行った翌日。休日ということもあり、エルニは朝からルナとマキナとなずな、そしてオレを連れて電車に乗って二駅離れた街へと繰り出した。

　そしてその街で映画館に立ち寄ったり、カラオケを楽しんだりと……みんなと一緒に過ごす、なにか特別なことがあるわけでもない、ただの平凡な休日。

　でもそれが嬉うれしくて仕方がないのかも知れない。エルニは時折デジカメでみんなの姿を撮りつつ、彼女の笑顔が途切れることはなかった。が、みんなと遊ぶうちに瞬く間に時間は流れ、残念ながらルナは夕方からバイトのシフトが入っているらしく、名残惜しさを覚えつつも彼女と別れた後、残りのメンバーと共に訪れたのは、街の駅前近くの猫カフェ。

　ルナが不在ながらもみんなと揃そろって中に入ると、広い店内には色んな種類の猫たちが放し飼いにされており、右手側には喫茶スペース。左手側には猫と触れ合うための遊具が揃っていた。おそらく来店者が猫と遊ぶための場所なのだろう。

　とりあえずオレが受付を済ませ、エルニがデジカメ片手に受付のお姉さんと話している間、猫好きのなずなはもちろん、案外動物好きのマキナも目を輝かせ、

「にゃあにゃあ！」

「にゃあにゃあ──コホン。ちょっと待ちなさいなずな。店内で走ったらダメよ？」

　ご機嫌な様子で駆け出すなずな。それに一瞬つられたものの、マキナは咳せき払ばらいと同時にお姉さんを装う。けれど両頬ほおの緩みは抑え切れておらず、なずなが近くの猫二匹とすぐに仲良くなる中、マキナも笑顔で猫たちのもとへと急ぐ。だがしかし、

「え？　あ、あら？　どうして？」

　不思議とマキナが近づいた瞬間、ほとんどの猫たちが足早にその場から逃げ去って行く。

　おそらくマキナもはじめのうちはただの偶然だと思ったのだろう。彼女は笑顔のまま再び猫たちへと歩みを進めたものの、何な故ぜか悉ことごとく避けられてしまい、それを認めたエルニはなにか思いついたのか、傍そばにいた猫たちに「にゃあにゃあ」と話し掛けていく。

　すると猫たちもエルニに返事をするように鳴き声をあげ、まるで会話でもしているみたいだ。いや、みたいではなく、ひょっとしたら本当に会話をしているのかも知れない。

　……そういえば夏休みのとき、友人の浅あさ田だが飼っている犬、モモを預かった際、エルニは『わたしは神だからな！　動物ともお喋しやべりすることだってできるんだ！』なんて言いながら楽しそうに犬と話していた記憶がある。

　などと当時のことを思い返していたところ、なにやらマキナが背中を丸め、なんともしょんぼりとした姿でこちらへと戻って来た。

「ねえ忍しのぶ、どの猫もあたしと一緒に遊んでくれないの。なずなとはあんなにも仲良しなのに、一体どうして？　あたし、なにか嫌われることでもしたのかしら？」

「な、なんと言うかその……」

　慰めの言葉が見つからず、オレが返答に詰まる中、どうやらエルニは猫たちとの会話を終えたようだ。彼女は一匹の三毛猫を胸に抱き、続いて柔らかくマキナに声を掛ける。

「マキナ、この子なら一緒に遊んでくれると思うぞ？」

「……本当？　逃げられたり威嚇されたりしない？」

「きっと大丈夫だ。この子もマキナに興味があるみたいだからな」

　優しくエルニに「抱っこしてあげてくれ」と三毛猫を手渡され、マキナは半信半疑といった様子でその猫を自身の豊かな胸に抱く。するとエルニの言った通り、猫は逃げることもなく嬉うれしそうに頬ほおをすり寄せ、見る見るうちにマキナの表情が明るくなっていった。

「忍、この子うちで飼ってもいい？」

「……店の子に手を出すのはやめておきなさい」

　まあ気持ちはわかるが、オレはマキナに軽く注意を促して近くのテーブルにつく。

　と、マキナは胸に三毛猫を抱いたまま、戻って来たなずなは猫を三匹ほど引き連れつつ、それぞれこちらの両脇わきに腰を落ち着かせた。ちなみに猫が懐いてくれて嬉しかったのか、マキナまでなずなと一緒に「にゃあにゃあ」と愛らしい鳴き声をあげはじめ、そしてエルニはといえば、また懐からデジカメを取り出し、笑顔でオレたちの写真を撮っていく。

　……あとでエルニに写真を見せてもらおう。

　なんてことを考えていたところ、テクテクと白い毛皮の猫がこちらへとやって来たと思ったら、ぴょんとジャンプをしてひとの膝ひざの上に緩やかに着地。それからゴロゴロと上機嫌に喉のどを鳴らしはじめたので、オレはその白い猫をそっと抱き寄せてみた。

　……こうしていると、飼い猫のカガリのことを思い出すな。しかしあいつも嫉しつ妬と深い性格をしていたから、オレがこんな風に他ほかの猫なんかを触っていたら怒るかも知れない。

　などと飼い猫に思いを馳はせている間、抱きかかえていた猫が顔を寄せ、甘えるようにオレの頬ほおを舐なめてきた。おお、やはりカガリと同じで猫の舌はザラザラしている。懐かしさを覚えつつも、とりあえず猫の顎あごの下を撫なでてやっていたところ、何な故ぜかマキナがこちらを見つめて小さく頬を膨らませ、オレが抱いていた猫をやんわりと押しのけるや否や、

「……ちゅっ……んん……」

　不意にオレの口の端辺りにキスをするだけに留とどまらず、猫を真ま似ねるようにこちらの頬を控え目に舐めてきた。おお、猫とは全然違うな。心を鷲わし掴づかみにされそうなほど柔らかな唇。滑らかな舌先。その感触に酔いそうになりつつも、オレは驚きと共に慌てて口を開く。

「マ、マキナ、こんな人前でなんてことをしているんだよ？」

「……ただのスキンシップよ」

　そのわりにはやけに頬が赤く、どうしてかマキナは拗すねたようにそっぽを向く。

　と、そこで、エルニが撮影の手を休め、くすりと笑ってマキナに目を向ける。

「ふふ、マキナは猫に少し嫉しつ妬としちゃったんだな」

「ええ、この子が忍しのぶに羨うらやましいことをしていたから──って、突然なにを言い出すのよエルニ！　あたしは嫉妬なんかしていないわ！　忍も誤解しないで！」

「……ああ、わかってる。大丈夫だマキナ。オレ全部わかってる」

「なによそのウソくさい顔は！　欠片かけら程もわかっていないでしょう！」

　さすがにバレたか。もう堪こらえ切れずにオレが笑い声をもらしてしまったところ、マキナは真っ赤になりながら「嫉妬じゃないからね！」と念を押すように繰り返し、そんな中ふと見ると、どうしてか店内の猫たちがエルニの足元へと集まって来ていた。

　なにやら猫たちはそれぞれ鳴き声をあげ、まるで遊んでくれとエルニに甘えるようにも見える。けれどエルニはデジカメ片手に頬をかき、微苦笑混じりに猫たちに応じた。

「う～ん、悪いんだけど、いまわたしは写真撮影で忙しいんだ。遊ぶのなら忍たちや他ほかのお客さんたちと──って、うわっ、急になんだ。こらこらダメだぞ？」

　彼女の制止にも耳を貸さず、猫たちは次々にエルニの両肩や頭の上に載り、服の袖そであたりにもしがみつき、

「……まったく仕方がないな。よし！　こうなったらみんなまとめて遊んであげるぞ！」

　はじめのうちは遠慮がちだったエルニも乗り気になり、彼女を中心に、次第に猫たちの輪が広がっていく……。

　実に心和む光景だった。いつしか店内の客たちも彼女の姿を目で追うようになり、猫に夢中だったなずなもエルニに視線を移し、なにか思いついたのか、笑顔で声を弾ませる。

「ねえエルちゃん、マキナお姉ちゃん、実はね、うちでも猫を飼っているんだよ？　カガリちゃんっていうの。いまは出張中のお父とうさんと一緒にいていないけど、きっとお正月には帰ってくると思うから、そのときにふたりに紹介するからね」

「……あたし嫌われたりしないかしら？」

「へ、平気なんじゃないかな？　確かにカガリちゃん、知らない女の人がお兄ちゃんと仲良くしていると怒っちゃうところがあったよ。でもお兄ちゃんに抱きついたりキスしたりしない限りは、たぶん大丈夫だと思うの」

「そ、それは全然大丈夫じゃないわよ！　もしその猫が帰ってきたら、あたしやお姉さまが忍しのぶに抱きついたりキスしたりするたびに怒られるってことよね？」

　途端に表情を曇らせてマキナが「あたし絶対に嫌われちゃうわ！」と、涙目になったところ、なずなはひどく目を泳がせ、助けを求めるようにエルニへと視線を投げる。

「そ、そうだ。エルちゃんは猫さんともお話ができるんだよね？　それならカガリちゃんが帰ってきたら、マキナちゃんとの仲を取り持ってあげてくれないかな？」

「それは別に構わないけど……」

　何な故ぜか歯切れ悪く頷うなずき、言葉の途中で誤魔化すように写真撮影を再開させるエルニ。一方オレは怪け訝げんに思いながらも、話題を変えるようにエルニのデジカメへと目を向けた。

「……今更だけどお前、店内で撮影なんかしても大丈夫なのか？」

「ふふ、問題ないぞ忍。さっき受付のお姉さんにちゃんと許可を貰もらったからな」

　心配ないと言わんばかりにＶサインを作るエルニ。そういや店に入ったとき、受付のお姉さんとなにか話していた気がする。案外手際がいいんだな……。

　少し意外に感じつつ、オレは再びエルニのデジカメに視線を向ける。

「しかしお前、最近よく写真を撮っているよな？　やっぱりかおるんの真ま似ねなのか？」

「……そうだな。かおるんも言っていたけど、どうしても思い出はいつか色いろ褪あせてしまう。だけど写真という形で記録に残しておけば、いつでも笑顔のみんなと再会することができるんだ。だからこの写真があればもう……」

　その先に続く言葉は……一体なんだったのだろう？　エルニはそっと口を閉ざし、愛いとおしそうにデジカメを撫なでながら、どこか寂しげに微笑ほほえむ。

　……このとき不意に覚えた違和感。その正体に誰だれも気づかず、また誰も気にも留めないまま、みんなで猫カフェを満喫したのち、オレたちは揃そろって店を後にする。

　しかしそれだけではまだ物足りなかったのかも知れない。エルニはしきりに『まだ遊ぼう』とこちらを誘い、そんな彼女に促されるまま、オレたちはゲームセンターに足を運んだり、ウィンドウショッピングをはじめたりと……もう十二分に休日を楽しんだ。

　そんな中、何故かエルニだけはうちに帰ることを渋り続け、まるで今日が最後だと言うように、時間の許す限りはみんなと遊ぼうとしていた。

　しかも帰宅してからはバイトに行ったルナの代わりに、エルニはマキナとなずなと一緒にご飯を作りはじめ、さらに夕食後。彼女はマキナとなずなを交えて今度はリビングでゲームを楽しみ、今日は不自然なぐらいみんなの傍そばにいる。

　その姿を見ているうちに、先程猫カフェで覚えた微かすかな違和感。それが次第に膨らんでいき、オレは風ふ呂ろからあがったあと、みんなの様子を見るためにリビングへと向かった。

　するとリビングのソファーにはエルニとマキナとなずなの姿。おそらく遊び疲れてしまったのだろう。マキナとなずなはうとうとと船を漕こぎ、エルニに膝ひざ枕まくらをして貰もらっていた。

　そしてエルニはマキナとなずなの頭をそれぞれ慈しむように撫なではじめ、その姿はまるでふたりのお姉さんのようにも思える。

　……邪魔をするのも悪いか。オレはすぐに部屋のドアを閉めようとしたのだが、

「ふたりとも、そのままでいいから聞いてくれ。ふたりに大事な話があるんだ」

　不意に響いた、エルニの優しく真剣な声音。覚えずオレがドアノブを掴つかんだ手を止める中、エルニは穏やかに目を細め、ゆっくりと言葉を紡ぐ。

「きっといまのマキナなら、この先ずっと人間界で暮らしていけると思う。だからもう安心してもいいんだ。もっと素直になってもいい。もっと甘えてもいい。みんなならそれを許してくれるはずだ。ただ、みんなに甘えた分は、なにかの形でちゃんと返さないといけないからな？　それだけは覚えておいてくれ」

「……ええ……わかったわ……でも今日のエルニ……なんだか変よ……」

　半ば眠りの世界に入っているのか、目を閉じたままマキナが小さくそう返すと、エルニはやんわりと微笑ほほえみ、そのままそっとなずなに視線を落とす。















「もしかしてだけどな、なずにゃんは忍しのぶみたいになりたいんじゃないのか？」

「うん……そうだよ……お兄ちゃん格好いいから……大好きなの……」

「それならなずにゃんは、これから忍のことをいま以上によく見ておくといい。才能のない人間の弱さや優しさ、それに強さを目の当たりにしていれば、きっとなずにゃんにも色んな世界が見えてくるはずだ」

「エルちゃんの言うこと……難しくて……よくわからないよ……」

「いまはまだわからなくてもいいんだ。でも忘れないで欲しい。なずにゃんには忍にはない才能がある。それでもただの天才の世界は、ある意味で狭くて脆もろいんだ。なずにゃんなら大丈夫だと思うけど、本当に強くなりたいのなら、忍から目を離しちゃダメだぞ？」

「にゃあ……」と、いまにも寝入りそうになりつつも、なずなが小さく返事をしたところ、

「……ルナにも、ちゃんと伝えないとな……」

　小声でなにかを呟つぶやき、エルニは再びふたりの頭を撫なでながらそっと口を開き、ふと温かな歌声を奏ではじめた。それは異国の子守唄うた。全すべてを包み込むような柔らかなメロディー。こちらの戸惑いや不安を打ち消してしまうような、愛いとしさに溢あふれた声音。

　気がつくとその歌声に酔い痴しれてしまい、オレが半ば呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていたところ、いつしか子守唄は途切れ、エルニがこちらへと足を伸ばし、扉の前でひとの顔を見るや否や「うわっ！」と素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「びっくりした。いつからそこにいたんだ忍。ひょっとして盗み聞きでもしていたのか？」

「あっ、いや、その……すまん」

「う～ん、ダメだ！　今日は謝っても許さないぞ。罰としてマキナとなずにゃんを運ぶのを手伝ってくれ。このままだとふたりとも風邪を引いちゃうからな」

　そう言われてエルニの視線の先を追うと、ソファーには仲良く眠りこけているマキナとなずなの寝姿。確かにこのままふたりを放ってはおけないし、おそらくエルニの言う罰というのも冗談なのだろう。しかし未いまだに子守唄の余韻があり、オレは少しぼんやりとしたまま、エルニと一緒にマキナとなずなを順番に部屋のベッドへと運んでいく。

　と、それが終わったところで、エルニは「今日中じゆうにクリアしないとな」と独り言のようにこぼし、ゲームの続きでもするつもりなのか、足早にリビングへと戻っていった。

　対してオレは彼女の背中を見つめたあと、自室に戻ってベッドの上に寝転がる。

　……先程エルニがマキナとなずなに伝えた言葉。あれがまるで別れの言葉のようにも思え、一度消えたはずの不安が蘇よみがえってくる。もしかしたら、エルニはまだ……。

　そう考えるたびに不安が増していく。けれど確信があるわけではない。勘違いだという可能性だってある。このままで大丈夫なはずだ……と、時間を掛けて気持ちを落ち着かせたのち、オレは部屋の壁時計に目を留め、ベッドの上でゆっくりと上体を起こす。

　もうじきルナがバイトから帰ってくる。そしたらきっと、エルニは笑顔でルナを出迎えるに違いない。その姿を傍そばで見ていたくて、オレが自室を出てリビングに足を伸ばしたところ、その途中ではたと母かあさんと鉢合わせた。

　なにやら母さんは胸にアルバムを抱えていて、オレは軽く興味を覚えて訊たずねる。

「……ひょっとして、父とうさんにオレたちの写真でも送るのか？」

「違うわよ。これはエルニが撮った写真。ちょっと現像を頼まれたのよ」

「へえ、そうなのか……」

　しかしかおるんの真ま似ねとはいえ、一冊のアルバムができるほど写真を撮っていたとは知らなかった。オレが短く相あい槌づちを打つ中、どうしてか母さんはわずかに表情を曇らせ、アルバムをエルニに届けるためか、踵きびすを返してリビングへと向かう。そこでオレも母さんに続いたところ、リビングのソファーの上で、今度はエルニが丸くなって眠っていた。

　多分、マキナたちと同様に遊び疲れてしまったのだろう。オレと母さんは顔を見合わせ、互いに小さく微笑ほほえみながら、そっとエルニへと近づいていく。

「おーいエルニ、こんなところで寝ていたら風邪を引く──」

　瞬間、覚えず自分の言葉が宙に消える。おそらく母さんも異変に気づいたのだろう。オレたちは一様に口を閉ざし、そのまま掛ける言葉を見失った。

　ただ眠っているだけだと思っていたんだ。けれどそれは違う。エルニはひどくうなされていて、小さな身体からだをわずかに震わせて、

「……ごめんな。お母さん」

　いまにも消え入りそうな言葉と共に、閉ざされた瞳ひとみから涙が滲にじみはじめ、彼女の口から聞き覚えのない人たちの名前が次々とこぼれ、そのたびにエルニは謝罪を繰り返す。

　ごめんな、ごめんな……と、掠かすれた声で幾度も繰り返す。

　困惑と動揺のためか、オレも母さんもなにもできずに息を止める中、エルニはうなされながら、頼りなく自身の手を宙に彷徨さまよわせる。その手を母さんが静かに握ると、掌てのひらのぬくもりを受け、エルニは安心したように口元を結ぶ。

「よかった。そこにいてくれたんだ」

　母さんの手を強く握り返して、彼女はうっすらと瞼まぶたを開き、

「お母さん、怖い夢を見たんだ。みんなが……」

　悲しく揺らいだ視線で、きっとここではないどこかを見ていたのだろう。儚はかないまどろみを終えた紅の瞳は、

「あぁ──」

　夢から覚めたエルニの瞳は、見る見るうちに色を失っていき、

「…………そうか。みんなはもういないんだ」

　感情が消えた声と同時に、彼女の心が音を立てて軋きしんでいくように思えた。そこからは言葉もない。開かれた口からは泣き声さえあがらず、ただ瞳から溢あふれた涙が止まることはなく……エルニは声もなく泣いた。だけどオレたちの前だからだろう。

　彼女は誤魔化すように笑おうとして、けれど失敗して、歪ゆがめた表情のまま何度も何度も失敗を繰り返して──堪こらえ切れずにオレはエルニを強く抱き締めた。

　……エルニは眠りが浅い。寝付きも悪い。よくうなされて泣いていた。

　唐突にマキナの言葉が脳裏を過よぎる。確かにはじめてうちに来たときも、エルニはうなされて泣いていた。さっきみたいに聞き覚えのない人たちの名前を呼んで、ずっと嗚お咽えつをもらし続けていた。

　けれどいつでも明るく笑っていたから、みんなの前ではそう振る舞っていたから、だからいままで忘れていたのかも知れない。そしてオレが忘れている間、エルニはこんな風にずっと泣いていたのだろうか？　そう思うと彼女を抱き締める腕に力がこもり、

「……泣いてもいいんだよ、エルニ」

　抱き締めた腕を震わせながらも、オレは言葉を絞り出す。

「いつも笑ってなくてもいい。我慢なんかしなくてもいい。みんなの前で泣いてもいいんだよ。ずっと傍そばにいるから、だからもう……ひとりで泣かないでくれ」

　必死で伝えた想おもい。強く抱き締めた腕。その両腕の中の彼女に、オレの言葉はどこまで届いたのだろうか？　エルニはなにも言わず、オレの背中に腕を回してくれた。でも彼女の腕はひどく力無く、わずかな抱擁のあと、エルニは泣くことをすぐにやめてしまい、

「あっ、もうこんな時間じゃないか！」

　わざとらしくリビングの壁時計に視線を移して、

「もうすぐルナが帰ってくるな。せっかくだから、今日は家の前でルナを出迎えよう！」

　あからさまに話題を逸そらしてこちらから離れ、戸惑う母かあさんの隣を素通りして、彼女は逃げるようにリビングを飛び出していく。

　……きっと想いが届かなかったわけじゃない。確かに伝わったと思う。だけどそれを受け止めることを、エルニは拒んだんじゃないだろうか？

　じわじわと再び膨らんでいく不安。それを鎮めようとオレが胸に手を当てていたところ、去り行くエルニを目で追ったのち、母さんがため息と共にぽつりとこぼした。

「最近変わったと思ったんだけど、やっぱりエルニは……ルナちゃんたちとは違うのね」

「ルナたちとは違う？」と、言葉の意味がわからず訊きき返すオレに、母さんは微かすかに眉まゆ尻じりを下げ、胸に抱えていたアルバムを差し出して応じる。

「このアルバムはね、エルニの新しい宝物だそうよ。写真のプリントアウトを頼まれたとき、エルニが嬉うれしそうに話してくれたわ。だけどあたしには、よくわからないのよ」

　何がだとは訊かず、オレは母さんからアルバムを受け取り、そっとページを捲めくる。

　すると文化祭のときあたりからだろうか。夏休みのときやルナの誕生日や体育祭、最近のものだとゲーム大会のときや、今日の猫カフェでの写真もアルバムには収められていた。

　写真という形で記録に残しておけば、いつでも笑顔のみんなと再会することができるんだ──と、猫カフェでエルニがそう口にしていた通り、アルバムの中ではオレたち家族や、それに聖ひじりやかおるんたちの笑顔が広がっている。

　でもこれだけじゃ足りない。見たい笑顔になかなか出会えない。次第にページを捲めくる手が早くなっていく。胸の中で焦りが生まれ、目を凝らして何度も探し続ける。しかし結果は同じだ。どうしても見つけることができなかった。

「……母かあさんの言う通り、よくわからないな。なんでこれが宝物なんだ？」

　震えかけたオレの言葉を引き継ぐように、母さんがひどく静かに続ける。

「エルニが写っている写真なんて、一枚もないのにね……」

　みんなの笑顔が広がる一冊のアルバム。エルニの新しい宝物。その中でエルニの笑顔だけが、大切なはずのものが、悲しく欠け落ちていた。

　──エルニはルナちゃんたちとは違うのね。

　本当はもうわかりはじめていた。みんなの中に、家族たちの中に、エルニだけがいないことを。だけど母さんの言葉の意味を知ることが……ひどく怖かった。
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　ふと目が覚めたとき、なんだか少し身体からだがだるかった。

　おそらくここ数日は考えることが多く、あまりよく眠れていないせいだろう。しかし普段よりも早く起きたにも拘かかわらず、どうにも二度寝を楽しむ気にはなれなかった。

　……クリスマスまでに何ができるのだろうか？　頭から消えないエルニの泣き顔。エルニだけが欠けた一冊のアルバム。蘇よみがえった不安を抱えたまま自室を出て、何気なくリビングを覗のぞいたところ、まだ早い時間だというのに、そこにはすでになずなの姿があった。

　なずなはこちらを認めるなり、相変わらず元気溌はつ剌らつと朝の挨あい拶さつをひとつ。

「お兄ちゃんおはよう！　今日はすごく早いんだね！」

「まあ、色々とあってな……」

　オレが曖あい昧まいに言葉を濁したところ、なずなは少し心配そうに口を開く。

「えっと、よくわからないけど、よかったらわたしと組手でもしない？　稽けい古こで身体を動かせば、きっといい気分転換になると思うよ？」

「……ああ、そうだな。それじゃあ軽く揉もんでやるよ」

　ここはなずなの気遣いに甘えよう。気分を変えるため、早速リビングの窓を開けて庭先に出ようとしたところ、ふと鳥のさえずりが耳に触れた。

　澄み切った鳥の鳴き声。不思議に思って視線を投げると、野鳥たちの羽ばたき音と共に目に飛び込んできたのは、どこか幻想的な光景だった。

　庭の中央に佇たたずむエルニ。彼女の周囲には数匹の鳥たちが集まり、その数は徐々に増していき、野鳥たちの羽ばたきと鳴き声が、我が家の庭を満たしていく。

　……まるで一枚の絵画のようだった。

　鳥たちはなにかをねだる様子もなく、もしかしたらエルニの傍そばにいたいだけなのかも知れない。エルニがなにかを囁ささやいて手を伸ばすと、彼らは喜ぶように翼をはためかせる。

　そんな神秘的な光景を目の当たりにして、オレが言葉も忘れて息を呑のむ中、こちらの様子に気づいたのか、なずなが小声で自慢するように言う。

「お兄ちゃんいつも起きるのが遅いから、今日はじめて見たんだよね？　エルちゃんもたまに早起きをしたりすると、あんな風に鳥さんたちと一緒に遊んでいるんだよ。動物とお喋しやべりできるだなんて素敵だよね。やっぱりエルちゃんはすごいよ」

「あいつは神様らしいからな……」

　若干気の抜けた返事をするオレに、なずなは笑顔で「神様といえばね」と続ける。

「この前授業で先生が話してくれたんだよ。エルちゃんみたいに銀髪で紅あかい目の人たちのことを、アルビノって言うんでしょう？　アルビノは古くから信仰の対象として、地元の人たちに大切にされていたって話も残っているんだって」

「信仰の対象か。そういやなんかの本でも似たようなことを言っていた気がするな」

「先生が言うにはね、アフリカ南東部だったかな？　そのあたりだとアルビノの身体からだには特別な力が宿るだなんていう考えもあるみたいだよ。それからね、ノアの方はこ舟ぶねの主人公、ノアさんもアルビノなんだって」

　……ノアの方舟か。確か旧約聖書創世記の洪水物語に出てくる舟だったと思う。再び本で読んだことを思い出しつつも、オレは少し意外に感じてなずなに視線を移す。

「しかしお前が真剣に授業を聞いているだなんて珍しいな」

「実はエルちゃんに関係があるのかもって思ったの。だから興味が湧わいたんだよ。でもアルビノ以外の話は右から左へ流れていっちゃった」

「……その調子だと、またテストのとき苦労するぞ？」

　軽くそうたしなめたところ、なずなは慌てたように話を戻す。

「そ、それよりもお兄ちゃん、アルビノの話を聞いたとき思ったんだけど、エルちゃんって本当に神様なのかな？　もしそうならすごいよね。家族の中に神様がいるんだよ？」

　家族……。本来なら嬉うれしいはずの言葉も、いまは胸に痛く響き、しかしそれを隠してオレは何気なく訊たずねる。

「そういえばお前、ルナやマキナのことは『お姉ちゃん』って呼んでいるだろう？　エルニのことはそう呼んでやらないのか？」

「……わたしもそう呼びたいし、そう思ってはいるんだけど、多分ダメだと思うんだ」

　わずかに眉まゆ尻じりを下げ、なずなは微かすかに声を落とす。

「この前、マキナお姉ちゃんの生徒会選挙のとき、エルちゃんが言っていたでしょう？　マキナお姉ちゃんのお姉さんにはなれないって。だからわたしもまだ妹にはなれないんだよ。理由はよくわからないけど……ちょっと寂しいよね」

「やっぱりエルニは、ルナたちとは違うのかもな……」

　もしかしたら、それはなずなも感じていることなのかも知れない。だけど自分は家族だと思っているから、この先なれるはずだと信じているから、なずなも『まだ妹には』と口にしたのだろう。小さな相あい槌づちと同時にオレは息を吐き出し、なんとか気持ちを切り替え、

「さて、いまから組手をするんだろう？　それじゃあ早いところはじめようか」

　と、敢あえて明るくなずなを促し、ふたり揃そろってサンダルを突っ掛け、リビングの窓から庭先へとそれぞれ顔を出した。

　途端、庭にいた鳥たちはこちらを認めるや否や、驚いたように一斉にエルニのもとから離れ、大きな羽ばたき音と共に逃げるように飛んで行ってしまう。そんな中、エルニは手を振って鳥たちに別れを告げたあと、オレたちに笑顔を見せてくれた。

「おはよう忍しのぶ、なずにゃん。今日はいい天気で気持ちがいいな。絶好の洗濯日和だ」

「なんか主婦みたいな発想だな」と、軽い口調でそう応じながらも、オレは改めてエルニに目を向ける。やはり普段通り、なにも変わらないエルニ。そしてオレたちは、彼女のことをなにも知らない。確か先日、マキナも似たようなことを口にしていた。

　エルニの子供の頃ころの話や、いままでどんな生活をしていたのか、オレたちは本当になにも知らない。先程なずながアルビノは信仰の対象だったと話してくれたが、それが神様を名乗ることとなにか関係があるのだろうか？　いまは少しでも彼女のことが知りたくて、

「なあエルニ、突然かも知れないけど、ひとつ聞いてもいいか？」

　じっとエルニを見つめ、オレは思い切って口を開く。

「どうしてお前は、神様なんか名乗っているんだ？」

「……みんながそう望んでくれたからだぞ」

「そのみんなというのは、一体誰だれなんだ？」

「わたしが守りたかった、故郷の人たちだな」

　少し曖あい昧まいな答え。柔らかな声音。けれどエルニの表情に……いつもの笑顔はなかった。

「みんなが望んでくれたから、わたしは神様になった、いや、ちょっと違うな。みんなじゃなかったんだ。ひとりだけは望まなかった。でもわたしはそれにずっと気づかないで、一番大切な人を笑わすことができなかった……本当は役立たずの神様なんだ」

　軽く肩をすくめ、「バカだろう？」と冗談めかして笑い、だけど微かすかに肩を震わせ、エルニはオレとなずなに背中を向ける。きっとこれ以上この話をしたくないのだろう。こちらに背中を向けたまま、彼女は明るく話題を変える。

「それにしても忍、今朝はどうしたんだ？　珍しく早起きじゃないか」

「ああ、ちょっと目が覚めてな」

　若干だが言葉に詰まりつつも、オレは平静を装ってエルニに応じる。

「しかしお前の方こそ、今朝はずいぶんと早いんだな」

「なんだか目が冴さえちゃったんだ……」

　ゆっくりと言葉を切り、エルニは振り返りながら笑顔で続ける。

「保育園のアルバイトは、今日で最後だからな」

「……最後？」

　その言葉が胸を焦らせ、わずかに自分の顔が強こわ張ばっていくのがわかった。

「ちょっと待ってくれよエルニ。どうして最後なんだ？　まだ子供たちと仲良くなったばかりだろう？　それなのにお前、保育園のバイトを辞めるつもりなのか？」

「実はリストラにあってしまったんだ。とうとう不況の波がわたしにまで──って、冗談なんだから、忍しのぶもなずにゃんもそんな顔をしないでくれ。もともと短期のアルバイトだったからな。あまり長居はできない。わたしの役目は……もう今日で終わりなんだ」

　エルニが微かすかに表情を曇らせると、話を聞いていたなずなはどこか涙目で言う。

「……アルバイトを続けることはできないの？　エルちゃんも保育園が大好きだったんでしょう？　子供たちはみんな可愛かわいい、すごく楽しいって話してくれたよね？」

「うん、そうだな。でも仕方がないことなんだ。わたしの代わりなんていくらでもいる。いまわたしができることは、みんなと笑顔でお別れできるように、頑張って明るく振る舞うことなんだ。きっとそれが一番いい」

　……エルニの言葉は、子供たちだけに向けられたものなのだろうか？　不意にあのときのように一陣の冷たい風が吹き、それが心をかき乱していく。まるでまた別れを告げられたように感じた。変えられたはずだと思っていた。家族になれたと信じていた。けれどそれは、オレの勘違いでしかなかったのかも知れない。

　ここのところエルニは、マキナに料理を教えたり、聖ひじりたちと星を見に行ったり、ルナたちと出掛けたりと……あれは心残りを消す作業だったのではないだろうか？

　目の前で笑う、なにも変わらないエルニ。けれど彼女の表情には、様々な感情が隠されているような気がして、次第に胸の痛みが増していく。

　胸の中で蘇よみがえった不安を、もう誤魔化すことはできなかった……。



　五ご行ぎよう家の道場の窓から夕日が差し込む中、鋭い風切り音が周囲に響き、マキナが放った複数の風の弾丸が唸うなりをあげて聖へと迫る。対して聖は霊符を用いて衝撃波を吹き消しつつ、木刀を片手に油断なくマキナと対たい峙じしていた。

　授業が終わった放課後。珍しく今日は生徒会の仕事もないらしく、聖の方も剣道部が休みだったこともあり、マキナは彼女に頼み、こうして五行家の道場で稽けい古こに付き合ってもらっているというわけだ。

　──みんなに優しくしてあげなさい。みんなを守れるぐらい強くなりなさい。そうしたらみんなも優しさを返してくれる。

　マキナの母親の教え。それを実践するためか、マキナは少しでも強くなろうとしているようだ。いまも真剣な表情で聖ひじりと稽けい古こに励んでいて、オレとかおるんはといえば、彼女たちの様子をそれぞれ道場の片隅で見学していた。

　ちなみにマキナの衝撃波対策として、道場の壁には特殊な霊符が張り巡らせてある。そして何な故ぜか、かおるんはひとの膝ひざの上に頬ほおを預けてご満悦な様子。

　多分かおるんも甘えたいだけなんだとは思う。けれどいつもの冗談を飛ばす気分にもなれず、聖とマキナの攻防に目を向けつつも、頭の中はエルニのことでいっぱいだった。

　と、そこで、不意に道場の扉が開き、引き締まった顔立ちの男性が姿を見せる。

　彼は五ご行ぎよう家の当主であり聖の父親、五行宗そう悟ごさんだ。彼を認めた聖とマキナは互いに稽古の手を止めたが、

「構わず続けてくれ。私のことは気にしなくてもいい」

　宗悟さんは軽く手を振って応じ、聖とマキナが鍛錬を再開させる中、彼は静かにこちらの隣に腰を下ろした。続いて宗悟さんは小さく咳せき払ばらいをひとつ。オレの太ふと股ももで膝ひざ枕まくらを堪たん能のうしているかおるんに目を向ける。

「すまんが薫かおる、茶を淹いれて来てくれないか？」

「いやです。わたくしと忍しのぶ様の甘いひとときを邪魔しないでください。パパがご自分で淹れてくればよいではありませんか」

　パパ？　宗悟さんのことか？　確か以前までは旦だん那な様と呼んでいたと思うのだが、ずいぶんと砕けた呼び方に変わっちゃったんだな。

　というか、一応メイドなんだからちゃんと働けよこいつ。宗悟さんは特に怒った様子もなく苦笑をもらしていたけれど、オレは呆あきれ半分でかおるんに視線を落とした。

「……お前は本当にこのうちのメイドなのか？」

「このうちというよりも、わたくしは聖ちゃんと忍様だけのメイドですね。基本的にわたくしはおふたり以外からの命令には従いません。少し面倒ですから」

「それならオレからも頼む。悪いがお茶を淹れて来てくれ」

「お断りします。忍様の膝枕を楽しみたいので、パパが代わりに行って来てください」

「……実はお前、メイド服を着ただけの綺き麗れいなお姉さん──いや、やっぱり変態か」

「失礼ですね。ちょっとした冗談ですよ。すぐにお茶の用意をしてきます」

　ジョークを止やめてかおるんが腰をあげると、そっと宗悟さんが口を挟んだ。

「薫、ゆっくりでいいからな」

「わかっていますよ。忍様にお話があるのでしょう？」

　こらこら、気づいていたのならはじめから素直に行けよ。

　なんて思ったものの、おそらく宗そう悟ごさんに気を許しているから、かおるんも安心して冗談を口にできるのだろう。野暮な突っ込みは控え、オレは宗悟さんに視線を移す。

「それにしても……少し驚きました。パパだなんて呼ばれているんですね」

「薫かおるは照れ屋だからな。一度だけ『お父とうさん』と言ってくれたのだが、やはり恥ずかしかったのか、そのときは真っ赤になっていてね、それからはあの呼び方だ。しかしまあ悪い気はしない。呼び方を変えるだけでも、互いの関係は少し変わるものだよ」

　……呼び方を変えるだけでも、互いの関係は少し変わるか。

　特にかおるんと宗悟さんのような複雑な関係だと、その変化は大きいのかも知れない。

　かおるんの父親の命を奪ったのは宗悟さんだ。そのことをずっと負い目に感じていた宗悟さんとしては、やはりかおるんの変化は嬉うれしいものなんだと思う。現に宗悟さんは心持ち表情を和らげており、わずかな間を空けたあと、オレは彼に用件を訊たずねることにした。

「それでえっと、オレになにか用でもあるんですか？」

「ああ、南なん条じよう君にひとつ聞きたいんだが……」

　少しだけ言い淀よどみ、宗悟さんは声音に躊ちゆう躇ちよを乗せる。

「エルニはいま、どうしている？」

「……まだうちにいますよ。いつも通りに笑っています」

　オレが口調を重くして応じると、宗悟さんは多くは言わず「あのときと同じだな」とだけ返して、どこか寂しそうにため息をつく。ひょっとしたら……宗悟さんはずっと前から、エルニがこの街を出て行くと気づいていたのかも知れない。

　以前、マキナの生徒会選挙について五ご行ぎよう家で会議を行ったとき、宗悟さんは口にしていた。エルニは自分の大切な友人だ。エルニと食事がしたいと。そしてその後、彼は実際にエルニに食事を奢おごり、彼女の頼みまで聞き入れた。

　……エルニのお願い。退魔士たちから危険視されている半人半魔のマキナを、彼女を退魔の組織から黙認してもらうこと。その頼みに、宗悟さんは退魔士としての自分の地位を危うくしてまで、ただ真まっ直すぐに応じてくれたみたいだ。

　きっとエルニとの別れを予期していたから、エルニからの最後の頼みかも知れないと思ったから、宗悟さんも友人の願いを叶かなえようとしたのだろう。今更そんなことに気づき、オレが唇を噛かむ中、宗悟さんはため息と同時に、静かにオレへと告げる。

「南条君、もしかしたら気づいているかも知れないが、あいつになにか伝えたいことがあるのなら、迷わず言ってやった方がいい。エルニはもうすぐ──」

「オレはあいつを諦あきらめるつもりはありません」

　宗悟さんの言葉を遮り、オレは声音に力を込める。

「さっき宗悟さんが言っていましたよね？　呼び方を変えるだけでも、互いの関係は少し変わるって。いまちょっと思いついたんですが、あの言葉を参考にさせてもらいます」

「……そうか。陰ながら応援しているよ」と、小さく頷うなずいて返し、宗そう悟ごさんはどこか寂しそうに笑う。目を細める彼の顔は、いまにも泣き出しそうにも見えたが、涙はこぼれなかった。とうの昔に枯れ尽したような、そんな印象のある乾いた表情だった。

　きっと宗悟さんは過去に、エルニを手放してしまったのだろう……。



　緊張感のあったマキナの稽けい古こも終わり、オレたちが五ご行ぎよう家の玄関を出る中、見送りに来てくれた聖ひじりとかおるん。彼女たちに別れを告げつつも、ふとオレは足を止めて口を開く。

「そういやお前ら、今年のクリスマスはどう過ごすつもりなんだ？」

「もう忍しのぶ様、それはふたりだけの秘密でしょう？」

「いや初耳だわ。誤解を招くような発言はよせ。あと胸に擦り寄ってくるのもやめろ」

　すかさずかおるんに突っ込みを入れつつ、オレは心持ち口調を正す。

「実はさあ、まだ計画を練っているわけじゃないんだけど、今年はみんなでクリスマスパーティーでもしたいと思っているんだよ」

「クリスマスだけに乱交パーティーですか？」

「張っ倒すぞ変態メイド！　オレはいま真面目まじめな話をしているんだよ！　というか、なんでボケたお前までちょっと赤くなっているんだ？」

「……自分でも失言だと思ったからです。しかしまあそれはともかく。パーティーをするのであれば、その準備はわたくしにお任せください。クリスマスの夜には、皆様に飛び切り甘い時間をプレゼントしましょう」

　自信満々にかおるんは胸を反らしたものの、話を聞いていたマキナは「なんだか不安ね」とこぼしており、オレも彼女と同意見だった。しかし準備の方はかおるんに一任。その後、聖とかおるんとの談笑も早々に切り上げ、オレはマキナと家路を辿たどりながら腕を組む。

　……クリスマスパーティーは最後の手段だ。できればそれに頼らず、エルニをきちんと繋つなぎとめておきたい。だから宗悟さんとの会話を思い出しつつ、「なあマキナ、エルニのことで少し相談があるんだ」と、隣を歩くマキナにそう切り出し、「みんなにも協力を頼むつもりだけど」と続けながら、オレはひとつの提案をした。

　途端、マキナは「きっとエルニも喜ぶと思うわ」と笑顔を見せてくれ、彼女の意見も取り入れつつ歩みを進めたところ、家の近くではたと意外な人物と出くわした。

　長身痩そう躯く。黒のスーツ。マキナと同じ赤い髪。海外俳優のような艶えんを醸し出している彼は、ルナとマキナの父親、ブラムのおっさんである。

　しかし魔界にいるはずのおっさんが、一体どうしてこんなところにいるんだ？　予想外の再会に驚き、マキナも目を丸くする中、おっさんはオレに向かって淡々と告げる。

「ふん、相変わらず貴様はアホ面だな忍」

「……誰だれが呼び捨てにしていいと言った？　気安く名前で呼ぶな。ぶち殺すぞ吸血鬼」

「こ、これは失礼した──ではない！　貴様が名前で呼べと言ったのだろうが！　なんだ、貴様のその頭は本当に飾りなのか？」

　なんて感じでおっさんと盛り上がっているつもりになっていたところ、マキナは「ふたりともわりと仲がいいわね」と口元を緩め、そのままおっさんに微笑ほほえみを向ける。

「ところでどうしたのお父とうさま。なにか用事？」

「まあそんなところだ。今回は約束があってな」

「約束？　よくわからないけど、それよりもお父さま、こっちに来るのなら連絡してくれてもいいじゃない。なんのために携帯電話があると思っているのよ。あと、どうしてお父さまはいつもなかなかメールの返事をくれないの？　それからお父さまは……」

　と、そんな風に愚痴を飛ばしはじめるマキナ。けれど彼女は心なしか嬉うれしそうで、おっさんも微かすかに表情を緩めてマキナの話に付き合ったのち、ふとオレに視線を移した。

「忍しのぶ、マキナの件では貴様にもエルニにも世話になった。以前にも伝えたが、私はこれからエルニの頼みを聞くつもりだ」

　何な故ぜかため息をこぼしながら、おっさんは「すまんな……」と続けて背中を向ける。

　また忘れかけていた……エルニの頼み事。これからおっさんはなにをするつもりなのだろうか？　それが気に掛かったが、エルニから口止めされていると、以前おっさんがそう話していたような気がする。おそらく訊たずねても応じてはくれないだろう。

　黙ってオレがおっさんを見送っていると、隣のマキナが不思議そうに首を傾かしげた。

「エルニの頼みって、一体なにかしら？」

「……オレにもよくわからない」

　しかしそのことについて悩むよりも、いまは他ほかにやるべきことがある。オレはマキナと一緒に歩みを再開させながら、このあと行う予定のイベントについて、家に戻るまでふたりで話し合いを続けた……。



　我が家での夕食時。食卓にはオレとルナとマキナ、そしてエルニとなずなと母かあさんと、いつも通り全員が揃そろっている。そんな中、みんなの食事が終わるタイミングを見計らい、オレは母さんに目配せをする。と、エルニを除くメンバー全員と事前に打ち合わせをした通り、母さんはエルニに視線を投げ、からかうように「それにしても」と口火を切る。

「今日もたくさんご飯を食べていたのに、ほんとエルニっていつ見ても小さいわね」

「むっ、どうして巴ともえさんはそこでわたしの胸を見るんだ？」

「……なんだか可哀かわい想そう」

「な、なんだその憐あわれみの目は！　別に小さくたっていいじゃないか！　小さい方が鼓動の音はわかりやすいんだぞ！　抱き合えば忍の胸の鼓動だってよくわかるんだ！　ルナやマキナたちよりもずっとな！」

　普段通りのエルニ。彼女はぷんすかしながら控え目な胸を張って声をあげる。

「それに大きな胸には夢が詰まっているから大きいんだ！　小さな胸はみんなに夢を与えているから小さいんだ！　ルナやマキナや巴ともえさんたちとは違って、わたしやなずにゃんはみんなに夢を届けているんだぞ！　小さな胸でも立派じゃないか！」

「……なずなはあたしの娘なのよ？　最近は夢を与える側から夢を蓄える側へと移行中だから、残念だけどなずなはもうエルニの仲間じゃないわね」

「そ、そんな！　ウソなんだろう？　ウソだと言ってくれなずにゃん！」

「ごめんねエルちゃん。わたしは魔性の女になるよ。もう同じステージには立てないね」

　どこかぎこちなく棒読みで応じるなずな。それに比べて母かあさんの演技は非の打ち所がない。母さんは再びからかうように言う。

「なんだか、もうエルニよりもなずなの方がお姉さんに見えてくるわね。なずなはエルニほどおバカでもないし、それに胸もなずなの方が大きいから……」

「ま、待ってくれ巴さん！　胸はまだわたしの方が大きいぞ！　大体見た目からしてわたしの方がまだお姉さんじゃないか！　なずにゃんだってそう思うだろう？」

「ごめんねエルちゃん。わたしはもうエルちゃんを超えちゃったんだ。戦国下げ剋こく上じようだよ」

「お、織お田だ信のぶ長ながも本能寺でこんな気分を味わっていたのかも知れない……」

　再び棒読みで応じるなずな。対してエルニはショックを受けたのか、切ない顔をしてルナとマキナに助けを求める。

「ルナ、マキナ、今日は巴さんとなずにゃんが妙に冷たいんだ。ルナはＳスキルを発動して、マキナは女王様っぽくふたりに注意をしてやってくれ」

「い、いやです。私から見ても、エルニちゃんは子供だと思いますから……」

「お、お姉さまの言う通りね。なんだか本当になずなより小さく見えてきたわ」

　なずなと同レベルのぎこちなさで、ルナとマキナが揃そろって母さんたちに話を合わせると、とうとうエルニはオレに泣きついてきた。

「忍しのぶぅ！　今日のみんなはなんだか少し意地悪だ！　わたしはほんのちょっとだけ傷ついた！　忍からみんなになにか言ってやってくれ！」

「……オレから言えることはただひとつだ」

　エルニの両肩に手を添え、オレは心持ち熱い口調で演技をする。

「己の力で失った誇りを取り戻せ。お前にそのつもりがあるのなら付き合ってもいいが、どうだエルニ。やる気はあるか？」

「かつてないほどにある。でも今日は忍もちょっと変だな……」

　こちらには若干の罪悪感があり、さすがのエルニも少し怪け訝げんそうだったが、まあなんとか計画通りである。母さんがぽんとこちらの肩を叩たたいて部屋を出て行く中、オレとルナは準備を行うために席を立つ。やはり今回は半ば強引だったのかも知れないけれど──さあ、第二回南なん条じよう家次女決定戦のはじまりだ。



　リビングのコタツの前には、マキナとなずなとエルニ。彼女たちの視線の先には、それぞれボタン代わりに卓上ベルが並べられている。これで準備は万端だ。

　第一回南条家次女決定戦のときと同様に、今回の大会でも司会進行はオレが務め、ルナがアシスタントを任されている。そこでオレはルナと簡単な打ち合わせを済ませたあと、改めて選手一同を見渡し、ゆっくりと切り出す。

「それではこれより、第二回南条家次女決定戦を開催する。第一回のときは意図せずルナが優勝したが、今回はちゃんとルナ抜きでいく。お前らの中で誰だれが一番お姉さんらしいかはっきりとさせようじゃないか」

　こちらの言葉にみんなが力強く頷うなずくのを確認したのち、オレはさらに説明を続ける。

「勝負形式は前回と同じでいこう。これからルナがみんなにクイズを出す。答えがわかった順からベルを鳴らして早押しで答えていくという寸法だ。それと今回は特別に、優勝者には豪華なプレゼントがある。みんな豪華景品を目指して頑張ってくれ」

　このあたりで気分を盛り上げようと思い、オレはわずかに声のボリュームをあげる。

「よし！　ここで選手紹介だ！　まずはエントリーナンバー一番、我が校の生徒会長にして赤髪の女王様、マキナ・リーベライ・オランジェロ！」

「ふふ、時間潰つぶしに付き合ってあげるわ。まあ勝つのはあたしなんだけどね」

　余裕の表情を見せるマキナ。見た目だけなら彼女が一番次女に近いように思われた。

「続いてエントリーナンバー二番、愛らしい容姿に似合わず、こう見えても空手部の部長、夢は魔性の女、南条なずな！」

「にゃあ！　魔性の女を目指して頑張ります！　あなたを酔わす美酒になりたい！」

　まあ当分は無理だろうな。なずなはとても次女には見えなかった。

「最後にエントリーナンバー三番……ただの犬っころ」

「わんわん──って、なんだそれは！　せめてマッドドッグと呼んでくれ！　というか、わたしの扱いだけぞんざい過ぎるぞ忍しのぶ！　こうなったら絶対に見返してやるからな！」

　やる気満々のエルニ。オレがそっと口元を緩めて視線を投げると、ルナは笑顔で頷き、続いて鈴を転がしたような美声で問題を出す。

「それじゃあ第一問です。ローマのカエサルが暗殺されたとき、彼が放ったと言われている有名なセリフがありますが、さてそれはなんでしょう？」

　途端、なずなが間髪を容いれずにベルを鳴らした。

「はいなずな！　カエサルは暗殺されたときなんと言った？」

「バカめ！　それは残像だ！」

「いやバカはお前だ！　どんな強がりだよ！　暗殺されているんだよ！　多分苦しみもがいているんだよ！　なんだその自信満々な顔は！　不正解に決まってんだろうが！」

　すかさずオレが突っ込みをぶっ飛ばす中、マキナが「悪いわね。この問題はあたしがもらったわ」と静かにベルを押した。

「はいマキナ！　カエサルは暗殺されたときなんと言った？」

「お前もブルータスか！」

「なんでそうなる！　何人ブルータスがいるんだ！　分身の術でも使ったのかおい！」

　休む間もなく再び突っ込みを入れていたところ、エルニが「そうか！　わかったぞ！」と勢いよくベルを叩たたく。

「……さすがにもうわかると思うがエルニ、カエサルは暗殺されたときなんと言った？」

「お前はブルータスではなかったのか！」

「じゃあ誰だれなんだよ！　ブルータスで合ってるんだよ！　珍回答も大概にしろ！」

　突っ込みの連打。オレが大きく声をあげると、ルナは微苦笑をもらして口を開く。

「えっと、第二問は野球の問題ですよ。バッターボックスにはホームラン打者が立っています。危険を感じたキャッチャーは立ちあがって、大きく腕をあげてグローブを掲げました。さて、キャッチャーはピッチャーになにを要求しているのでしょうか？」

　これぐらいの問題であれば、すぐに『敬遠』という答えが出てくるだろう。

　と、そう思っていたところ、早速なずながベルを鳴らした。

「よしなずな、キャッチャーはピッチャーになにを要求している？」

「小こ粋いきなトーク！」

「どんな無茶振りだ！　離れているのにトークなんかできるわけないだろうが！　そりゃあピッチャーも首を横に振るわ！」

「それじゃあ男の美学！」

「一体なんだそれは？　ピッチャーとしての矜きよう持じを持てみたいな意味なのか？　だけどキャッチャーはすでに立ちあがっているんだよ！」

「なら！　男子校特有のノリ！」

「知らんわ！　もうお前はいい！　はい次はマキナ！」

「ええっ!?　あたしまだベルも押してないわよ？　それに野球も詳しくなくて……」

「詳しくなくてもなんとなくわかるだろう！　よく考えてみてくれ！　お前ならきっとわかるはずだ！　キャッチャーはピッチャーになにを要求している？」

「スリーポイントシュート？」

「バスケじゃないんだよ！　バスケじゃないんですよ！　野球なんですよ！」

「えっと……スリーアウトチェンジ？」

「それこそ無茶振りだろうが！　ピッチャーも涙目になるわ！　頼むからもうちょっとよく考えてくれよ！　キャッチャーはピッチャーになにを要求している？」

「……ゲームセット？」

「なんでハードルをあげるんだ！　ただの一球で試合を終わらせろってか！　ボールを投げた瞬間、即座にアンパイアが声高らかに『ゲームセット！』──なんて言うわけないだろうが！　そんなことになったら対戦相手が怒り狂うわ！」

　突っ込みすぎてテンションが高くなるのを感じつつ、オレはエルニに視線を投げる。

「はいエルニ！　もう答えを出してくれ！」

「わ、わたしもまだベルを押してないんだけど……」

「お前ならわかると思ったんだよ！　さあ答えてくれ！　キャッチャーはピッチャーになにを要求している？」

「今夜はビールで！」

「なんですでに祝杯をあげる気満々なんだよ！　バッターボックスにはホームラン打者がいるんだぞ！　キャッチャーは危険を感じているんだから、ここはもう敬遠だろうが！」

　堪こらえ切れずに正解を叫ぶと、マキナは「……敬遠ってなに？」と首を傾かしげる始末。

　しかしこの問題を考えたのはオレだ。オレが悪かった。こちらがため息をつく中、ルナは慰めるようにオレの肩に手を載せつつ、再び柔らかく問題を出す。

「続いて第三問です。今度は地理の問題ですね。南極の反対はどこでしょう──」

　ルナが言い終わるよりも早く、なずながベルを連打。

「おお、やる気満々だな。それじゃあなずな、南極の反対は？」

「ありません！」

「ふざけるな！　喧けん嘩かを売っているのかお前は！　あるに決まってるだろうが！」

「いいえ！　ありません！　本当です！」

　自信満々になずなが胸を張ると、マキナも「そうよね」と首肯し、さすがのエルニも「ええっ!?　マキナ!?」と目を丸くしつつ、おずおずとベルを鳴らす。

「あの、正解は北極だよな忍しのぶ」

「……ファイナルアンサー？」

「ファ、ファイナルダンサー」

「勝手に踊ってろ！　と言いたいところだが──正解！　エルニが一ポイント獲得！」

「ははは！　これが神の力だ！　見たかマキナ！　なずにゃん！」

　そんなにも自慢することではないと思ったが、力を温存するためにも突っ込みは放棄。オレが肩をすくめるだけに留とどめる中、ルナが微笑ほほえみをこぼして口を開く。

「それでは第四問ですよ。もう一度歴史の問題です。大おお阪さか城じようを建てたのは誰だれでしょう？」

　瞬間、なずなが「にゃあ！」と誰よりも早くベル音を響かせる。

「……なずな、選手の中でお前は唯一の日本人だ。正解を頼んだぞ」

「任せてお兄ちゃん！　わたし答え知ってるよ！　大おお阪さか城じようを建てたのはお猿さん！　もしくはハゲネズミなんだよね！」

「ま、まあ半分は正解なんだろうが、それらのあだ名で呼ばれていたのは誰だれだ？」

「社会の先生！」

「謝れ！　いますぐ社会の先生に謝れ！　そしてお前は少し反省していろ！」

「ご、ごめんなさい社会の先生。おふざけがすぎました……」

　なずなが素直に頭を下げると、マキナは苦笑混じりにベルを鳴らした。

「この問題は簡単ね。この前授業で習ったもの。正解は豊とよ臣とみ秀ひで吉よしなんでしょう？」

「──ちょっと待ったマキナ！」

　突然マキナの答えにストップを掛け、エルニは薄く笑って続ける。

「マキナもまだまだだな。これは引っ掛け問題だぞ！　正解は大工さんだ！」

「──はい正解！　エルニが二ポイント獲得！」

　即座にオレが頷うなずいて返すと、なずなもマキナも「「ウソ!?」」と声をハモらせたのち、微かすかに表情を緩める。だがオレは緩みそうになる頬ほおを抑えて口を開いた。

「さて、いよいよ次が最終問題だ。マキナとなずなのためにも、これに正解したら特別に二ポイントやろう。どちらかが正解したらエルニと延長戦だな」

「な、なんか、いままでの苦労が水の泡みたいだけど、わたしは一向に構わないぞ！　どれだけ不利な状況下でも勝利を手にしてみせる！　だからルナ、早速お題読みを頼む！」

「はい、わかりましたエルニちゃん」

　笑顔でエルニに応じ、ルナはポケットの中から一枚のメモ用紙を取り出す。

「最終問題は巴ともえさんからです。えっと、ルナちゃんのおっぱいのサイズは何センチでしょうか──って、な、なんですかこれ！」

「なにって、最終問題だろう？」

　ちょっぴり動揺しつつも、オレはからかい半分でルナの胸元に目を向ける。

「悪いがルナ、司会者として正解を知っておきたい。こっそりいま教えてくれ」

「あの、その、えっと……」と、恥ずかしそうに人差し指同士を擦り合わせ、それでも教えてくれるつもりなのか、ルナがこちらの耳元にそっと顔を寄せる中、

「お兄ちゃんわたし正解知ってるよ！」「あたしもよ！　早く指名してよ忍しのぶ！」「いや忍に指名して貰もらうのはわたしだ！　わたしの方が二人よりも早くベルを押したと思うぞ！」

　などと、そんな風に選手一同が卓上ベルをチンチンと鳴らしまくっていたので、

「うるさいぞお前ら！　ちょっと静かにしていろ！」

　冗談で司会者の役割を放棄してみたところ、選手たちは「「「なんで!?」」」と揃そろって目を見張っていたものの、こちらの注意を他よ所そになずながすぐに声をあげた。

「お兄ちゃん！　ルナお姉ちゃんはバスト97センチだよ！」

「ちょ、ちょっとなずな！　先に答えるだなんて卑ひ怯きようよ！　なずなが二ポイント獲得したら、自動的にあたしが脱落しちゃうじゃない！」

「──脱落するのはマキナだけじゃない！　なずにゃんも同じだ！　これでもう勝負はついた！　やはりふたりともまだまだのようだな！」

　不敵に笑ってなずなとマキナに目を向けた後、エルニはビシッとルナの美巨乳を指差す。

「ウエストやお尻しりのサイズは変わらないのに、ルナは胸だけちょっと大きくなっているんだ！　でもそれをみんなに隠してサバを読んでいる！　本当はバスト98・ウエスト58・ヒップ89のＧカップ！　下手をすればこの先、百の大台に乗るかも知れないな！」

「そ、そんなに大きくなったら、また着る服が減っちゃいます！　怖いことを言わないでください！　あとサバを読んでいてごめんなさい！」

　顔を真っ赤にしてルナが両手で顔を覆い、マキナとなずなが「……お姉さまはすごいわね」「絶対に勝てそうにないよ」と互いに頷うなずき合う中、オレは「正解！」と声をあげる。

「優勝はエルニだ。おめでとう。南なん条じよう家の次女はやっぱりお前だよ、エルニ」

　言葉の裏に想おもいを滲にじませ、オレが大きく拍手を送ると、

「まあ、相手がエルニなら文句はないわ」

「エルちゃん普段からお姉さんだもんね」

　こちらに倣うようにマキナもなずなも手を叩たたくと、おそらく本当の意味では状況を理解していないのだろう。エルニは自慢げに胸を張り、一方ルナは笑顔でいそいそとリビングを出て行く。それから予定通り、すぐに彼女は母かあさんを連れて来てくれた。

　そして母さんの両手にはあざやかな薄桃色の着物。みんなの拍手が優しく響く中、母さんはゆっくりとエルニに近づき、両手に持った着物をそっと差し出して告げる。

「ルナちゃんから聞いたわ。優勝おめでとうエルニ。これは優勝賞品よ」

「この着物が？　でもすごく高そうだぞ？　わたしだけこんなものを貰うだなんて……」

「別に遠慮なんかしなくてもいいのよ？　お正月用に用意していたものだからね」

「……お正月用に？」

「ええ、ちょっと娘の晴れ姿が見たかったのよ」

「娘の晴れ姿……もしかして、なずにゃんに贈る着物だったのか？」

　気まずそうに質問をするエルニ。しかし母さんは笑顔のままなにも答えない。ただ、母さんの言葉の意味に気づいて欲しかったのだろう。ルナは着物に目を落とし、「せっかくですから着てみましょうよ」と明るくエルニの手を引いて部屋を出て行く。

　その後しばらくして、ルナと一緒に、鮮やかな着物に着替えたエルニが戻って来た。

　芍しやく薬やくや菊の花が華やかに咲いた薄桃色の着物。どこかあでやかにそれを身に纏まとったエルニ。彼女は銀に輝く髪をストレートに流していて、いつもとは違う清せい楚そな雰囲気があり、華麗な着物がエルニの魅力を際立たせていた。

　思わず目を奪われる。ルナもマキナもなずなも見み惚とれたように頬ほおを赤らめ、母かあさんが穏やかに目を細める中、エルニだけは戸惑うように、紅の瞳ひとみを大きく揺らしていた。

「……こんなの、おかしいじゃないか。この着物、サイズがぴったりなんだ。優勝賞品なのに、きっとわたしだけしか着られなくて……巴ともえさんだって、娘の晴れ姿が見たいから、だから用意していたって、そう言っていたのに……」

　おそらく母さんが口にした『娘』という言葉の意味に、エルニも気づきはじめているのだろう。揺らした瞳をエルニが微かすかに滲にじませると、それを認めた母さんは緩やかに腰をあげ、ただ優しく彼女に目を向ける。

「ねえエルニ……エルニのお母さんは、もういないのよね？」

「うん……泣きながら、死んじゃったんだ。ずっと昔の……ことなんだけどな……」

　多分これは、先日庭先で交わした会話の続きなんだと思う。エルニが微かに声を震わせ、また無理に笑顔を作ったところ、母さんは「そう……」と静かに頷うなずき、「この前は言えなかったんだけどね」と彼女に手を伸ばす。

「もしよかったら、あたしがエルニの、二番目のお母さんになってあげましょうか？」

「……すごく嬉うれしいけど、それだけはダメなんだと思う」

「どうしてそう思うの？」

　柔らかく問い掛ける母さんに、エルニは拳こぶしを強く握り締めて応こたえる。

「だって、わたしが巴さんのことを『お母さん』だなんて呼んだら、わたしのお母さんが、悲しむと思うんだ。きっと……また泣かせてしまう」

「それは違うわよエルニ。この前話してくれたじゃない。エルニのお母さんは、あたしと同じで自分の子供のことが大好きなんでしょう？　それなら絶対に笑ってくれるわよ」

　伸ばした手でエルニの頭を撫なでながら、母さんは温かく言葉を紡いでいく。

「仮にあたしがいなくなって、忍しのぶやなずながあたしじゃない誰だれかを『お母さん』と呼んだとしても、それで悲しみが癒いえるのなら、それで子供たちが笑顔になれるのなら、あたしはその二番目のお母さんに感謝するわ。多分エルニのお母さんだって同じよ」

「……本当か？　また泣かせたりしないか？」

「絶対に大丈夫よ。エルニにはまだわからないかも知れないけど、母親なんてそんなものなのよ？　どんなに冷たくされても、たとえ泣かされても、いつも子供の幸せばかりを願って、それが自分の幸せにもなっちゃうんだから、ほんと不思議よね」

　やんわりと表情を綻ほころばせ、

「子供の幸せを願えない人は、もう母親とは呼べないけれど、エルニのお母さんはそんな人じゃないんでしょう？　子供の幸せを願える人なんでしょう？」

　優しく包み込むように、母さんはエルニを抱き締める。

「だから大丈夫なのよ。エルニがお母さんにしてあげたかったこと。してもらいたかったこと。なんでもいいからあたしにぶつけなさい。それでエルニがちゃんと笑えるのなら、きっとエルニのお母かあさんだって、喜んで笑ってくれるはずよ」

「……どうして巴ともえさんは……こんなにも……わたしに優しくしてくれるんだ？」

「言わないとわからないの？」

　一度言葉を止め、母さんは温かく微笑ほほえむ。

「エルニのことが好きだからよ。エルニのことを娘だと思っているからよ。だからいつも誰だれかに気を遣って笑ってばかりいないで、たまにはエルニもわがままを言いなさい。悲しいときはちゃんと泣きなさい。あたしでよければ、いつでも受け止めてあげるからね」

「……わたしは……でもわたしは……」

　迷うようにエルニが声を詰まらせる中、なずなとマキナは互いの顔を見合わせ、自分たちに注目を集めるように咳せき払ばらいをひとつ。続いてわずかな躊ちゆう躇ちよのあと、柔らかくエルニを見つめ、それぞれ声音に想おもいを響かせる。

「改めて言うね。優勝おめでとう、エルニお姉ちゃん」

「その着物、よく似合っているわよ、エルニお姉さま」

　愛いとしさに満ちたお姉さんという言葉。ひどく滲にじみはじめる紅の瞳ひとみ。

「……はじめから、おかしいと思っていたんだ。今日はみんなして変にわたしをからかうし、試合中なのにみんなちょっと笑っていたし、みんな最初から……わたしのために、わたしなんかのために……ずっと頑張っていてくれたんだな……」

　多分オレたちの計画に気づき、みんなの想いが伝わったからなのだろう。母さんに抱き締められたまま、エルニは紅の瞳から大粒の涙をこぼし、それを見たなずなは少し不安そうに言葉を掛ける。

「もしかしてエルちゃん……嬉うれしくなかったの？」

「……お姉ちゃんでいい。その方が嬉しい。嬉しいに決まっているじゃないか」

　母さんの背中に腕を回して強く抱きつき、エルニはオレたちの顔を見回していく。

「わたしのために、ありがとう忍しのぶ、ルナ。わたしのことをお姉さんだと思ってくれて、ありがとうマキナ、なずな。素敵な着物をありがとう……お母さん」

　それは傍はたから見たら些さ細さいなことなのかも知れない。エルニがあだ名ではなく、はじめてなずなの名前を呼んだこと。母さんを『お母さん』と呼んだこと。

　──呼び方を変えるだけでも、互いの関係は少し変わるものだよ。

　今度こそ、変えることができたのだろうか？　オレたちは家族になれたのだろうか？

　正直なところまだ確信は持てない。ただそれでも、みんなに包まれて泣きながら微笑むエルニの表情は、いままで目にしたどんな笑顔よりも、ずっと輝いて見えた……。



　次女対決が終わったあとも、みんなが揃そろったリビングでは、とても優しく穏やかな時間が流れていた。マキナは「恥ずかしいから今日だけよ？」なんて言いながらも、嬉うれしさを隠し切れずに「エルニお姉さま」と声を弾ませ、なずなは「エルニお姉ちゃん」と甘えるように何度もエルニに抱きついている。

　その様子をオレと母かあさんが見守る間、エルニは自分の部屋から上機嫌な様子でギターを、ルナは自室から笑顔でキーボードを片手に戻って来た。

　確かルナのキーボードは、誕生日に聖ひじりからプレゼントされた楽器だったと思う。

　なんてことを思い返す中、エルニとルナがそれぞれ楽器から明るいメロディーを奏ではじめ、なずなはそれに合わせて朗らかな歌声を響かせる。

　そこでオレと母さんとマキナは揃そろって手拍子を送り、そして演奏のあと、なずながじっとギターを見つめていたからなのだろう。エルニはなずなにギターを手渡して、本当のお姉さんみたいに、楽器の弾き方を妹に教えはじめた。

「なずな、まずはギターのコードから覚えていこう。マイナー、メジャー、セブンス……」

「う～ん、少し難しいね。わたしもエルニお姉ちゃんみたいに格好よく弾けるかな？」

「ふふ、なずなだったら、すぐに上手になると思うぞ？」

　はじめてのギター。なずなの練習をルナやマキナや母さんが見届けている間、エルニは懐から一枚の紙を取り出すや否や、以前歌っていた子守唄うたを口ずさみつつ淀よどみなく楽譜を書いていく。その歌声にルナが聞き入ったように「いい歌ですね」と頬ほおを緩めたところ、

「この歌はな、わたしのお母さんが作ってくれたものなんだ」と、自慢するようにルナに微笑ほほえみを向け、それから完成した楽譜。それをエルニは迷いなくルナへと手渡した。

「お母さんがくれたこの歌は、ずっとわたしの宝物だった。だけどルナには色んなものを貰もらったから、それが嬉しかったから、だからわたしはルナにこの宝物をあげる」

「……マキナやなずなちゃんじゃなくて、私が貰ってもいいんですか？」

「もちろんだぞ。わたしは南なん条じよう家の次女で、ルナはわたしのお姉さんだからな。ルナにならあげてもいい。この先ルナに子供が出来たとき、よかったら歌ってあげてくれ」

　微かすかな戸惑いを見せるルナに、エルニはひときわ声音を優しくして続ける。

「──ルナ、もう遠慮したらダメだぞ？　もう諦あきらめなくてもいいんだぞ？　ルナがずっと欲しかったものに、もう手を伸ばしてもいいんだからな？」

　それは少し不可思議な言葉だった。だけどルナにとっては特別な意味があったのかも知れない。彼女はわずかに瞳ひとみを濡ぬらし、

「ありがとうございます。大好きですよエルニちゃん」

　心なしか声を潤ませ、ぎゅっとエルニに抱きついた。と、そこで、ふとなずなが母さんとマキナを交互に見つめ、少し躊躇ためらいながらも、控え目にエルニの服の袖そでを引く。

「ねえエルニお姉ちゃん、わたしはギターを教わって、ルナお姉ちゃんは歌を貰ったでしょう？　だけどお母さんやマキナお姉ちゃんにはまだなにも──」

「大丈夫よなずな。マキナちゃんはともかく、あたしは母親なのよ？　子供たちが笑っていればそれだけでいいの。他ほかになにも要らないわ」

　やんわりと母かあさんがなずなの言葉を遮ると、マキナも穏やかに微笑ほほえんで言う。

「あたしも大丈夫よ。お姉さまとなずなには悪いんだけど、あたしが一番、エルニお姉さまから色んなものを貰もらっているもの。プラモデルだっていくつも貰ったし、料理だって教わったわ。それにエルニお姉さまは、あたしのためにある組織を動かしてくれたのよ？」

　母さんの前だからだろう。マキナはわずかに言葉を濁しつつも嬉うれしそうに続ける。

「あたしが迷っていたときに、憎まれ役まで買って間違いに気づかせてくれたわ。そのおかげで、あたしはいまでもここにいられるの。本当にありがとう、エルニお姉さま」

　……半人半魔のマキナ。彼女を黙認していなかった退魔の組織。そんな退魔の組織を動かしてくれと、エルニは宗そう悟ごさんに頼んでくれた。以前、魔界に戻ろうとしていたマキナを引き止めたのはオレだけではなく、エルニの働きも大きかったと思う。

　お礼の言葉と共に、ルナに続いてマキナもエルニに抱きついたところ、

「よかったな、マキナ……」

　妹に接するみたいに、エルニは愛いとおしそうにマキナの頭を撫なではじめた。

　その後、女性陣たちは一緒にお風ふ呂ろに入ったり、ゲームを楽しんだりしながら、一様に微笑ほほえみを溢あふれさせ……みんなの笑顔が途切れることはなかった。

　確かにいま、エルニの居場所はここにあった。うちにあるんだと感じた。だから思ったんだ。こんなささやかで特別な日々を何度も積み重ねて、幾度も繰り返して、いつまでもずっと、エルニを笑わせ続けたいと……。



　明日は学校があるため、あまり夜更かしもできない。ゲームの途中でなずなが寝てしまったこともあり、名残惜しいがみんなとの時間は一いつ旦たん終了。明日までお預けだ。

　が、先程までの時間があまりにも楽しく、自室に戻ったあとも高揚感が消えず、ベッドに腰掛けたままオレがひとり余韻に浸っていたところ、小さく部屋の扉がノックされたと思ったら、そっとエルニが顔を覗のぞかせ、彼女はこちらに笑顔を向けて声を弾ませる。

「忍しのぶ！　腕うで枕まくらをしてくれ！　今夜は忍と一緒に寝たい！」

「……恥ずかしいので帰ってください」

「その要求は却下する！　今日のわたしは簡単には引き下がらない！　わたしはこの家の次女！　つまり忍のお姉さんなんだ！　お姉さんの言うことは絶対なんだぞ！」

「いや次女と言っても、扱いとしてはオレの妹になるんじゃないのか？」

「それじゃあお願いだ忍お兄ちゃん。今夜は一緒に寝てくれ。もし断ったら、怒ったなずなみたいに噛かみ付く。ＢＡＤマッドドッグだ！」

「……もう好きにしてくれ」

　言葉通り簡単に引き下がる様子のないエルニ。説得を諦あきらめてオレが寝転がると、エルニは照明を落とすなりベッドにあがって布団の中に入り、ぎゅっと抱きついてきた。

　柔らかなエルニの身体からだ。鼻び腔こうをくすぐる甘い匂におい。心地良い体温。密ひそかにこちらが動揺する中、しばしの間のあと、エルニはゆっくりと穏やかに切り出す。

「なあ忍しのぶ、わたしはいままでな、色んな場所を旅して、色んな人たちと出会って、友達になった人たちから、本当に色んなものを貰もらったんだ。たくさんの笑顔を貰った。色々なことを教えて貰った。ギターの弾き方、料理やアクセサリーの作り方、霊符の扱い方……」

　穏やかなまま言葉を紡ぎ、その途中でエルニは「でも」と続ける。

「色んなものをくれたり、教えてくれたりしたみんなには悪いんだけど、わたしが一番嬉うれしかったのは……忍がくれたものなんだ。忍たちが傍そばにいてくれたことなんだ。お母かあさんと過ごしたあの場所よりも、大切なものができるだなんて思わなかった」

　さらに強くこちらに抱きつき、エルニは温かく声音を潤ませる。

「……わたしの夢を叶かなえてくれて……ありがとう忍」

「エルニ、お礼を言うのはオレの方だ。お前もオレたちに色んなものをくれた。言葉にするのは少し難しいけど、お前が傍にいてくれると安心するんだ。お前が傍にいてくれたら、ちゃんと笑ってくれたら、どんなことがあっても、オレたちも笑える気がする」

「わたしの神パワーも侮れないな」

　声音を滲にじませたまま冗談めかし、エルニはやんわりと告げる。

「話はそれだけだ。忍も明日は学校だろう？　早く寝た方がいいぞ」

「……こんな状況では眠れそうにないんだが？」

「ふふ、忍は甘えん坊だな。それなら特別に、わたしが子守唄うたを聞かせてやるからな」

　別に甘えたわけではなく、ドキドキして目が冴さえていたわけなのだが、こちらの返事も待たず、エルニはルナにプレゼントした異国の子守唄を口ずさむ。

　包み込むようにこちらの身体を抱き締めて、慈しむように頭を撫なでて、彼女は優しい歌声をオレの心に響かせる。すると彼女の歌声とぬくもりに抱かれているうちに、いつしか意識が心地良く沈んでいき、朧おぼろげなまどろみの中、

「……どうしてわたしは……神様なんかになっちゃったんだろう……」

　途切れた子守唄の代わりに、

「ごめんな忍。みんなの傍にいると楽しくて、みんなのことが大好きで、本当に大好きだから……すごく怖くなったんだ」

　耳に届かない彼女の声が、どこか遠くから曖あい昧まいに流れ、

「わたしはきっと、また壊してしまう。また全部壊しちゃうんだ。だけどここは一番大切な場所だから、絶対に壊さない。絶対にみんなを泣かせない。だからブラムに記憶操作を頼んだ。きっと明日には、忍もみんなもわたしのこと忘れていると思う。でも……」

　こちらに伝わるのは、彼女の柔らかな心臓の音だけで、

「わたしのことなんか忘れていい。わたしのために泣かなくてもいいんだ」

　温かな雫しずくが、自分の頬ほおに落ちるような感触と共に、

「ばいばい忍しのぶ。これからもずっと、わたしは覚えているからな。みんなと会えなくなっても、わたしは忘れないからな。ずっと……ずっと……大好きだ……」

　意識が暗くら闇やみに落ちる前に、優しい心臓の音がゆっくりと離れて、どうしてか彼女の泣き声だけは、確かに聞こえたような気がした……。
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　それはいつも通りの朝だった。外から雨音が響く中、鈴を転がしたような美声に優しく促され、渋々と瞼まぶたを開けると、視線の先にはルナの笑顔。そんな当たり前の朝。ふと気づけば部屋を見渡し、誰だれかを捜している自分がいて、戸惑いながらもオレは口を開く。

「なあルナ、今朝誰かここにいなかったか？」

「え？　私が来たときには誰もいませんでしたよ？」

　不思議そうに首を傾かしげるルナ。オレも彼女と同じように「おかしいな」と首をひねると、ルナはやんわりと再びこちらを促す。















「忍しのぶさん、マキナもなずなちゃんも巴ともえさんも待ってますよ。早くご飯を食べましょうね」

「……ん？　あいつはどうした？」

「あいつ？　誰だれのことですか？」

「いやほら、あいつだよ。えっと……誰だっけ？」

　再度こちらが首をひねったところ、オレが寝ね惚ぼけていると思ったのだろう。ルナは「みんな待っていますから、できれば早く来てくださいね」と微笑ほほえみを残して部屋を出て行く。一方、何な故ぜかルナの『みんな』という言葉に違和感を覚え、不意に鈍い頭痛が走る。

　……風邪でも引いたのか？

　小さくため息をつき、身支度を整えてダイニングキッチンに顔を出すと、そこにはいつも通り、揃そろってテーブルについたみんなの姿。ルナにマキナ、なずなに母かあさん。

　みんなと簡単な挨あい拶さつを交わしてオレもテーブルについたものの、誰もいない空席の場所に、どうしてか朝食が並べられていた。また誰も食事に手をつけないまま、みんな誰かを待つようにその空席を見つめていたところ、ルナが照れ笑いを見せて言う。

「ごめんなさい。今日は私も寝惚けていたみたいで、ひとり分多く作っちゃったんです」

　珍しいな。ルナがそんなミスをするだなんて。みんな少し意外そうに、だけど心なしか躊躇ためらうようにしてそれぞれ箸はしを取る。そんな中、なずながオレたちの顔を見回し、おずおずと切り出した。

「ねえ、ちょっと聞きたいんだけど、昨日の夜、誰かわたしの部屋に入った？」

　その問いに、みんなは顔を見合わせてから、それぞれ首を横に振って応じたところ、なずなは不思議そうに小首を傾かしげた。

「もしかして……あわてんぼうなサンタさんかな？」

「それはあんたのことでしょう、なずな」

　妙な言葉をこぼすなずなに、母さんはどこか嬉うれしそうに応じる。

「クリスマスにはまだ早いのに、あんたあたしの机の引き出しにプレゼントを入れていったでしょう？　さすがに驚いたわよ？　ひょっとしてなずなも寝惚けていたの？」

「え？　プレゼント？　わたしそんなの知らないよ？」

「……なに言ってるのよ。あんなにもたくさんのビーズのアクセサリーをくれたじゃない。それに『着物をありがとうお母さん！　クリスマスプレゼントだ！』なんてメモも一緒に入れてくれて……着物なんてあげた覚えもないのに、お母さんって……」

　言葉の途中で頭痛でも覚えたのか、母さんは眉まゆを寄せて片手で顔を覆い、「……あの着物、誰にあげたのかしら……」と、微かすかに声を震わせる。

　母さんに贈られた不思議なクリスマスプレゼント。オレも含め、ルナたちもそのことは知らず、プレゼントの贈り主が誰なのか、結局わからず終じまいだった……。



　いつも通りの通学路。いつも通りの学校での授業。本当にいつも通りの昼休み。

　でもなにかが足りなくて、それがなんなのかわからなくて、朝から止やむことのない雨を眺めては不可解な胸の痛みを覚えていたところ、一緒に弁当を食べていた整った顔立ちの変態。友人の浅あさ田だが少し心配そうに話し掛けてきた。

「なあ南なん条じよう、お前朝からずっとぼんやりしているけど、もしかしてなにかあったのか？」

「ああ、いまちょっと困っているんだよ。どうやらオレは大切なものを失なくしてしまったみたいなんだ。オレはそれを取り戻さないといけない。協力してくれるか浅田」

「お前の頼みなら断る理由はない。任せてくれ。それで南条、一体なにを取り戻すんだ？」

「実はさあ、実は浅田……今月は金がなくて」

「ぐうぐう。むにゃむにゃ。おっぱいいっぱい夢いっぱい」

「おいこら浅田、あからさまに寝たふりをするな。箸はしで目ん玉を突き刺すぞ？」

　普段のようにオレがきつい突っ込みを飛ばすと、何な故ぜか浅田はほっと胸を撫なで下ろす。

「一応冗談が言える元気はあるみたいだな。少し安心した。そして心配して損した。どうせお前の事だから、クリスマスに愛する女が多すぎて困るとかで悩んでいたんだろう？」

「そんなことで悩んだことなどない。全員まとめて愛すればいいだけだからな」

「……いまちょっと殺意が湧わいたよ？　お前あんま調子こいてるとぶち殺すぞ？」

　なんて風に互いにふざけ合いながら、オレは何気なく浅田に訊たずねる。

「ちなみに変態は、今年のクリスマスはどう過ごすつもりなんだ？」

「いい質問だなジゴロ。実は普段からソロ充じゆうやエロ獣じゆうの名を欲しいがままにしている俺でも、クリスマスの日だけはリア充になるのだ」

「なんだ、夏休みの時みたいに、ゲームの女の子にキスしてパソコン画面を汚すのか？」

「あれは夏の日が見せた幻の愛だったんだよ。だけどクリスマスだけはそうじゃない」

　静かに言葉を止め、浅田はいつもの飄ひよう々ひようとした口調をどこか優しいものに変える。

「クリスマスの日は、家族と一緒に過ごすんだ。智とも之ゆきさん──いや父とうさんも早く帰ってくるみたいだからな。母ちゃんも姉ちゃんもうちにいる。今時の高校生なのに、クリスマスに家族と一緒なんだぜ？　羨うらやましいだろう？」

「いや、オレも家族と一緒に過ごすつもりだ。別に羨ましくは──」

　言い掛けて、思わず言葉が止まる。

「お、おい？　南条？　急にどうしたんだ？　やっぱり今日のお前少しおかしいぞ」

　突然覚えた微かすかな頭痛。奇妙な喪失感。止まらずに滲にじんだ涙。

　浅田の言葉も耳に入らず、胸の中で響いた、誰だれかの寂しそうな声。

　──クリスマスパーティーか。なんだかすごく楽しそうだな。わかった。それじゃあクリスマスが終わるまで、忍のうちにいる。

「……なんだよ。いないじゃないか」

　自分の口からぽつりとこぼれた独り言。それを誰だれに投げ掛けているのか、どうしてもわからず、それでも溢あふれそうになる涙を、オレはただ堪こらえていた……。



　今日も生徒会の仕事がないようで、昨日と同様にマキナと肩を並べて歩く学校からの帰り道。せっかく一緒に帰れたというのに、特に会話らしいものもなく、オレもマキナも傘を差したまま静かに雨音を聞いていたところ、ちょうど十字路でルナと出くわした。

　彼女は手に傘と買い物袋を持っていて、心なしか沈んだ面持ち。さらにルナはこちらに気づいても暗い表情を変えることはなく、オレは少し戸惑いがちに声を掛ける。

「えっと、こんなところで会うなんて偶然だな。買い物にでも行っていたのか？」

「……はい、そうなんですけど、なんだか変なんです」

　小さく頷うなずきつつも、ルナは傘を持つ手を微かすかに震わせる。

「買い物が終わったあと、もしかしたらまた保育園で子供たちと遊んであげているんじゃないかって、そんなよくわからないことを考えて、私なんの用もないのに、保育園まで行っちゃったんです。それで保育園の先生に『お迎えですか？』って訊たずねられたとき、つい『はい』なんて答えちゃって……誰のお迎えだったんでしょうね？」

　困ったように眉まゆ尻じりを下げるルナ。微かな違和感と胸に残る寂しさ。ひょっとしたらそれを抱えているのは、オレやルナだけではないのかも知れない。

　おそらくマキナも同じなのだろう。ルナと一緒に帰宅したのち、彼女が買い物袋を手にダイニングに向かう中、マキナは靴も脱がすにじっと靴箱の上を見つめていた。

　マキナはなにをしているんだ？　少し気に掛かって彼女の視線の先を追うと、靴箱の上には無愛想な顔をしたプラモデルが飾られて……ん？　どうして無愛想だなんて思ったんだろうか？　疑問に感じてオレが頭をひねっていたところ、

「……忍しのぶ、このプラモデル、格好いいわよね？」

　言葉と同時に、微かに彼女の声が乱れる。

「あたしの部屋にはね、こんなプラモデルがいくつもあるの。全然あたしの趣味じゃないから、多分だけど誰かがくれたのね。もしかしたら、自分の好きなものを、たくさんプレゼントしたかったのかも知れないわ。でもその誰かが、全然思い出せなくて、朝起きたときに、部屋のプラモデルを見て思ったのよ……」

　言葉を口にするたび、彼女の声はひどく滲にじんでいく。

「ねえ忍、あたしの部屋……あんなに広くなかったわよね？」

　──どうだマキナ！　格好良くできただろう！　せっかくだからマキナにあげる！

　──今日からこの子に南なん条じよう家の玄関を守ってもらう。わたしは自宅警備員を卒業したからな。保育園のアルバイトで忙しいんだ。マッドドッグの後任はこの子に頼む。

　まただ。また響いた。また涙が溢あふれそうになる。胸の真ん中であの声が木こ霊だまする。けれどその声はすぐに消えてしまい、必死で思い出そうとしても蘇よみがえることはなく、声を嗄からすマキナになにも言えないまま、静かに立ち去って行く彼女を見送るしかなかった。

　……心の奥で騒ぐこの感情は、なんなのだろう？

　ひどく疼うずく胸を抑え、気持ちを切り替えようとリビングに足を伸ばしたところ、部屋のソファーにはなずなの姿。一体どこから持って来たのか、なずなは胸にギターを抱えていて……不思議とあのギターには見覚えがある。確かにあれは誰だれかのギターだった。

　だが誰のものかわからず、じっとギターに目を向けていたところ、なずなもオレに気づき、そして明るい彼女にしては珍しく、「おかえりお兄ちゃん」と声を落とす。

　そんな反応に困惑しながらも、オレは敢あえて軽い口調で訊たずねた。

「今日はいつもより帰りが早いなお前。部活はどうしたんだ？」

「……今日はもう休むよ。なんかね、忘れ物をしたと思って戻って来たんだけど、どこを捜しても見つからなくて……おかしいよね？　なにを捜しているのかもわからないの」

「まあ、オレも朝からお前と似たようなもんだよ。ところでお前、そのギターは？」

「これ？　これは朝起きたら部屋にあったの。クリスマスプレゼントなんだって。あわてんぼうなサンタさんかと思ったんだけど、わたしのお姉ちゃんからの贈り物みたい」

「お前のお姉ちゃん？　ルナかマキナか？」

「きっと違うよ。二人共ギターなんて持ってなかったし、それに朝は気づかなかったんだけど、さっき忘れ物を見つけようと思って机の引き出しを開けたら……手紙があったの」

　話を続けるうちに、次第になずなは目に涙を溜ためていく。

「なんかね『わたしの代わりにみんなを笑顔にさせてくれ。なずにゃんなら、いやなずなならきっと大丈夫だ。あと、部屋のギターはわたしからのクリスマスプレゼントだぞ！　なずなのお姉ちゃんより』って、手紙にそう書いていて……よくわからないよ。わたしのことを『なずにゃん』って呼んでくれていたの……誰だったのかな？」

「オレにもよくわからないけど……」

　──こらアキ！　なんでわたしのギターを持って行くんだ！　そのギターはわたしの宝物なんだぞ！　お願いだから返してくれ！

「そのギター、誰かの宝物だったような気がする」

「……わたし、こんなの欲しくなかったよ」

　多分あの声が、なずなの胸にも響いているんだと思う。

「わたし、誰かがこのギターを弾いているのを見て、すごく素敵だと思って、演奏している姿が大好きでずっと見ていたくて……わたしが持っていたら、もう見られないよ」

　言葉と共に、とうとうなずなは涙をこぼした。けれどギターを抱えたまま「忘れ物、見つけないと……」と呟つぶやき、止める間もなくリビングを駆け出していく。

　忘れ物。オレたちは一体、なにを忘れたのだろうか？　相変わらずそれがわからないまま、お茶でも飲もうとダイニングに足を伸ばす中、ふと耳に触れたのは異国の子守唄うた。

　その歌が何な故ぜか心を揺さぶり、歌声に目を向けたものの……どうしてため息が出そうになるのだろう？　夕食の支度をしているのか、視線の先にはキッチンに立つルナの後ろ姿。そしてこちらの視線に気づいたのか、彼女は振り返って歌声を止める。

「……素敵ですよね、この子守唄」

「ああ、オレもそう思うが、どこの国の言葉なんだ？　意味がよくわからないな」

　ため息を呑のみ込んで相あい槌づちを打つオレに、ルナは淡く微笑ほほえんで返す。

「この歌には、とても優しい意味が込められているんですよ？　これから生まれてくる子供の幸せを願ったものなんです。それでこの歌は、あの人の宝物で……それを私にプレゼントしてくれて……」

　ルナもマキナやなずなと同じだった。誰だれかを想おもって、だけどその誰かを思い出せなくて、声が震えて涙が溢あふれ出す。胸にぽっかりと穴が空いたようだった。

　……なんでオレたちは思い出せないんだ？

　どういうわけなのか、胸に罪悪感みたいなものがこみ上げ、それからルナとの短い会話を終えて自室に戻り、オレはゆっくりと部屋の机へと足を伸ばす。

　みんなに贈られた様々なプレゼント。不思議とオレにもなにか贈り物があるような気がする。そんな想いに突き動かされるまま、そっと机の一番上の引き出しを開けると、中には見知らぬ封筒が置かれていた。オレにもなにか残してくれたのかも知れない……。

　はやる気持ちを抑え、封筒を手に取って中を改めると……涙の跡だろうか？　取り出した便びん箋せんには所々に濡ぬれたような箇所があり、不意に胸の中で焦燥が生まれはじめ、それと同時に今朝感じた頭痛が蘇よみがえる。けれどオレは構わず便箋に視線を落とした。



　──きっと忍しのぶもみんなも、わたしのことを忘れていると思う。だからこんな手紙は気持ちが悪いと思うかも知れない。もちろん捨ててしまっても構わない。だけどお願いだから、一度だけでもいいから、最後までちゃんと読んで欲しい。

　はじめに、クリスマスまで待てなくてごめんな。この家はわたしにとっても大切な場所で、みんなのこともすごく大好きで、みんなと一緒にいたいという気持ちが、自分の中でどんどん大きくなっていくことに気がついたんだ。

　いままでのどんな場所よりも、忍たちの傍そばの方がよかった。

　それで怖くなったんだ。みんながわたしのことを好きになってくれたから、友達や家族だと思ってくれたから、だからここでお別れしないといけない。このままずっと傍にいたら、いつものように、わたしは最後にみんなを泣かせてしまう。

　そんなのはもういやなんだ。わたしは忍たちの泣き顔だけは絶対に見たくない。

　本当は忘れて欲しくなんかないけど、これが一番いいと思った。それにみんなが忘れてしまっても、わたしだけは絶対に忍しのぶたちのことを忘れない。一緒に過ごした時間は絶対に忘れない。みんなの写真を見て何度でも思い出す。ずっと大好きだ。

　少し早いけれど、机の一番下の引き出しにクリスマスプレゼントを入れておいた。この手紙は捨ててもいい。でもプレゼントだけは捨てないでくれ。それは忍のためにも、ルナのためにも必要なものなんだと思う。

　あまり長く書いても、泣き言ばかりになりそうだから、そろそろ終わりにする。

　最後に、短い間だけだったけれど、忍たちの家族になれてすごく嬉うれしかった。これから出会う人たちにも自慢するつもりだ。わたしには世界で一番素敵な家族がいたって、いっぱい自慢する。わたしは忍たちとの思い出があれば、これからも生きていける。だからな忍、忘れたままでいいからな。わたしのことは忘れて、みんなと笑顔でいてくれ。

　ごめん。もう終わりにしようと思っていたのに、またいっぱい書いちゃったな。

　だけどこれで本当に最後だ。

　忍、一緒に笑ってくれてありがとう。たくさんの宝物をありがとう。日溜だまりのような場所をくれて、ほんとにありがとう。

南なん条じよう家の元次女より



　……手紙の差出人が誰だれなのかわからない。どこにも名前が書いていない。ただ、手紙を読むうちに唇が震えはじめ、瞳ひとみから滲にじんだ涙で視界が霞かすんでいく。ひどい頭痛もある。それでも、オレは迷わず机の一番下の引き出しに手を掛けた。

　──少し早いけれど、机の一番下の引き出しにクリスマスプレゼントを入れておいた。

　手紙に書かれていた言葉に心を揺さぶられ、おずおずと引き出しを開けて中を覗のぞくと、そこには溢あふれんばかりの数の、ビーズで出来た綺き麗れいなブレスレットと、一枚のメモ用紙。

『メリークリスマス！　これを身につけていれば、悪魔の影響は受けないからな！　ずっとルナと一緒にいられるぞ！　よかったな忍！』

　ひどく明るい文字。匂におい立ちそうな優しさ。一層ひどくなる頭痛。脳裏で浮かんでは消える少女の姿。ブレスレットを眺め続けているうちに、少女の声が心に響いた。

『──、お前さっきからなにを作っているんだ？』

『これか？　これはビーズで作ったブレスレットだ。わたしの力と想おもいを込めているからな、アクセサリーだけじゃなくて、いいお守りにもなると思うぞ』

『ほんと手先が器用だなお前。ちなみにそのお守りって、一体どんな効果があるんだ？』

『うん。これを身につけていれば、悪魔の影響を受けなくなるんだ。護符なんかよりもずっと強力なんだぞ？』

　明るいあの声を思い出そうとするたび、強い頭痛が思考をかき乱していく。頭が軋きしむように痛む。歯を食いしばってそれに耐え続ける中──心臓の音が、聞こえたんだ。

　彼女の温かな心音。優しい異国の子守唄うた。それらが頭痛をかき消して、次第に少女の姿が、鮮明に浮かび上がってくる。

　輝く銀の髪。ルビーのような紅の瞳ひとみ。細く華きや奢しやな身体からだ。花が咲いたみたいな笑顔。みんなを笑わせてくれた、ちょっとおバカな仕草。少女は神を名乗る少し変なやつで、我が家の居候なんかじゃなくて、大切なオレたちの家族で、

「────」

　そのとき自分がなんと叫んだのか？　それは怒りの声だったのか、それとも泣き声だったのか、そんなことを考える余裕もなく、オレは部屋を飛び出して家を出る。

　……雨が降っていた。

　頭の中は思い出ばかりだ。はじめて出会ったとき、あいつはひとのホットドッグを勝手に食べていて、台風が来たときにはうちに来てくれて、それからはずっと一緒だった。

　文化祭のときには学校に遊びに来てくれた。夏には爺じいちゃんの別荘にも一緒に行った。体育祭のときには応援にも来てくれた。生徒会選挙のときにはマキナを守ってくれた。

　思い出の中の彼女はいつも笑ってばかりいて、みんなを笑わせてくれて、誰だれとでも仲良くなれて、誰からも好かれていた。それでも──手紙に残された涙の跡。眼球にしがみついて離れないあの映像。

　──あぁ……そうか。みんなはもういないんだ。

　泣いていたんだ。うなされて泣いていた。オレはその涙を止めてやりたかった。

　だからまだ間に合う。間に合うはずだ。もう一度だけチャンスが欲しい。あのときみたいに。彼女が一度家を出たときと同じように、またうちに連れて帰ればいいんだ。

　……雨が降り続けていた。

　冷たい雨に煙る街の中、重ねた思い出を巻き戻して、必死で捜し続ける。オレたちと一緒に住むまで、あいつが暮らしていた河原。マキナを引き止めた公園。あいつがアルバイトをしていた保育園。

　思いつく限り捜し回った。だけどもう彼女はどこにもいなかった。どこにもいなかったんだ。だから多分……彼女は自分の居場所を捨ててしまったのだろう。

「どうしてだよ……エルニ」

　……雨が降っていたんだ。

　きっといまも振り続けているんだと思う。オレには止めることができなかった雨が、まだ彼女の心の中で降り続いているのだろう。そして灰色の空からも、自分の瞳からも、とめどなく、また途切れることもなく……雨が降り続けていた。










　　　　第四章　消えない家族



　なずなの部屋に『クリスマスプレゼントだ！』と置かれたエルニのギター。時折ルナが口ずさむ、エルニが贈った異国の子守唄うた。母かあさんの部屋に残された、エルニがビーズで作ったアクセサリーの数々。エルニがいない相部屋の広さに戸惑いを覚えるマキナ。

　携帯電話の着信履歴。数十通のメール。エルニが残したわずかな痕こん跡せき。

　それらにみんな違和感を覚えながらも、やはりエルニのことを思い出せずにいた。

　──きっとみんなも、すぐにわたしのことを忘れてくれるはずだ。

　本当にその通りになった。おそらく最初からエルニはこうするつもりだったのだろう。

　みんながエルニを忘れているわけ。考えられるのは悪魔が使う記憶操作。多分エルニがブラムのおっさんに頼んだのは、その記憶操作だったんだと思う。

　だからオレは何度も携帯電話に連絡を入れた。エルニにもおっさんにも。だけどただの一度も電話が繋つながることはなく、オレはあてもなくエルニを捜し回り、次第に行動の範囲は広がっていき、交通費ばかりがかさんでいく。

　しかしどれだけ時間が掛かっても、絶対にエルニを見つけ出す。オレだけがエルニを覚えている。あいつの泣き顔だって忘れてはいない。もしエルニがまたひとりで泣いていたらどうする。オレが捜してやらないでどうする。

　胸の中の決意は日に日に強くなっていき、彼女が立ち去った日から、オレは学校に行くことを止やめた。期末テストさえ受けずに、休むこともなくエルニの姿を追い求めた。

　みんなはそんなオレのことを心配してくれたけど、足を止めるつもりはない。みんなだって、いまは少し忘れているだけだ。エルニの顔を見たら、きっとみんなも思い出す。

　けれど急がないといけない。おそらくみんなの違和感が消えたとき、エルニがいない生活がみんなの日常になってしまう。焦る心に促されるまま、ここ数日はうちにも帰らず、目撃情報を頼りに遠い街でエルニの姿を捜し続けて、それでもまだ見つからなくて、一度地元の街へと戻り、薄暗い夜道の中、オレは重い足を引きずりながら歩みを進める。

　……胸の中の想おもいは色いろ褪あせることはない。しかし心に風穴が空いたみたいで、寂しさを拭ぬぐい切ることはできない。それにひとりだけでは限界がある。もう誰だれかを頼るしかなかった。だけど誰もエルニを覚えていない。

　だからずっと躊躇ためらっていたけれど……もう迷っている場合ではないだろう。オレは足を引きずりながら、目的地──五ご行ぎよう家のうちの前で歩みを止め、強く拳こぶしを握り締めた。



　……突然の訪問に驚きはあったと思う。それにオレが学校を休み続けていることに対して、少なからず困惑はあったはずだ。けれど聖ひじりもかおるんも、オレの顔を見てもなにかを追及することはなかった。

　ただ聖ひじりは優しく微笑ほほえんで『あがってくれ』とオレを家の中に通してくれて、かおるんと一緒に広い居間に腰を下ろす。そしてオレが口を開くのを待っているのか、彼女たちは穏やかな沈黙を守っていた。そんなふたりの対応に感謝しつつも、「聖、お前にひとつ頼みがある」と、声音を正してそう切り出し、オレは躊ちゆう躇ちよを消して続ける。

「間違っているのかも知れないが、退魔の組織は色んな情報網を持っているんじゃないのか？　もしそうだとしたら、オレにその情報を貸して欲しい」

「えっと、確かに退魔の組織は様々な情報網を持っている。悪魔の探索や悪魔の情報を隠いん蔽ぺいしたりする時に必要だからなんだけど、その情報網を使って何をするつもりなんだ？」

「……人を、捜したいんだよ。聖もかおるんも覚えていないかも知れないけど、エルニっていうんだ。銀髪のツインテールで、大きな瞳ひとみが紅あかくて綺き麗れいで、あれだけ目立つ外見なのに、いくら捜しても見つからなくて……」

　オレがエルニの話をしても、やはり聖もかおるんも怪け訝げんそうな表情を見せるだけで、

「本当に覚えていないのか？　ちょっとバカなやつがいただろう？　いつもみんなを笑わせてくれて、誰だれとでも仲良くなれて、誰からも好かれて……だけど無理して笑うところがあって……うなされて泣いていたこともあったのに……」

　彼女たちにちゃんと説明しようとしても、ひどいぐらいに声が震えて、

「……あいつ、ちっとも泣き顔なんて見せてくれなかった。みんなを泣かせないことに夢中で、自分だけ我慢してひとりで泣いて……挙句の果てにあのバカ……勝手にいなくなっちまって……どこにいったのかもわからなくて……オレひとりじゃ何もできなくて……」

　いままでずっと抑えていた涙が溢あふれて視界が滲にじんで、言葉も嗚お咽えつ混じりでひどく不ふ明めい瞭りようで、話も要領が得なくて、情けないことに、オレは縋すがるように聖へと手を伸ばす。

「……頼むよ聖……エルニは、オレの大切な家族なんだ……みんなが忘れても……あいつは家族だから……あいつを泣かせたくないから……エルニのことを……」

　自分の口からは、もう嗚咽しかこぼれなかった。だけどきちんと説明しないといけないから、オレが必死で声音を整えようとしていたところ、静かに聖とかおるんが立ちあがり、

「話はわかった。薫かおるさんもいまから調べて欲しい。エルニという女の子だ。銀髪のツインテール、紅の瞳、黄色のパーカーを着ていて……それで父とうさんの友達で……」

　こちらがまだ話していない情報を口にしながら、頭痛でも覚えたのか、聖は言葉の途中で額を押さえ、かおるん自身も違和感を覚えたんだと思う。微かすかに瞳を滲ませ、「……わたくしはすぐに調査に入ります」と駆け出すや否や、勢いよく居間を出る。

　きっと聖もかおるんもまだエルニのことを思い出せてはいないのだろう。だけど彼女たちの心の奥でも、オレたちのようにエルニの声が響いたに違いない。聖は「父さんにも協力を頼んでくるから、少し待っていてくれ」とだけ言い残して、かおるんと同じように勢いよく部屋を飛び出していき、彼女の表情からは焦りが見えた。

　……エルニが戻って来たら、彼女たちの表情も笑顔に変わるんじゃないだろうか？

　と、そんなことを考えながら、いまのうちに瞳ひとみからこぼれた涙を拭ぬぐった。そして、数分程経たった頃ころだと思う。居間の扉がゆっくりと開き、顔を見せたのは聖ひじりではなく、意外にも宗そう悟ごさんだった。彼は静かにこちらに近づき、

「……聖には席を外してもらった」

　短くそう告げ、宗悟さんはなにか迷うようにオレの目を見つめ続け、長い沈黙のあと、瞳に寂しさの色を見せながらも、どこか穏やかに口を開いた。

「南なん条じよう君、バカな女の子の話は知っているかい？」

　途端、オレが目を見張ると、彼は穏やかな声音のまま続ける。

「バカな女の子はな、本当に優しい娘なんだ。誰だれかがひとりでは抱えきれないほど重い荷物を背負っているのを見たら、女の子は笑顔でその誰かに駆け寄って、隣で一緒に笑ってくれて、時には一緒に泣いてくれる。だけど女の子は、その誰かの荷物を持ったりはしない。それは安易に手を貸すよりも難しくて辛つらいことだ。そしてその後はもっと辛い」

　まるで思い出を語るように、

「バカな女の子に支えられて、いつしかその誰かは、重い荷物も苦ではなくなっていく。他人の荷物を持てるぐらい強くなっていく。だけどそのとき隣には、もう女の子はいない。置き手紙に『ありがとう』とだけ残して消えてしまう」

　自分の過去を話すみたいに、声に後悔を滲にじませ、宗悟さんは唇を噛かみ締める。

「その誰かが大切な人と一緒に歩く姿を、バカな女の子は遠くから笑顔で眺めて、また誰かのところへ行ってしまう。自分から大好きな人たちの傍そばを離れて、本当は辛いのに離れるしかなくて、きっとそれを何度も繰り返して……どれだけ孤独だったのだろう」

　おそらく『その誰か』とは、宗悟さんのことなのだろう。

「バカな女の子と再会してわかった。バカなのは自分の方だと。何十年振りに再会したというのに、女の子は何一つとして変わっていなかった。成長が止まっていた。そのとき女の子が、自分から離れた理由にようやく気がついたんだ」

　声音の後悔が濃くなる。寂しげな色をした瞳が揺らいでいく。

「だから女の子と会うことを避けた。女の子を見ていると自分の表情が歪ゆがむのがわかったからだ。女の子が嫌う涙を見せたくはなかったんだよ。だけどもう一度ちゃんと笑顔が見たくて、ちゃんとお礼が言いたくて、別れの前に食事に誘って、あいつが望むことは全部叶かなえてやろうと思った。私にはそれぐらいしかできなかったんだ」

　掠かすれかけた言葉を絞り出し、宗悟さんは滲んだ瞳をオレに向ける。

「南条君、バカな女の子は私に話してくれたよ。ひとつは半人半魔の悪魔を、マキナを助けてあげて欲しいと。そしてもうひとつは、悪魔の記憶操作を黙認してくれと」

「……宗そう悟ごさんは、ずっと前から知っていたんですね？」

「すまない。私にはどうすることもできなかった。あいつが、いつも笑っていたあいつが、大好きな人たちを泣かせたくないと、泣きながら頼むんだよ」

　どうしようもないほど表情を歪ゆがませて、

「──いままで別れを惜しむ涙ならいいと思っていた。そう考えて何度も別れを繰り返してきた。だけど忍しのぶたちは特別なんだ。一度だって泣かせたくはない。それに忍は優しいから、記憶を消さなかったら、いつかわたしの身体からだに気づいたとき……宗悟みたいになる」

　以前は枯れたと思われた瞳ひとみから涙をこぼして、

「忍も後悔して泣いてしまうかも知れない。その泣き顔を考えるだけで、わたしは耐えられない。だからお願いだ宗悟。みんなには黙っておいてくれ。わたしは静かに消える。もうわたしがいなくても大丈夫だからな」

　嗚お咽えつをもらしながら、宗悟さんはエルニの言葉を紡いでいく。

「あと……ありがとう宗悟。わたしと再会しても、わたしの身体に気づいても、わたしのために我慢してくれたんだろう？　泣かないでくれてありがとう」

　静かに嗚咽を続けたのち、宗悟さんは懸命に声音を整えて言う。

「南なん条じよう君、君は私とは違う。昔エルニとの別れを受け容いれてしまった私とは全く違う。自分の力で記憶操作すら撥はね退のけたほどだ。それにエルニにとって君は特別みたいだから、私にはできなかったことを、エルニの傍そばにいることを、君に頼んでもいいかな？」

「……宗悟さんに頼み事をしたとき、エルニは泣いていたんですよね？」

「ああ、あんなエルニを見たのははじめてだったよ」

「それなら答えは決まっています。オレはエルニをひとりで泣かせたくはありません。絶対にあいつを見つけ出して、オレにできることを探します」

　話を聞いて何となくわかった。宗悟さんはエルニのことを理解している。彼女がオレたちから離れた理由も知っているのだろう。けれどそれは彼に聞くことじゃない。エルニ本人から直接聞かないといけないと思い、胸の中の想おもいが、さらに強くなっていった……。
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　まどろみの中、懐かしい匂においが鼻先を掠かすめた。それはどこか甘く、少し冷たい煙草たばこの匂い。もしかして父とうさんが近くで煙草でも吸っているのか？　半分以上寝ね惚ぼけたまま瞼まぶたを開けると、視界に映ったのは見慣れた自室の天井ではなく、なんとも澄み切った青空。

　……ああ、そういや昨日は終電を逃して、せっかくだからと朝方まで遠くの街でエルニを捜し続けて……公園のベンチでダウンしたんだったな。瞼を半ば閉じながら、オレは青空を見上げたままぼんやりと考える。一体エルニはどこにいるのだろう？

　宗そう悟ごさんたちも頑張ってくれているみたいだが、退魔士の情報網になかなかエルニは引っ掛からない。だから不安と焦りが募っていく。それにルナたちの様子も気掛かりだ。

　相変わらずみんなはエルニのことを思い出せない。でも、みんなは自分たちの中の違和感を頼りに、それぞれ彼女を捜しはじめているみたいだけど……さっきからこの煙草たばこの匂においはなんなんだ？

　考え事をしているうちに目が覚めてきた。今度はしっかりと瞼まぶたを開けて公園のベンチの上で身体からだを起こしたところ、自分の身体に黒いコートが掛けられていることに気づく。

　親切な人もいたものだ。コートの持ち主が近くにいるのならお礼を言っておきたい。というわけで周囲に視線を飛ばすと、すぐ傍そばにひとりの男性の後姿が見えた。

　瞬間、わずかに残っていた眠気も吹き飛んでいく。あの長い赤髪は間違いなくブラムのおっさんなのだろう。オレが目を見開いていたところ、おっさんもこちらの視線に気づいたらしく、「起きたか」と小さくこぼして振り返る。

　と、おっさんは煙草を口に含み、短い躊ちゆう躇ちよののち、声音を硬くして切り出した。

「……エルニのことを、捜しているみたいだな」

「それはそうなんだけど……どうしておっさんが知っているんだ？」

「何度も貴様が私の携帯に連絡を入れて来たことも理由の一つだ。ルナやマキナならともかく、貴様が私に連絡を寄こすなど今回がはじめてだろう？　なんとなく察しがついた」

　心持ち気まずそうな表情を見せ、おっさんは紫煙を吐き出して「それと」と続ける。

「今回の記憶操作は規模が大きかった。エルニには知り合いが多すぎる。ここまで広範囲で術を使ったのははじめてでな、なにか綻ほころびでもないかと使い魔を飛ばしてみたのだが、どうやらエルニにとって近しい者に限り、術の効果が若干薄いようだ」

　言いながらおっさんはこちらへと目を向ける。

「その中でも貴様は特別だ。貴様には一度、ルナの記憶を消すために術を施したことがある。その影響で耐性でもついたのかも知れん。しかしルナたちは貴様とは違う。術の効果が甘いせいか、違和感はあるようだが、エルニのことを思い出す可能性は低いだろう」

　表情に苦味を滲にじませ、おっさんは微かすかにため息をつく。

「……すまんな忍しのぶ。貴様にもルナにも辛つらい思いをさせている」

「まあ確かにかなりきついが、おっさんが謝ることじゃない。全部エルニが望んだことなんだろう？　宗悟さん──いや、知り合いの退魔士から大方の事情は聞いている。説教はおっさんにじゃなくて、ちゃんとエルニにしないとな」

「説教か。その様子だと……やはりエルニを諦あきらめるつもりはないようだな」

「……ああ。あいつの泣き顔が、頭から離れないんだよ。マキナが言うにはな、エルニはよくうなされて泣いていたみたいなんだ。もしかしたら、いまもひとりで泣いているのかも知れない。そんなあいつを、このまま放っておけるわけがないだろう」

「珍しく貴様と意見が合ったな」

　紫煙をくゆらせながら、おっさんはわずかに口調を重くする。

「しかし貴様はエルニを捜してどうするつもりなのだ？　エルニは自分から望んで貴様たちのもとを離れた。たとえエルニを見つけ出したとしても、あいつが貴様のもとに戻ってくる保証はどこにもない。それでも捜すのか？」

「迷いはないな。必ず捜し出して、あいつがオレたちから離れた理由を聞いて、エルニと一緒にいられる方法を考える」

「……そんな方法が、見つかると思うのか？」

　静かに投げ掛けられた問いに、オレは微笑ほほえみを交えて応じる。

「多分、見つけようとしてもなかなか見つからないだろうな。だから自分の足で答えを探して、自分の手で突破口でもなんでも作り出すつもりだ。まあ、これは母かあさんの受け売りみたいなものなんだけどな」

「なるほど。貴様の考えはよくわかった。貴様もいい母親を持ったな」

　取り出した携帯灰皿に煙草たばこを押し付け、おっさんは密ひそかに目を細める。

「近いうちに貴様の家にも顔を出そう。ルナとマキナが世話になっているようだからな。魔界に戻る前に、貴様の母親に礼の一つでも言っておきたい」

「それじゃあ、そのときにはまたなずなとゲームでもして遊んでやってくれ。あと助かったよおっさん。このコート、おっさんが掛けてくれたんだろう？」

「ふん、ルナとマキナのためだ。たとえ貴様が凍え死のうが知ったことではないが、それでは娘たちが悲しむ」

「それでも助かったことには変わりない。ありがとうおっさん」

「……軽口のない貴様と話していても張り合いがないな」

　オレからコートを受け取ったのち、不意におっさんは顔をあげて青空に視線を移す。

「なあ忍しのぶ、マキナの件ではエルニにも貴様にも世話になった。しかしエルニの頼みだけを聞くというのも、少し不公平だろう？　なんなら貴様の望みを叶かなえてやっても構わんぞ」

「……オレの望み？」

「エルニの居場所が知りたいのだろう？」

　珍しく表情に笑みを見せ、こちらに背中を向けつつも、おっさんは柔らかく続ける。

「やはり私も放ってはおけなくてな、使い魔にエルニのあとをつけさせておいた。もっとも途中で勘付かれたのか、少し前に見失ってしまったのだが、その場所からそう離れていないはずだ。あとは貴様に任せる、場所は──」

　もしかしたらおっさんは、はじめからエルニのことを教えるつもりで会いに来てくれたのかも知れない。彼はエルニを見失った場所について詳しく話してくれて、その後は足早に立ち去ってしまったが、オレはおっさんに何度も礼を言って携帯電話を取り出した。

　おっさんがエルニを見失った場所。そこで重点的に情報を集めれば、エルニの居場所を突き止めることができるかも知れない。期待を覚えて微かすかに胸が騒ぎ、オレは退魔士の情報網を借りるため、早速手に持った携帯で聖ひじりと連絡を取った……。
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　視界の端を横切る、鮮やかなイルミネーション。行き交うカップルたち。見知らぬ夕暮れ時の街並み。今日がクリスマスイブのためか、足を伸ばした先の商店街。その場所は人々のぬくもりに包まれていたが、その中をオレはひとりで歩き続ける。いつものように目を凝らして捜し続ける。

　……やっとわかったんだ。おっさんの力添えもあり、ついに退魔士の情報網がエルニの居場所を掴つかんでくれた。彼らの情報に間違いがなければ、エルニはこの街のどこかにいるはずだ。そう考える自然と足早になる。

　今日はクリスマスイブ。本当はみんなとパーティーを行うはずだった夜。エルニはみんなのことを思い出して、自分が欠けたパーティーを想像して、ひとりで泣いていたりしないだろうか？　もしそうだとしたら、あと少し、あと少しだけ待って欲しいんだ。すぐに見つけてやる。ひとりで泣かせたりなんかしない。一緒にいられる方法だって考えてやる。

　ひどく心がはやり、見知らぬ顔々が流れる街の中で、自分の大切な家族を、ただ捜して捜して捜し続けて……久しぶりに見た。ようやく見つけた。やっと会えた。

　銀のツインテール。ルビーのような紅の瞳ひとみ。黄色のぶかぶかのパーカー。

　──ああ、エルニだ。

　なんだか何年も会っていないような気さえする。胸が熱くなって涙が出そうにもなった。覚えず駆け足でエルニのもとへと向かおうとしたのだけれど、その途中で足が止まる。

　……笑っていたんだ。

　きっとオレたちと会えなくなって、泣いているんだとばかり思っていた。けれど視線の先にいるエルニ。彼女は数人の女の子たちに囲まれていて、この街でも笑顔に包まれていて、やっぱりみんなから好かれているみたいで……。

　はは、楽しそうじゃないか。オレたちがいなくても、笑っているじゃないか。

　乾いた笑いがこみ上げ、胸に隙すき間ま風が通り抜ける。強く拳こぶしを握り締め、オレがそこから一歩踏み出すことを躊ちゆう躇ちよしていると、

「あぁ……」

　大きな紅の瞳と目があった。その瞳は見る見るうちに大きく見開かれ、こちらを認めたエルニの表情に満開の花が咲き、口元が鮮やかに綻ほころぶ。

　その笑顔は周囲の少女たちに向けているものとは明らかに違っていた。愛いとおしさに溢あふれた表情。エルニは嬉うれしくて堪たまらないというように大きく手をあげ、小さな口を開きかけ、しかしそこで我に返ったかのように全すべての動作を止めて……その表情をひどく歪ゆがませる。

　瞬く間に笑顔の花は消え、ぽろぽろと大粒の涙が、彼女の頬ほおを濡ぬらす。

　……エルニが、みんなの前で泣いた。周囲の少女たちがオレとエルニを交互に見つめ、「エルニちゃん？」と心配そうに声を掛けても、彼女はいつもみたいに無理をして笑うこともなく、嗚お咽えつをもらして泣きじゃくる。周りの少女たちがいくら表情を曇らせても、エルニは決して笑わない。ただ彼女は踵きびすを返して、逃げるように走り出して行く。

　もうなんの躊躇ためらいもない。オレはすぐに彼女を追いかけようとしたものの、エルニの傍そばにいた少女たちが揃そろってこちらに駆け寄り、

「ちょっと待ってください。聞きたいことがあるんです」「エルニちゃんの写真で見たよ。あなたは忍しのぶさんなんだよね？」「エルニの家族なんでしょう？」

　口々に声をあげてオレの服の袖そでを掴つかむ女の子たち。きっとエルニの新しい友達なのだろう。みんな一様に真剣な面持ちで、オレは足を止めて少女らの質問に応じる事にした。

「確かにオレの名前は忍で、エルニはオレの家族だが……あいつから聞いたのか？」

「はい。たまにエルニさんが自慢げに話してくれるんです。自分には素敵な家族がいたって。それで嬉しそうにアルバムを見せてくれて、幸せそうに笑ってくれて、でも……」

「その途中でいつも泣いちゃうの。はじめて会ったときも、エルニちゃんは泣いていたよ。家族たちと別れてきた。でも忍の笑顔が見たい。ルナのご飯が食べたい。マキナやなずなと一緒に遊びたい。着物をくれたお母かあさんに、もっとお礼が言いたかった……」

「そう言っていまでも時々泣くのよ。エルニはいつも同じようなことを口にするから、こっちが覚えちゃったわ。あと、聖ひじりとかおるん、みーちゃんとも会いたい。だけどもう会えない。もう神様なんていやだ……って。私たちと仲良くなってからも、なにかのきっかけで家族や友達のことを思い出すたびに、エルニは泣いちゃうのよ」

「あいつは……そんなにも……泣いていたのか」

　いつも笑っていたのに、オレたちと離れてから、みんなのことを想おもって……。

　少女たちの言葉を受け、再びオレが拳こぶしを握り締める中、

「……エルニさんを、迎えに行ってあげてください。お別れは寂しいですけど、エルニさんは大好きな人たちの傍そばにいる方がいいと思うんです。きっとエルニさんなら公園にいるはずですよ。はじめて会ったときも、それにいまでもよく公園で泣いていますから」

「ああ、わかった。話してくれてありがとう。君らがエルニの傍にいてくれてよかった」

　だけどこれからは、またオレたちがあいつの傍にいてやりたい。オレは女の子たちから公園の場所を聞いてもう一度礼を言ったあと、勢いよく地面を蹴けって走り出す。

　夕暮れの空はいつしか完全に沈んでいた。夜空には星々が瞬きはじめている。そんな中、息を切らしながら辿たどり着いた公園。園内は静寂に満ちていて、片隅のベンチにはエルニの小さな姿。彼女の頬ほおには涙の跡が残っていて、オレはそっとエルニの目の前に立つ。

　するとエルニはベンチに腰掛けたまま、ぎこちなく初対面を演じた。

「……こんばんは。どうしたんだこんなところで。道にでも迷っちゃったのか？」

「いいや、捜し物を見つけに来たんだよ。ずっと捜していたんだ。オレだけじゃない。みんなもずっと捜している」

　乱れそうになる声を懸命に抑えて、

「最近なずなはな、何か思い出せるかもって、プレゼントのギターを抱いたまま離さないんだよ。ルナはよく食事を一人分多く作る。もういないのに、たまに保育園の迎えにも行く。マキナは自分の部屋が広すぎると泣いて、母かあさんまで食事中に急に泣き出すんだ」

　ゆっくりとみんなの話をして、

「あの真面目まじめな聖ひじりなんか、オレと一緒で学校を無断欠席だ。それでかおるんも聖に付き合って、珍しく愚痴も冗談も言わずに真剣に捜している。それからみーちゃんもな、なずなに協力しながら、思い出せないのが悲しいんだろうな。なずなと一緒によく泣いている」

　こちらの言葉を聞いて、大きく瞳ひとみを揺らすエルニに、

「エルニ、お前がいないからだ」

　やんわりとそう告げ、オレは彼女に手を伸ばす。

「みんなお前のことを待っている。きっとお前の顔を見たら全部思い出す。だからエルニ、一緒にうちに帰ろう」

「忍しのぶは……わたしのことを……ずっと捜してくれていたのか？　ずっと覚えていてくれたのか？　一体……どうして……」

「決まっているだろう？　お前がオレの家族だからだよ。お前をひとりで泣かせたくないからだ。だからもう勝手にどこかへ行かないで、ずっとうちにいてくれ」

　さらにエルニへと真まっ直すぐに伸ばした手。しかしエルニはオレの手を見つめたまま動かず、ただ瞳から涙をこぼすだけだった。

「ごめんな。ごめんな忍。せっかく覚えてくれていたのに、頑張って捜してくれたのに、やっぱりわたしは忍の家族にはなれない。なっちゃいけないんだ」

「どうしてそう思うのか、よかったら聞かせてくれないか？　宗そう悟ごさんやブラムのおっさんは知っているのかも知れないけど、オレはお前から直接聞きたい」

「…………少し長くなるぞ」と、長い躊ちゆう躇ちよののち、静かにそう前置きして、エルニは緩やかに話しはじめる。遠い昔のこと。ひとりの少女のことを……。
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　その村の少女は生まれながら人とは違っていた。

　銀髪に紅の瞳ひとみ。動物と話すことができる不思議な力。アルビノの少女。

　彼女は誰だれとでも仲良くなれる明るい性格で、友達もたくさんいて、笑った顔は美しい母親にそっくりだった。いつしかそんなアルビノの少女を、村人たちは神の子と呼ぶようになり、彼女に様々な願い事を繰り返すようになっていく。

　少女は村人たちのことが大好きだった。だから必死で村人たちの願いを叶かなえようとした。けれど自分に力がないことなんてわかりきっていた。だから神に祈りを捧ささげる。自分に力が宿ることを。そして村人たちも祈った。少女が神の子でありますようにと。

　少女の願い。村人たちの信仰。そのふたつの想おもいが重なり合い……奇跡が起きた。神は少女と村人たちに応こたえたのだ。

　その日を境に、少女は様々な力を身体からだに宿し、もう人ではなくなった。村人たちの願いを叶えられる神様となったのだ。当然村人たちは歓喜して、ますます彼女を信仰して祀まつり上げて、綺き麗れいな服を着せて煌きらびやかな住まいを与えた。

　そんな彼らに応じるように、少女は村人たちの怪け我がや病を治し、作物の豊ほう穣じようを願い、次第に村は豊かになっていき、子供たちも増え続け、みんなの笑顔が広がっていく。

　その中で少女の母親だけが、「どうして」と涙を流した。少女にとって一番大切な人が、大好きな母親だけが……ずっと泣いていた。だから母親の笑顔が見たくて、願いを叶えてあげたくて、少女はたびたび母親の望みを訊たずねる。けれど母親はいつも答えない。

「それは願ってはいけないことだから」

　いつもそう返して、母親は決して願いを口にしない。また少女は神として祀り上げられ、母親とは住まいさえ別にされ、村人たちとも距離ができて、もう友達とも遊べなくなって、神としての振る舞いだけを押し付けられたまま……ひとりぼっちになった。

　だけどみんなの笑顔が見られれば、それだけで少女は幸せだった。それだけで耐えることができるはずだった。しかし無数の月日が流れるごとに、徐々に少女は耐え切れなくなってしまう。一体きっかけはなんだったのか？

　それはきっと一番大切な人の願いを叶えられず、笑顔を見られなかったことなのだろう。

　歳月はただ残酷に流れ、ついに少女の母親にも寿命が来た。母親は懸命に長生きをしようとした。信仰心が消えることを願って、涙を流しながらも頑張り続けていた。しかし少女はいつまでも神様なんかをやっていて、泣きながら母親の今いま際わの際に声を嗄からす。

「頼むからお願いを言ってくれ！　お母かあさんのお願いだけは一度も叶えていない！　そんなのはいやだ！　なんでも叶えてあげるから！　だから言ってくれ！」

　必死で声をあげる少女。神の寵ちよう愛あいを受けてから一切の歳としを取らなくなった自分の娘。その姿を見て、とうとう母親は少女の前で涙を溢あふれさせた。

「わたしは……神様なんか……いらなかったな……」

　嗚お咽えつを混じらせて、涙をとめどなく流して、

「お母かあさんね、神様なんかじゃなくても、なにもできなくても、あなたのことが大好きだったよ。あなたと一緒に生きたかったな。一緒にご飯を食べて、一緒にお風ふ呂ろに入って、一緒に寝たりして、そんな当たり前の親子でいたかったな。あなたと一緒に、遊びたかったよ……」

　ただ後悔だけを残して、

「約束、守れなくて、ごめんね──ちゃん」

　最期に少女の本当の名前を呼んで、泣きながら母親は亡くなった。母親だけじゃない。少女が昔の友達たちの最期を看み取とるとき、みんな泣きながら言うのだ。

「ごめんね、──ちゃんにだけ神様なんか押し付けて、ずっとひとりぼっちにさせて、ごめんね。こんな友達で、わたしたちだけ幸せになって……ごめんね」

　少女が本当の名前で呼ばれるとき、友達たちはみんな謝罪を残して亡くなっていく。

　でも少女が望んでいたものは、泣き顔なんかじゃなかった。ただ笑顔が見たかっただけなのに、友達たちはみんな、最期には少女に涙を向ける。

　さらに悲劇はそれだけでは終わらない。緩慢に時代が流れて、信仰心が薄れて、それと同時に、少女は神の力を失った。残ったものは……老いることのない身体からだだけ。

　……気がつくと、その村に少女を求めてくれる人はいなくなっていた。

　だから少女は閉ざされた部屋から抜け出して、期待に胸を躍らせて旅に出る。

　温かい場所は見つかるかな？

　どこかに自分の居場所があるはずだと思っていた。実際すぐに居場所は見つかった。親しくなった人たちの中には、少女のことを家族だと思ってくれた優しい人もいた。

　けれど、日々の生活はゆっくりと音を立てて壊れていく。居場所はいつも必ずなくなってしまう。好きになった人たちは、必ず自分よりも先に死んでしまう。いつも看取ることしかできない。いつも最期に見るのは泣き顔だけだ。

「ごめんねエルニ。もうギターも弾けないわ。ひとりにしてごめんね」「ごめんなエルニ。もっと一緒に料理をして、お前と一緒にいられたら……本当にごめんな。お前をひとり残していくだなんて……」「ごめんなさい。もう一緒に泣いてあげられませんね。あなたをひとりで泣かせるだなんて……ごめんなさいエルニ」

　優しい人ほど少女をひとり残すことを悔やみ、ずっと成長の止まった少女の孤独を想おもい、その表情は歪ゆがみ、涙がさらに溢あふれる。

　だから少女の記憶に残る大好きな人たちの表情は、いつも泣き顔ばかり。夢で見る大好きな人たちの表情は、いつも涙に濡ぬれてしまう。そして幾度も幾度も大切な人たちの死を見続けて、ようやく少女は決めた。

　もう自分は誰だれかと一緒に生活することはしない。自分は誰の家族にもならない。

　笑顔を見たいのに、最期には泣かせてしまう。それなら、大切な人を泣かせるくらいなら、自分はひとりでいい。ひとりで泣けばいい。その方がいいんだ。

　それにたとえ家族になれたとしても、自分の寿命はみんなとは違う。いつかはひとりになる。それならその前に、自分から離れた方がいい。大好きな人たちを泣かせないためにも、自分のためにも……。
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「……そんな風に少女は、わたしはずっと生きてきた。そんな生活の中でも、忍しのぶたちの傍そばが一番良かった。大好きなお母かあさんが傍にいなくても、お母さんがいたあの家に戻れなくてもいいって、はじめてそう思えた場所なんだ。だから一番嬉うれしくて、一番怖い」

　小さな拳こぶしを痛いほど握り締めて、

「本当に怖くて堪たまらない。きっとわたしの寿命は悪魔よりも長い。きっとみんな先に死んじゃうんだ。みんな大好きなのに、わたしは一緒に生きられない。一緒に死ぬことができない。いつも看み取とるだけだ。そんなわたしを見て、忍たちは優しいから、いままでの人たちと同じように泣いてしまう。だけどそんなのはもういやなんだ」

　紅の瞳ひとみをひどく滲にじませて、

「成長が止まったまま、わたしは歳としを取らない。同じ場所にいつまでも留とどまっていたら、みんなから気味悪がられたこともある。だけど嫌われた方がまだいい」

　華きや奢しやな肩を大きく震わせて、

「泣き顔はもう見たくはない。もうみんなを最期に悲しませたくはない。温かな場所が壊れるのはもういやだ。わたしは忍たちの泣き顔なんて……夢で見たくない！　それだけはいやだ！　大好きだから悲しませたくない！」

　泣き声のような悲鳴をあげて、エルニは嗚お咽えつを混じらせて叫び続ける。

「だから！　だから！　だからわたしは帰れない！　どこにも帰れないんだ！　最期に壊すだけなら誰だれの家族にもなりたくはない！　わたしは誰かと一緒に生きることなんてできないんだ！　わたしはバカな……ひとりぼっちの神様のままでいい！」

「……お前がよくても、オレはいやだよ……」

　胸の中の感情に突き動かされるまま、オレはエルニをそっと抱き寄せた。

「お前がひとりで泣いていたら意味がない。お前がみんなを泣かせたくないように、オレもお前を泣かせたくないんだよ。だから思ったんだ。いいことを思いついたんだよエルニ」

　今度は彼女の心に届くように、

「確かにオレはお前よりも先に死んでしまうかも知れない。だけど、オレもお前も泣かないで済む方法を思いついたんだ」

　今度は繋つなぎとめられるように、オレはエルニを見つめて声音に想おもいを溢あふれさせる。

「もしこれから先、何年か経たってさ、オレに子供ができたら、お前がその子の名付け親になってくれないか？」

「わたしが……名付け親？」

「ああ、そうだ。お前に頼みたいんだよ。それでなエルニ、オレの子供を、お前が強くしてやってくれ。笑わせてやってくれ。傍そばにいてやって欲しいんだ」

　きっとエルニだったら、絶対にオレの子供にも好かれて慕われるはずだ。

「それからなエルニ、オレの子供が大人になって結婚して、それで子供を産んだら、今度はその子の名付け親になって欲しいんだよ。ずっとオレたちのことを見守っていてくれ」

「だけど、忍しのぶとはずっと一緒には……」

「そうだな。オレもいつか死ぬ。だけど笑ってやるよ。安心できるからな。なんせお前の傍にはオレの子供がいる。お前はひとりで泣かなくて済む」

　だから本当に安心できるんだ。

「しかしまあ、怖かったらオレの死に際は見なくてもいい。お前はオレから離れて、オレの子供のところで暮らせばいいんだよ。その子供が死ぬ前には、お前はオレの孫のところに行けばいい。それを繰り返していけば、そうしたら……」

　彼女を抱き締める腕に力を込め、

「オレたちはずっとお前と一緒だ。お前が泣きそうになったら、こうして抱き締めてやることができる。ずっと傍にいられる。ずっとお前を泣かせずに済む」

　ただ真まっ直すぐに、オレは自分の願いを口にする。

「そんな形でもいい。オレの家族になってくれ」

「わたしは……バカなんだぞ？　ご飯だっていっぱい食べる。テレビばかり見ているし、ゲームにだって夢中だ。それにお菓子だって……勝手に食べちゃう……」

「ああ、それでオレたちに笑顔を見せてくれる」

「……それだけじゃない……お昼寝もよくする……仕事だってしないかも知れない」

「それでもお前はいつもみんなを笑顔にさせてくれる。オレはそんなお前が好きなんだよ。オレだってお前のことが大好きだ。お前とずっと一緒にいたい」

「忍は……迷惑ばかり掛ける……こんな……こんなわたしでも……いいのか？」

「ああ、そんなお前がいい。そんなお前が家族なら嬉うれしい。ただ一つだけ約束してくれ」

　エルニを抱き締めたまま、オレは静かに優しく告げる。

「これからは、ひとりで泣くな。辛つらかったらいつでもオレたちを頼ってくれ」

「もう……我慢しなくてもいいのか？　わたしが泣いても、嫌いになったりしないか？」

「大丈夫だよ。いいんだよ。これからお前が泣きたいときには、オレたちがずっと傍にいてやる。だから、もう大丈夫だよ」

　柔らかな言葉と共に頭を撫なでると、この小さな身体からだでどれだけ耐えてきたのだろう。エルニは縋すがるようにオレに抱きつき、大きく声をあげて泣いた。母親に甘える子供のように。もう迷わず、いままで溜ため込んできた涙を全すべて流すように……。

　そんな彼女をしっかりと受け止めて、自分の涙で霞かすみかけた視界の中で思う。きっと家に帰れば、エルニの顔を見れば、みんなエルニのことを思い出すだろう。そうしたらクリスマスパーティーだ。みんなと一緒に、もうひとりも欠けることはなく、今日という日を祝いたい。今日は腕の中の小さな神様が、オレたちの家族となった記念日なのだから。



　……静寂に包まれた住宅街。時刻は深夜をとうに過ぎている。

　あれからエルニと一緒にうちに帰ろうとしたものの、その途中で終電がなくなってしまい、やむなくタクシーを使い、長く胃の痛い高速道路を経て、タクシー代にオレが蒼あおざめていく中、ようやく自宅近くまで戻って来た。が、まだ家まで少しあるというのに、何な故ぜかエルニは「ここでいい」とタクシーの運転手に声を掛け……まあそこまではよかった。

　問題はそのあとだ。あの角を曲がればうちが見えてくるというのに、先程からエルニは足を止めたまま一歩も動かない。やはり不安なのだろう。しばし間を空けたのち、安心させるようにオレが手を握ると、エルニはこちらの掌てのひらを握り返して小さくこぼす。

「……なかなか思いつかないんだ。忍しのぶと違って、みんなはわたしのことを忘れているんだろう？　わたしはみんなになんて言えば──」















「エルニ、自分のうちなんだから、変な遠慮なんてしなくてもいいんだ。お前はただ『ただいま』とひとこと言ってくれればいい。きっとみんなもすぐに思い出すさ」

　言葉を遮ると共に少しだけ強引に手を引くと、エルニもこちらに従うように歩みを進めて曲がり角を通って、ようやく我が家が見えてきた。

　けれど何な故ぜか、うちの垣根の上には大きなコウモリの姿。

　そのコウモリは口になにかを咥くわえており、オレたちに気づくや否や翼を広げてエルニへと近づき、口に咥えていたもの……メモ用紙を彼女に差し出したと思ったら、すぐにまた翼を広げてどこかへと飛んで行ってしまう。

「……ブラムの使い魔かも知れないな」

　コウモリを見送りながらそうこぼし、エルニは手元のメモ用紙を広げる。

　少し気になって彼女の手元を覗のぞき込んだところ、メモには『私からのクリスマスプレゼントだ』という、いまいち意味がよくわからないメッセージが書かれていた。

　こちらと同様にメッセージの意味合いがわからなかったのか、エルニは首を傾かしげながらメモをポケットに仕舞い、それから躊躇ためらいがちにオレと一緒にうちへと向かう。

　と、こんな時間なのにも拘かかわらず、視線の先には、玄関の扉を背にして立っている母かあさんの姿。もしかしてずっとそこにいたのか、母さんはコートを羽織っていて、こちらを認めたと思ったら、真まっ直すぐに歩みを進めてエルニに目を向ける。

「……忍しのぶがずっと捜していたのは、その娘なの？」

　その娘。ひどく他人行儀な呼び方。エルニがわずかに瞳ひとみを揺らす中、母さんは彼女をじっと見つめ、静かに切り出す。

「あなたは外国の人みたいだけど、どこか住むあてはあるの？」

「……わたしは……ここに……もう一度……でも、居場所なんて……やっぱり離れてしまったら……もう残らなくて……」

「──それじゃあ、ここを自分の居場所にしなさい」

　わずかに瞳を濡ぬらすエルニに、

「今日からうちに娘になりなさい」

　母さんはそっと手を伸ばして、

「もしよかったら、あたしが二番目のお母さんになってあげるわよ──エルニ」

　以前と同じセリフで、だけど愛いとおしく名前を呼んで、母さんはエルニを抱き寄せた。

　途端、エルニはひどく声を震わせる。

「……どうして……覚えているんだ……みんな忘れているはずなんじゃあ……」

「ごめんねエルニ。今日までずっとあなたのことを忘れていたわ。マキナちゃんのお父とうさんが来るまで気づけなかったの」

「ブラムが、うちに来たのか？」

「ええ、よくわからないけど、催眠術の実験をしていたとかで、それを解きに来たとか言っていたわね。でもそんな暗示にあっさり引っ掛かって、エルニのことを忘れていて……」

　ブラムのおっさんがうちに来たわけ。おっさんからのクリスマスプレゼント。記憶を呼び戻した母かあさんが言葉を詰まらせると、

「……ずっと家の前で待っていてくれたんだな。身体からだがすごく冷えているじゃないか。風邪を引いたらどうするんだ……」

　エルニは母さんをぎゅっと抱き締め返し、おずおずと言葉を紡ぐ。

「なあ、さっきの話は本当か？　本当にまたわたしのお母さんになってくれるのか？」

「……もちろんじゃない、エルニ」

　掠かすれかけた声を母さんが必死で整える中、次第にエルニの口から嗚お咽えつがもれはじめる。

「……また、一緒に遊んでくれるか？」

「バカね。いつでも遊んであげるに決まっているじゃない」

「それじゃあ……約束……だぞ……絶対に……破ったらダメなんだからな……今度は、間違えないから……泣かせたりしないから……今度は……一緒に笑ってくれるか？」

「本当にエルニはバカなのね。親子なんだから、一緒に泣いて一緒に笑ってあげるわよ。ずっと一緒にいてあげるわ。だから、もう勝手にどこかへ行っちゃダメよ？　エルニの方こそ、あたしと約束しなさい」

「……うん……約束だ……」

　大きく頷うなずき、エルニが見せた笑顔。それは涙でいっぱいだったけれど、柄にもなく宝石みたいだと思った。そしてその綺き麗れいな笑顔を、すぐにもう一度見ることができた。

　母さんはエルニをしばらく抱き締めたのち、彼女の背中を押して玄関の扉の前へと立たせる。そこで躊躇ためらいがちにエルニがうちの中に入ると、

『──おかえりなさい！』

　一体いつから待っていたのだろう？　エルニが扉を開けた途端、玄関にはみんなの笑顔が広がっていた。ルナにマキナになずな、そして聖ひじりやかおるんの姿まである。みんなは一様に無理をしたように微笑ほほえみを作っていて、

「本当におかえりなさいエルニちゃん。また一緒にお昼寝しましょうね。そのときには、私が子守唄うたをうたいます。エルニちゃんがプレゼントしてくれた歌ですよ」

「おかえりエルニお姉ちゃん。わたし、まだ全然上う手まくギターを弾けないの。今度また教えてね。また一緒に遊ぼうね」

　まずルナとなずながエルニのもとへと急ぎ、

「おかえりエルニ。実はエルニにクリスマスプレゼントがあるんだぞ？　ルナさんに編み物を教えて貰もらったんだ。エルニにはマフラーを贈るからな。星を見せてくれたお返しだ」

「おかえりなさいエルニさん。リビングにケーキを用意していますよ。わたくしが作りました。またいつでも作りますから、また食べてくださいね」

　聖ひじりとかおるんもルナたちに続いて、

「おかえりなさいエルニ。またあたしに……料理を教えてよ。またあたしと一緒にいてよ。あたしの部屋……エルニがいないと……広すぎるのよ……」

　みんながエルニに言葉を掛ける中、一番はじめに泣いたのはマキナだった。

「いままでずっと一緒だったのに、勝手にいなくなって、お父とうさまにも変なことを頼んで、大好きなのに、エルニのこと大好きなのに……どうしてどこかにいっちゃうのよ……今度はちゃんと……あたしのお姉さんに……なってよ……エルニ……」

　マキナの涙が引き金になったのか、みんなの笑顔はゆっくりと崩れていき、次に泣いたのは、意外にもかおるんで、続いてなずなも声をあげて泣き出して、

「みんなダメだろう？　エルニが帰ってきたときには、泣かないって決めたじゃないか」

「聖さんの言う通りですよ。笑ってお出迎えするって、みんなで……」

　マキナたちをたしなめながらも、聖とルナの瞳ひとみからも涙が流れはじめ……もう誰だれも止められなかった。みんなはエルニを抱き締めて、何度も『おかえりなさい』と繰り返す。

　そんな中、みんなに抱き締められたエルニは、

「……もう二度と戻れないと思っていたのに……帰って……こられたんだな……」

　日溜だまりのような温かな場所。エルニが一番はじめに手に入れて、神様になる代わりに失って、それから何度も求めて、いつしか諦あきらめて、でもずっと欲しかったもの。

　エルニは声をあげて泣く。みんなを強く抱き締め返して、その存在を、ぬくもりを確かめるように、もう二度と離さないというように。

　きっとこのとき、ようやく彼女の長い旅が終わったのだろう。

　ずっと独りだった少女は、とうとう帰る家を見つけた。自分の居場所を手に入れた。

　それは彼女がずっと欲しかったもの。憧あこがれていた普通の毎日。たとえ自分が普通じゃなくても、いつか大好きな人たちと離れることになっても、それでもまた大好きな人たちに包まれて、それがずっとずっと続いていくというのなら……。

　ああ……これでもう雨音を聞くことはない。きっとあがったんだ。ずっと心の中に降り続けていた涙の雨が……いまやっとあがったんだ。

　みんなを抱き締めているうちに、いつしか涙もあがり、エルニは紅の瞳を細めて笑う。

　どんな笑顔よりも眩まぶしく、嬉うれしそうに、愛いとおしそうに笑い続ける。

　心の雨はもうあがった。雨上がりのあと、彼女の表情に広がるのは、青空に架かる虹にじのような綺き麗れいな微笑ほほえみ。もうエルニは神様なんかじゃない。ただの女の子で、ちょっとおバカで食いしん坊で、ずっと大好きな──オレたちの家族だ。

　だからこの先、たとえどんなに強い雨が降り注いだとしても、エルニがひとりで泣くことは、きっと二度とないと、そう思ったんだ……。










　　　　エピローグ



　エルニがオレたちの家族となってから数日経たち、いまは楽しい冬休み。

　ちなみにエルニを捜すことに夢中になり、オレは期末テストも受けてはいないが、そのあたりは宗そう悟ごさんが上う手まく手を回してくれたみたいだ。オレはインフルエンザ扱いとなり、中間テストの成績が良かったこともあって、特に学校で補習を受ける必要もない。

　そんなわけで久しぶりに読書でも楽しもうと思い、しかし金がないから今日は図書館で本を数冊借り、それから意気揚々と自室の扉の前まで戻ってきたのだけれど、

「んん……あぁ……うぅん……はぁん……」

　なにやらオレの部屋から妙に悩ましい声が聞こえてくる。オレの部屋の中で一体誰だれがなにをしているんだ？　オレが扉の前で足を止め、少しドキドキしていたところ、

「やぁん、はぁあん、忍しのぶ様ぁん、そんなことをされたら、わたくしはもう──」

「いやちょっとうるさいぞお前。オレの部屋でなにをやっているんだよ？」

　というか、絶対オレに気づいているだろう。かなりわざとらしい声だった。勢いよく扉を開けて中に入ると、部屋のベッドの上には予想通りかおるんの姿。部屋の床には何な故ぜか大きな旅行バッグ。そしてかおるんはこちらに目を向け、心持ち眉まゆをひそめる。

「忍様、ノックぐらいしてください。親しき仲にも礼儀ありですよ？」

「そのセリフをそっくりそのままお前に返すわ。ひとの部屋に勝手に入って、ひとのベッドに遠慮なくあがって、そして変な声をあげてひとをからかうのはやめてくれ」

「一応言っておきますが、部屋にあがる許可は巴ともえさんにきちんと貰もらいましたよ？　エルニさんを捜すためにわたくしも頑張りましたからね。そのお礼ということで、巴さんから半ば強引にご褒美をいただきました」

「母かあさんからご褒美？」

「はい。今日からわたくしはこの部屋で暮らします。忍様のルームメイトですよ。ベッドはひとつ、枕まくらは忍様の腕か胸か膝ひざです。ちなみに日によっては、わたくしの胸枕を忍様にプレゼントしましょう。優しく包み込んであげますからね」

「……お前はオレを不眠症にさせるつもりなのか？」

　かなり嬉うれしいが、おそらく緊張して眠れなくなるだろう。

　なんて感想を抱きつつ、オレは改めて部屋の床に置かれた旅行バッグに目を向ける。

「しかしお前は本当になにをしに来たんだ？　本気でここに泊まるつもりなのか？　まさかお前、また五ご行ぎよう家から逃げ出して来たとか言わないよな？」

「いえ、逃げ出して来たと言いますか……」

　軽く肩をすくめて言葉を止め、かおるんは微笑ほほえみと共に続ける。

「──実は五ご行ぎよう家とは縁を切ってきたんです」
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　先日、間違い電話で告白されました、後ご藤とう祐ゆう迅じんです。

　さらに間違い電話の相手から恋愛相談を受け、それに真面目まじめに対応しつつも、正直ひとの相談に乗っている場合ではありませんでした。立春を過ぎても人生の春は未いまだに訪れず、きっと私の恋は春一番と共にどこかへと飛んで行ってしまったんでしょうね。

　まあそれはさて置き。今巻は南なん条じよう家のマッドドッグことエルニの話です。三巻のときには時期尚しよう早そうということで描えがけなかったエルニの過去。それをようやく今回書くことができて本当に嬉うれしく思います。また三巻のあとがきでも触れましたが、エルニは『つきツキ！』の応募原稿の作成前、プロットの段階ではメインヒロインでした。

　そして私の中でエルニは、『つきツキ！』という作品のテーマ──『家族』を強く体現したキャラクターでもあります。

　ですから、もっと上う手まく表現したい、もっと上手く描きたいという気持ちばかりがはやり、生みの苦しみを味わうと同時に、改稿前にはページが普段よりも八十ページ近く増えてしまい、途方に暮れて挫くじけかけたこともありました。

　けれど読者の皆様の応援や、心癒いやされるファンレターをくださった方々の想おもいを受け、なんとか立ち直ることができました。本当にありがとうございます。

　──このあたりでお世話になった方々に謝辞を。

　担当の神かみ長なが様。弱り果てた私が電話した際、「作家さんが困ったときのために、編集はいるんだと思います。二人三脚で頑張っていきましょう」と温かな言葉を掛けてくださり、感謝の言葉が尽きません。迷惑ばかり掛けてしまって申し訳ないのですが、今度とも是非よろしくお願いします。

　梱こり枝えりこ様。今巻でも愛らしく美麗なイラストを描いてくださり、本当にありがとうございます。そしてコミックアライブ７月号にて、読み切りの四コマ漫画の掲載決定おめでとうございます！　私もいまから楽しみで仕方がありません。漫画の方でも、魅力的なキャラたちに癒されたいと思います。

　コミック版を描いてくださっている柴しば嶺みねタカシ様。話が進むたびに、各キャラが一層魅力的になっていき、毎月のコミックアライブが楽しみで仕方がありません。大感謝です。

　編集長の三み坂さか様、編集部の皆様、校正様、装丁様、営業様、その他この作品に関かかわってくださった方々、そして読者の皆様にも心から感謝を！

　最後に、モバイルアンケートにて心優しいメッセージを送ってくださった方々。皆様のお言葉は私の元気の源になっております。──拝謝です！

後藤祐迅
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　後藤祐迅（ごとう・ゆうじん）
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　　大阪在住のメガネ時々コンタクト野郎。
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　イラスト

　梱枝りこ（こりえ・りこ）
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